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　やつは――黒い。

　いや、黒ではないが黒っぽい、雨合羽のようなものを被かぶっている。

　身の丈は二・五メートルくらいか。かなり上背がある。

　おおまかに言えば、人型、ということになるだろう。

　妙に小さい頭があり、腕があって、脚がある。肩幅がやけに広い。逆三角形にも程がある体形だ。

　やつは手に長柄の武器を持っている。穂先の形状は肉厚にして頑丈そうな包丁といったところで、まあ、薙なぎ刀なたの一種だ。

　前まえ屈かがみの姿勢で、薙刀を杖つえみたいについて歩く。

　やつは足音を立てないし、薙刀で地面をついても、やはり音がしない。

　なぜか無音だ。

　不思議だが、そういうものだと思うことにしている。

「じゃ、いきますか」

　ハルヒロがそう言うと、クザクが、ふうぅー……と息を吐きながら、クローズヘルムのバイザーを下ろした。

　ランタはスカルヘルム――バイザーが骸がい骨こつっぽい意匠なので、ランタ自身が暗黒神スカルヘルにちなんで勝手に命名した――の奥で、くっくっくっ……と低く喉のどを鳴らして笑っている。最近、その笑い方が気に入っているらしい。恰かつ好こいいとでも思っているのか。馬ば鹿かなんじゃないだろうか。馬鹿か。最初から馬鹿だし、最後まできっと馬鹿のままだ。

　ユメは矢筒から矢を抜いて、エルフの合成弓コンポジツトボウにつがえた。相変わらず弓矢より剣けん鉈なたのほうが得意のようだが、剣鉈だけじゃなくて弓も少し前に買い換えた。弓術の技能スキルも二つほど習得した。向いていなくても、なんとかしたいという気持ちはあるようだ。

　メリイは自分の左手首に浮きあがって輝いている光の護法プロテクシヨンの印を確かめると、六ろく芒ぼうを示す仕し種ぐさをした。

「光よ、ルミアリスの加護のもとに……守人の光アシスト」

　たちまちクザクの左手首に、もう一つ、色違いの小さな六芒が灯ともる。

　メリイの詠唱を聞きつけたのだろう。やつが迫ってくる。どんどん速度を上げる。

　シホルが影森の木エルフウツドの杖でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えはじめた。

「オーム・レル・エクト・デルム・ブレム・ダーシュ」

　黒い靄もやのような影のエレメンタルが噴きだすように現れて、シホルの身体からだを薄く包みこんだ。影纏いアーマーシヤドー。限度はあるし、一回だけだが、攻撃を受け止めて無効化してくれる。軽装の魔法使いにとっては、あるのとないのとでは大違いな防御魔法だ。

　やつはもう近い。そろそろやつの薙刀が届く距離だ。

「出ろや、クザク」

　ランタが乱暴にけしかけると、クザクは返事をする代わりに、ゆったりとした大おお股またで前進する。

　やつが薙刀を振りまわした。クザクは下がらない。足を止めて、盾を出す。防ぐというよりも、盾で薙刀を打ち払う。盾受ブロツクじゃなくて、盾打バツシユだ。

　ものすごい音がして、やつの薙刀が弾はじき返された。

　空いたやつの胴めがけて、クザクがロングソードを突きだす。やつはほとんど音もなく飛とび退のいてかわした。

　ユメが矢を放つ。やつの左肩に命中した。

　ハルヒロは向かってやつの右側面へ、ランタは左側面へと進みでようとする。やつはこれを嫌ってさらに後退した。

「今……！」

　メリイが叫んだ。もちろん、みんなわかっている。

「スゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……」

　やつが奇妙な音を発する。両腕がのびる。のびきるまでの間が、隙すきだ。

「押しこめ……！」

　ハルヒロは言いながらやつの背後へと回りこむ。クザクは盾を前面に出して突撃した。ランタは――またあれか。好きだな、それ。

「ふっひっひっひっ……！　死字斬スライスッッッ……！」

　裏切りの剣ベトレイヤー――拵こしらえが黒っぽくてそれっぽいからという理由でランタ自身が勝手にそう名づけたロングソードだが、品質はけっこういい――を８の字を描くように振るという、たしかに見栄えのする剣技スキルだ。ランタ以外の暗黒騎士が使ってみせたら、美しいとさえ思えるかもしれない。ランタの下品さが死字斬スライスというスキルの品位を押し下げている。威力まで落ちていないといいのだが。裏切りの剣ベトレイヤーはやつの右腕をザクザクッと斬きった。クザクのロングソードもやつの脇わき腹ばらをえぐったようだ。やつは左腕と頭が硬い。でも、あとはそうでもなくて、刃が通る。

　やつの両腕がもとの長さの一・五倍になるころには、ハルヒロはやつの背後に陣取っていた。すぐには攻めない。まだだ。

　ハルヒロが息をひそめている間に、クザクとランタはどんどん距離を詰める。長腕モード時は超接近戦を挑むのがセオリーだ。

　ユメがまた弓矢を射て、やつの右肩に当てた。

　――くるかな？

　ハルヒロがそう思った約二秒後に、やつは下がろうとした。

　まあ、やつが後退してくる方向には、ハルヒロがいるのだが。

　やつはハルヒロの存在を忘れていたらしい。ハルヒロとしては忍び歩きスニーキングを応用して、忘れられるようにというか、意識されないように振る舞っていたつもりだ。功を奏したのか。ハルヒロはまんまとやつの背中にしがみついて、このへんかな、というあたりにダガーをぶっ刺した。ねじりながら引き抜いて、また刺す。

　やつは垂直跳びをしてハルヒロを振り落とそうとするだろう。膝ひざを曲げて腰を落とす。これはその準備動作だ。

　ハルヒロはやつが跳ねる前に飛び離れた。

　やつは、ぴょっ、と中途半端なジャンプをして、すぐにまた体勢を低くした。

「スゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……」

　両腕が縮む。これも隙だ。

「懲罰の一撃パニツシユメント……！」

「憎悪斬ヘイトレツドォォッ……！」

　クザクとランタがほぼ同時にやつに躍りかかって、斜めに剣を振り下ろす。クザクのロングソードはやつの頭にガツンと当たってフードを吹っ飛ばし、ランタの裏切りの剣ベトレイヤーはやつの右肩にめりこんだ。二人はそのあとも二、三発入れて、やつの両腕が縮みきると少し距離をとった。メタリックスカルな頭部があらわになっている。

「ジェス・イーン・サルク・フラム・ダルト」

　シホルの電磁魔法フアルツマジツク。雷電ライトニングだ。やつが雷に打たれて、びくっとする。

　やつの口が開いた。

　しかし、歯は食いしばられている。

「チキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキチキ」

　舌打ちが始まった。

「クザク！」

　ハルヒロが声をかけると、クザクは「うぃっす」と応じてやつに突っこんでゆく。やつは左膝を高く上げようとしたところだった。飛び膝ひざ蹴げりの準備動作だ。クザクが盾ごと体当たりをぶちかますと、やつはひっくり返った。

「よくやった……！」

　ランタが、うえっへっへぁ……という感じの下卑た笑い声をあげながら、やつに襲いかかる。クザクもロングソードでやつを滅多打ちにした。

　ハルヒロは決断した。ここでしとめよう。べつに最速タイムを叩たたきだしたいわけじゃないが、充分いけそうだし、多少反撃を食らっても今のハルヒロたちなら立てなおせる。過信じゃないか？　違う。やつとは何回も戦やってきた。個体差もだいたいつかんでいる。というか、個体差がきわめて少ない種族だということを、実感として知っている。
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　ウストレル。

　調子に乗っているわけでも何でもなく、こんなふうに思う日がくるなんて、最初に出くわしたときは想像できなかった。

　もう敵じゃない。

「終わらせる……！」

　ハルヒロが宣言すると、ユメも剣鉈を抜いて近づいてきた。メリイはショートスタッフを構えて、シホルのそばから離れない。

　ウストレルはもちろん、起きあがろうとしているが、そのたびにランタが「おらっ」だの「ちょいーんっ」だのと言いながらやつの脚だの腕だのを払って、立ちあがらせない。ランタは嬉き々きとしてそういうことをやる。性格が悪いからだろう。

　クザクはウストレルの頭部や首に、斬ざん撃げきというより打撃を浴びせることに専念している。もともと背が高くて、体格に恵まれているのだ。クザクが思いきり振り下ろしたロングソードにはそうとうな破壊力がある。集中するとあまりしゃべらなくなってしまうが、それも欠点ではない。クザクは黙々とウストレルの生命力を削りつづける。

「んにゃーっ！　猛もう虎こぉっ……！」

　ユメの前方宙返りから強烈な一撃を見舞うあのスキルは、なかなかやばい。よく怖くないよな。ハルヒロは見るたびにそう思う。

　仲間たちの動きに目を配りながら、ハルヒロはときおりウストレルの背中を凝視する。

　これはまあ、癖だ。どんな相手でも背中をよく観察すれば、そいつがどういう生き物なのかわかる――ような気がする。あくまで気がするだけで、そんなわけはないのだが、背中を見つめていると妙に落ちつくのは確かだ。

　たまに、ぱっと攻略法的なものが浮かんだりすることもある。こいつのここは弱そうだとか、動作にこういう特徴があるから、攻めどころはここだとか。

　それから稀まれに、あの線が見える。正確にいえば、ぼんやりと光る線のようなもの。それはどうやら、イメージらしい。このあと相手はこう動く、相手にはこういう脆もろい点がある、だからこっちはこうして、ああすればいい。瞬間的な予測。それがまるで一本の線のように知覚される。

　線という形かどうかは別として、どうやら、そういうイメージは誰だれでも見ることがあるようだ。一般的には、切羽詰まったほうが見えやすい。場合によっては、同時に何本もの線を見たりもするのだとか。つまり、瞬間的にいくつもの予測を立ててしまう者も、中にはいる。

　個人差はある。というか、かなり大きい。

　しかし、いずれにせよ、それは誰にでも備わっている能力なのだ。

　特別じゃない。

　――だよなあ。

　いいのだ、べつに。ハルヒロは落胆などしていない。自分に特別な才能がある。そんなことは、もちろんあればいいとは思うが、いかにもなさそうだ。そして、実際ない。ただそれだけの話だ。ないものはない。

　とはいえ、自分に――自分たちには何もないのかというと、そんなことは決してない。天才と比べたら、持っているものの量や質、種類は劣るのかもしれないが、凡人だって何も持っていないわけではないのだ。あるものをやりくりして、どうにかする。凡人にもできることはある。凡人だって成長できる。凡人なりに強くなれる。

「グギギギギギギギギギギギギ。ギギギギギギギギ。ギギギギギギギギギギギギギギギ」

　ウストレルはもう、泡を噴きながら歯ぎしりをしている。瀕ひん死しだ。

「オラオラオラオラオラオラオラオラァ……！」

　ランタが勢いこんでウストレルの胸に裏切りの剣ベトレイヤーを何度も突き刺している。クザクはあとずさってハルヒロのほうに顔を向けた。ハルヒロはうなずいてみせる。無駄な体力を使う必要はない。ウストレルは息絶えようとしている。あとはランタにやらせればいい。死にかけた敵を徹底的に痛めつけて息の根を止めるのが、ランタは大好きなのだ。人間としてどうなんだよ、と思わなくもないが、その残酷な容赦のなさに助けられることもたまにはある。好きか嫌いかでいえば、心の底から本当に大嫌いだが。

「――ぃよっしゃあああぁぁぁぁ……！」

　ランタは動かなくなったウストレルに馬乗りになって、何かやりはじめた。戦利品を手に入れるつもりなのだろう。

　もっとも、ウストレルは金にならない。値段がつくものは、メタリックスカルな頭部と薙なぎ刀なたくらいか。どちらもかさばるので、持ち帰る手間に見合うだけの価値はない。とくにメタリックスカルなんて、兜かぶとみたいに見えるがじつは外骨格のようなもので、剥がすことはできないから切りとって頭の中身ごと運ぶしかないのだ。一度やってみたが、苦労したわりに実入りが少なくてがっかりした。あれは二度とやりたくない。

　ランタはウストレルの身体からだの一部を頂ちよう戴だいするつもりなのだ。それを記念品トロフイーとして飾る猟奇趣味の持ち主――ではなくて、暗黒騎士は自ら殺あやめた生き物の耳だの生なま爪づめだのを、供物としてスカルヘルに捧ささげる。そのぶん悪徳ヴアイスを積んだことになって、暗黒魔法や暗黒闘法を習得する資格をえたり、スカルヘルの加護によって暗黒魔法が強化されたりする。

　まあ、鬼畜だ。

　義勇兵が二十人いたら、暗黒騎士はその中に一人いればいいほうだろう。数が少ないのもうなずける。

　あれは、無理。

　よほど性に合っていないと、暗黒騎士をつづけることはできないだろう。

　つづけられなかろうが、一度、暗黒騎士になってしまうと、鞍替えはできない。スカルヘルに唯一無二の忠誠を誓い、死ぬまで二心を抱いてはならない、ようは暗黒騎士を辞めちゃだめ、という掟おきてがあるからだ。ギルドを抜けたりしたら、暗黒騎士たちに追われる。殺されてしまうのだ。怖い。暗黒騎士。怖すぎる。

「うひひひひ……！」

　と、ランタが黒っぽい血にまみれたものを掲げた。どうやらウストレルの歯らしい。ハルヒロは手の甲で口をふさいで吐き気をこらえた。――あいつは大丈夫だろうな。ばっちり性に合ってるっぽいし。むしろ、根っからの暗黒騎士だ。天職だよ、きっと。

　ランタの作業が終わったので、ハルヒロたちはウストレルの死し骸がいを置き去りにして先へ進むことにした。ここはムリアンの巣穴の端だ。死骸はムリアンたちが処理するだろう。

　ワンダーホール。

　初めてこの場所に足を踏み入れてから、四ヶ月以上たった。

　正直、儲もうかってはいない。というか、稼いだぶんは飲み食いや入浴代や装備、あとはたまにオルタナに帰ってスキルを教えてもらうのに使ってしまう。

　寂さびし野の前ぜん哨しよう基地にはヨロズ預かり商会の支店もあって、本店より手数料が高いことに目をつぶれば金の出し入れも可能なのだが、貯金はまったく増えていない。それどころか、少なくともハルヒロは微減している。

　いくらかは奥に進めるようになった。

　クザクはすっかり小団パーテイに慣れて、盾役タンクとして機能するようになった。

　みんなそれぞれ、力をつけた。

　ウストレルを一いつ蹴しゆうしてしまえるようになった。

　順調……なのだろうか？

　よくわからない。いい調子だと思うときもある。うまくいかなくて、むしゃくしゃすることもある。悩んでしまう時期もある。あれこれ考えても同じだと割りきって、その日の仕事に集中できることもある。

　これでいいのか？

　そのときどきで答えは変わる。

　今は、まあいいのかな、悪くはないかな、といったところだ。

　悪くはない。

　――そのはずだ。

　ハルヒロは先頭に立って周囲を警戒しながら、横穴だらけのムリアンの巣穴を進む。ウストレルが出てきたせいで、ムリアンたちは退避している。姿を見せない。

「しっかし……」と、ランタが鼻をすすって言った。「なんつーかあれだな。マンネリだよな。このごろ」

「……また始まった」シホルが小声で呟つぶやいた。

「ああ？　なんか言いやがったか、タレチチ」

「たっ……垂れてないしっ……」

「どぉーなんだかなあ。見てねーしなあ。この目で確認しねーとなあ。やっぱなあ。そこはなあ。絶対垂れてねーとは言いきれねーべ。なあ、クザッキー？」

「やめてくれね？　その呼び方」

「クザッキィィィーッ」

「ガキかよ……」

「オォーレェーはァー大人だっつーの。どっからどう見ても大人だろ。大人すぎるくらい大人だろ。見りゃわかんだろ、クザッキー」

「おまえさ……」

　不毛だから黙っていようと思っていたのに、つい口を挟んでしまった未熟な自分をハルヒロは呪のろった。もちろん、それ以上にランタを呪った。五億倍は呪った。

「嫌がらせ以外にできること、ないのかよ。生きてて恥ずかしくない？　人として」

「恥ずかしいわけねーだろ。いっつも堂々としてんだろうが。誰にはばかることもなく生きてるじゃねーか。見てわかんねーのか、ヴァーカ」

「憎まれっ子世にはばかるの典型」とメリイが冷たく吐き捨てた。

「その憎悪が」ランタは、くっくっくっ……と低く喉のどを鳴らして笑った。「オレのパワーになるわけ。わかる？　なぜならオレは暗黒騎士だから。ダークネスだから。インザダークネス。わかるか？　ところでユメ、シホルのチチ、垂れてんだろ？」

「ふ……？」ユメは眉まゆをひそめてたぶん、とっさにだろう、胸のところに移動させた両手で何か重そうなものを持ちあげるような仕し種ぐさをした。「――って、そんなん教えるわけないやんかあ、ランタのへんたいっ！」

　ハルヒロは慌てて視線をそらした。たまたまクザクと目があった。思わず目と目で語りあってしまった。

（……今のさ、だいぶ重そうだったよな……）

（あぁ。かなり……）

　いやいやいやいやいや。

　やめよう。仲間のそういうことはアレだ。考えないほうがいい。考えるべきじゃない。男とか女とか、そういう意識でアレするとやっぱりアレだし。まあでも、クザクはアレだけどさ――ハルヒロはちらっとメリイを見た。うーん。どうなんだろ。決定的な証拠は、じつはつかんでいない。つかもうともしていないが。自由だし？　だから、はっきりしたことはわからないのだが、たまにクザクは夜、天幕から出てゆく。こっそりあとをつけると、外でメリイと話していたりする。二人きりで。そういう場面は何回か目撃した。

　なんとなくだが、意外とあまり進展してはいないような……？

　かといって、お互いまったく意識していない、ということはないような……？

　もちろん、そこは自由だ。好きにすればいいとハルヒロは思っている。数回、尾行をしたりしたのは、あとからパーティに加わったクザクのことが気がかりだったからだ。思い悩んでるんじゃないかとか。考えるじゃん？　やっぱりそこは。これでもリーダーだしさ。それでまあ、メリイに相談とかしてるっぽいし、ああよかったな、みたいな。だけど相談だけなのかな!?　本当にそれだけかな!?　何かあるなら言って欲しいな！　こそこそしないでくれるかな！　だって、気になるしさぁ……――というふうには感じていなくもないが、まあいいんじゃない？

　いい――のかなあ？

　たとえば、ほら、うまくいっている間はいいとしても、だよ？　別れちゃったりしたら微妙じゃない？　それはそれ、これはこれ、みたいにいくのかなあ？

　どうなのか。ハルヒロにはわからない。経験がないので。いや、グリムガルにくる前のことは覚えていないが、たぶんないんじゃないかな？　そんな気がする。経験豊富では絶対ない。それは断言できる。間違ってもモテるタイプじゃないし。

　というか、モテないし。

　ユメにもシホルにもメリイにも、異性として見られてさえいないように思える。

　それがどうした。

　かえって好都合だ。パーティ内で何があっても、ハルヒロだけは女性陣と同じ距離感を保ちつづけられるということなのだから。誰だれかと誰かがまずいことになっても、ハルヒロが仲立ちして関係を修復すればいい。めんどくさいが、なんでおれがそんなことしなきゃなんねーんだよぼけぇーと思わなくもないが、リーダーなのだ。しょうがない。

　いわゆるリーダーシップ的なものには欠けていると自認している。

　だから、よき仲間として、そこそこよき友として、パーティの輪を大事にし、みんなを引っぱってゆくことはできなくても、全員でどうにかこうにか進んでゆくための、なんとなく中心っぽい存在。

　そういうものに、わたしはなりたい。

　――まあ、できればなりたいかな、と思ってはいる。なれればいいんだけどな。

「タレチチィー。タレェーチチィー。タァー、レェー、チィー、チィー」

　妙な節をつけてクソみたいな歌をうたっているアホアホランタさえいなければ、そんなに難しくなさそうなんだけどな？　背面打突バツクスタブするぞ、おまえ？

　いや、無視だ、無視。やつのことは無視するのが一番いい。みんないいかげん、わかっている。シホルだって我慢してくれているのだ。ごめんな、シホル。あの屑くずのせいで。垂れてないのに。垂れてないよな。でもそんなに大きいと、重力に引かれて結局は……。

　いかんいかんいかん。

　ハルヒロは頭を振った。行く手の岩壁がきれいに削られて建物風になっている。風というか、建物だ。しかも、なかなか立派で雰囲気がある。そろそろ悪魔の王国だ。

「ランタ、素通りだからな」

「……わぁーってるっつーの。毎回言うんじゃねーよ。最初にちょびっとやらかしただけだろうが」

　そのせいで、えらい目に遭ったのだ。

　ハルヒロたちは石せつ窟くつ寺院のような悪魔の王国に足を踏み入れた。

　建物の窓から、何者かが――それも、大勢が、こっちを見ている。もちろん、人間じゃない。身体つきは人とそれほど違わないものの、下肢や陰部が体毛にすっかり覆われていて、頭は山や羊ぎそっくりだ。彼らは肌身離さず杖つえを持っている。杖といっても、鈍器のようだったり、柄の先に槍やりや剣のような刃を備えていたりして、なかなか物々しい。

　バフォメット。

　悪魔、とも呼ばれる。

「どーもどーも」

　ランタがわざとらしい愛想笑いをして言うと、それとまったく同じ声が返ってきた。

「どーもどーも」

　ランタが二度、繰り返したのではない。悪魔の仕業だ。彼らは必ずしも人語を解するわけじゃないが、声真ま似ねがものすごくうまい。

「こらぁっ」

　とユメがランタの背中を小突くと、別の悪魔がユメと同じ声で、

「こらぁっ」

　と言った。

　悪魔は人間に対してとくに友好的ではないが、敵対的でもない。ただ、人間が何か言葉を発すると、ああやって真似をする。目的は不明だ。おもしろがっているのか、習性なのか、それとも、こっちの反応を見ようとしているのか。

　正直、イラッとこないでもない。

　もっとも、悪魔たちはあくまで人間たちを見張って、徹底的に声真似をするだけだ。この悪魔の王国に到達する前に、ハルヒロたちはその情報を仕入れていた。多少頭にきても、こっちから手を出さなければ、声真似されるだけですむ。何なら、口をつぐんでいればいい。こっちが黙っていれば、悪魔たちも黙っている。

　当然、そうするつもりだった。悪魔は建築や彫刻をこよなく愛していて、杖を大事にしている。ただ、杖や工具以外、金目の物は持っていない。数も多い。殺しても無意味だ。

　それなのに、ランタは何回か声真似されただけでブチキレて、怒鳴りつけた。

　悪魔はこれを敵意に満ちた行動と見なしたようで、襲いかかってきた。ハルヒロたちはなんとか逃げおおせたが、以後、悪魔の王国に近づくと、悪魔たちが集まってきて威嚇してくるようになった。実際に二回、攻撃もされて、撤退を余儀なくされた。あのときは死ぬかと思った。

　三さん亜あ人じんの領域とも呼ばれる谷穴からムリアンの巣穴に入って、悪魔の王国を抜けないと、その先には絶対に進めない。悪魔の王国の構造は複雑だ。いくら腕が立つパーティでも、いちいち悪魔を相手にしていたら抜けるのは難しい。ゆえに、悪魔とは良好な関係を保っておく。みんなそうしているし、ハルヒロたちもそのつもりだったのに、ランタのクソ馬ば鹿かのせいで悪魔に嫌われた。しかも、悪魔は記憶力がいいようで、ハルヒロたちのことを忘れてくれなかった。ほとぼりが冷めるのを待っていたら、いつになるかわからない。悪魔に機嫌を直してもらうために、ハルヒロたちは四苦八苦したのだ。

「あー、むかつくなあ、あいつら……やっちまうかあ？」

　ランタが変に陽気な口調で呟くと、悪魔が、

「あー、むかつくなあ、あいつら……やっちまうかあ？」

　と声真似をした。

「……筋金入り」とシホルが暗い声を出した。

「……筋金入り」と悪魔が声真似をする。

「おまえ、ほんと、いいかげんにしろよ……」ハルヒロはため息交じりに言った。

「おまえ、ほんと、いいかげんにしろよ……」悪魔はため息までちゃんと再現した。

「いやーでもこれは頭にくるだろ」ランタは、ハハハッ、と笑った。

「いやーでもこれは頭にくるだろ。ハハハッ」

「耳をふさいでいればいいでしょ」メリイの声は氷よりも冷たい。

「耳をふさいでいればいいでしょ」悪魔の声も負けていない。

「そもそも、しゃべらんかったらええやんかあ」

「そもそも、しゃべらんかったらええやんかあ」

「うっせーぞ、ちっぱい」

「うっせーぞ、ちっぱい」

「ちっぱいゆーな！」

「ちっぱいゆーな！」

「……頭おかしくなりそーだよな……」

「……頭おかしくなりそーだよな……」

「これくらいで頭おかしくなるとか、弱っちいなクザッキー！　うどの大木め！」

「これくらいで頭おかしくなるとか、弱っちいなクザッキー！　うどの大木め！」

「……頼むから、黙っててくれない？」

　ハルヒロはそう言ってから、悪魔の声真似を聞くまいとして耳をふさいだ。だめだ。

「……頼むから、黙っててくれない？」

　けっこう聞こえるんだよなあ、これが。悪魔の声は特殊なのか？　手で耳を覆ったくらいでは、どういうわけか、ほとんどさえぎることができない。クザクじゃないが、本当に頭がおかしくなってしまいそうだ。というか、ランタが口を開かなければ、みんなしゃべったりしない。ランタのせいだ。常にすべてランタが悪い。

　ハルヒロは正気を維持する努力をしつつ、悪魔の王国を歩いてゆく。建物の中から何かの光がもれているのでわりと明るいが、道は細くて曲がっていて見通しが悪いし、道だと思ったら道じゃなかったりもするし、行き止まりも多かったりするしで、油断するとすぐ迷う。地図を作成しようとしたこともあるが、断念せざるをえなかった。距離も方向もよくわからないので、図を描くのが難しすぎる。きっと、測量でもしないと無理だ。

　悪魔の王国を抜けるのに、少なく見積もっても四十分から四十五分はかかる。

　――四十五分は、もう歩いたと思う。

　少し前に石窟寺院的な建物は途切れて暗くなった。ハルヒロはランタンを出して闇やみを照らしていた。

「あれ……？」

　おかしい。

　ハルヒロは足を止めた。ランタンの明かりを周囲に巡らせる。

「鉱道、だよな？　ここ……」

「知るかよ」すかさずランタが唾つばを吐いた。「案内役はおまえだろ、パルピロ。オレらはおまえを信頼してついてきてやってんだからよ。おまえがオレらの信頼を裏切ってわけわかんねーとこにきちまったっつーんなら、大問題だぞ、大問題。責任問題だ！　さっさと腹でも切って詫わびろ、ボケッ」

「……道は合ってた……はずだけど」シホルはランタを無視して肯定してくれた。「あたしが間違ってなければ、だけど……」

　自信はそんなになさそうだ。

「んー」クザクは振り返った。「間違ってはねーと思うけどな。個人的には……」

　やっぱり、あまり自信がなさそうだ。

「てゆうかなあ」ユメはきょろきょろした。「ここ、鉱道ちゃうん？　鉱道って、こんなんやなかったっけかなあ？」

　ユメに至っては、もう何度も訪れている鉱道の様子を覚えていないようだ……。

「何か、違う……」メリイは首を傾かしげている。「……かも」

　自信はないみたいだ。

「違う」と、ハルヒロとしては断言するしかなかった。

　鉱道。

　正確には、グリンブル鉱道、という。

　由来は、この一帯に生息しているグリンブルという生き物だ。でかい鼠ねずみだが、岩のように硬い外皮と、背には甲羅まで有している。この甲羅に、金だの銀だの、ダイヤモンドだのをふくむ個体がたまにいて、当然これが高く売れる――のだが、乱獲されてだいぶ数が減っている――というのが通説だったのだが、どうもこのごろ回復傾向にあるらしい。

　――と、ハルヒロたちは考えている。

　この鉱道にきたのは、これで七回目だ。過去六回で、ダイヤモンドグリンブルは見かけていないが、金グリンブルを一度、銀グリンブルを四度、目撃した。どう考えても、絶滅寸前、というほどではない。まだ一匹も捕まえていないものの、銀の甲羅でもそうとうな値段がつくらしいし、狙ねらってみてもいいのではないか。

　ただ、金の甲羅でも銀の甲羅でも、入手に成功してノウハウを身につけたら、できるだけ甲羅を集めて一気に売却したほうがいい。稼げそうだ、ということになったら、たぶんいくつものパーティが鉱道に殺到する。そうなれば、ハルヒロたちごときの出る幕ではなくなるだろう。その前に一ひと儲もうけするのだ。

　以上がハルヒロたちの計画だった。

　で、金グリンブルか銀グリンブルをとっつかまえるべく、鉱道にやってきた。

　――はずだった。

　三日ぶり、か。

　いくらなんでも、連日グリンブル探しに明け暮れているわけにはいかない。あまり間隔を空けずに厳しめの戦闘をこなしていないと、実戦の勘が鈍ってしまう。

　前回、ここにきてから、三日。

「なかったよ。この前は」

　ハルヒロは岩壁だったはずの場所にランタンの明かりを向けた。

　光は闇に吸いこまれて、消え失うせる。

　けっこう深そうだ。

「……こんな、穴」

「だ、か、ら！」ランタが叫んだ。「間違ったんだろ！　ポロポルォ！　おまえが、道順をよぉっ！　ここは鉱道じゃねーんだって！　だいたい、鉱道っつったって、ごくフツーの迷路みたくなってる洞どう窟くつ風のあれなんだからよ！　ありふれてんだよ！　ここは似てるだけの別の場所！　そういうことだろうが！　常識的に考えて！」

「や、でも……」

　道順は間違っていない――と思う。自信はある……が、じゃあ、どうしてここに、あるはずのない穴が？

　幅は三メートルくらい。高さも二メートル以上ある。見逃すことはありえない。通りかかれば必ず気づく。大きな、円い穴だ。

　ハルヒロは左右を見る。何しろ鉱道は、ランタの言うとおりどうということもない天然の洞窟みたいな場所だ。際だった特徴があるわけでも、一目でそれとわかる目印があるわけでもない。だから断言はできないが、この穴の存在をのぞけば、やはり以前と変わらない――ような。

「誰だれかがなあ」ユメがふわっと言った。「あけたんちゃうかなあ。この穴」

「あけるかっ！」ランタは地面を蹴けった。「誰が穴なんかあけんだよ！　このワンダーホールに！　そんな暇人いるかよ！　少しは考えてしゃべれ！」

「そおゆうけどなあ、ワンダーホールやって、でっかい穴やんかあ！」

「ん……？」ランタは腕組みをして首を曲げた。「言われてみりゃあ、そうか……？」

「……人間、ではないかもしれないけど」シホルが内緒話をするような声で言った。「いろんな生き物が、掘ったりとかはしてるかも……」

「へー」クザクが穴の中をのぞきこんだ。「真っ暗だな。何かいるんすかね」

「ちょっと」とメリイがクザクの腕を引っぱった。「……危ないから」

　見せつけてくれますね。

　――と思ったとか、思わなかったとか。

　いや、思ってないけどね？　たいした、あれだし。仲間に対する注意勧告レベルの行為ではあるし？　ある……かな？　ところが、ハルヒロが小さく咳せき払ばらいをすると、メリイがはっとしたように振り向いて、クザクの腕をつかんでいた手を離した。あれ？　あれあれあれ？　どうしてそんなに気まずそうな感じでぱっとクザクから距離をとったりするんでしょうか？　もしかして、本当に気まずかった？　邪魔しちゃった？　かえって、ごめんね？　そういうつもりはなかったんだけど。

　ハルヒロはため息をついた。

　やめよう、と思った。

　なんか、嫉しつ妬としてるみたいだし。そういうわけじゃないし。たしかに、メリイのことは気になっていた。そういう時期もあった。まあでも、明らかに高たか嶺ねの花だしね？　好きか嫌いかでいえば好きだけど。もしメリイにつきあってとか言われたら、そりゃあもちろん答えはイエスだけど、みたいな。その程度だ。

　いっそ、いやあじつはつきあってるんすよ――と、明言しちゃってくれないかな、とは思わなくもない。そうしてくれたほうが、すっきりする。

　というか、他ほかの皆は気にならないのだろうか。だいたいわかるよね？　メリイとクザクがあやしいっていうのは。一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃない？　それともみんな、わりとそういうのはどうでもよかったりする？　ハルヒロが気にしすぎなのだろうか？

　サカってるのかなあ――と、自じ嘲ちよう半分に、そんなことをハルヒロは考えた。盛さかっている。発情しているというと、露骨すぎるだろうか。ちょっと違うような気もする。何だろう。恋愛したい？　いや、彼女が欲しい？　ああ、それかも。

　彼女、欲しい。

　――できるわけ、ないけど。

「鉱道だよ。ここは」

　ハルヒロは仲間たちを見まわした。ランタは蹴りたい。でも、今はこのパーティが何よりも大切だ。

「だけど、穴ができた。なんでかわからないけど。どうするか、だよな」

　彼女欲しいとか言っている場合じゃない。モグゾーのことを思うと、なんとなく、まだ早いんじゃないか、というふうにも感じられる。出会いもないし、相手がいない。だいたい、くだらないことに心を奪われて、ポカでもしたら大おお事ごとだ。気を引き締めろ。

「ひょっとしたら、発見かもしれない」

　ハルヒロがそう言うと、仲間たちが、とりわけランタが色めき立った。

　発見。

　もともと、ワンダーホールも発見されたのだ。そして探索が進められ、ワンダーホール内での発見は、今もつづいている。

　たとえば、ハルヒロたちも一応、所属している暁連DAY BR隊EAKERSのソウマらは、旧イシュマル王国や旧ナナンカ王国へと通じる経路を求めて、人跡未踏の地にどんどん入りこんでいるようだ。彼らは未知の場所、未知の生物を、日々発見しているだろう。

　基本的には、ソウマのパーティのように奥へ奥へと突き進む者たちが、発見の栄誉を手にすることになる。

　ただし、ワンダーホールは広大無辺だ。谷穴やムリアンの巣穴、悪魔の王国だって完全に探索し尽くされているわけではないという。それに、天変地異や、そこに生息している生き物たちの手によって、ワンダーホールはときに変化する。その変化がどこに現れるかは予想できない。

　つまり、何かを発見するチャンスは、ハルヒロたちにもある。

　この穴が発見かもしれない。

　穴の向こうに、まだ誰も知らない世界が広がっているかもしれないのだ。

「……どうするっておまえ――」ランタは舌した舐なめずりをした。「言うまでもねーだろ。そんなの決まってんだろうが」

「……悪い、予感が……」シホルが杖つえにしがみつくように縮こまらせた身体からだをぶるるっと震わせた。

「オレのせいか!?　オレのせいなのか隠れタレチチこらぁっ!?」

「だから、垂れてないってば……！」

「それを証明してみせろっつってんだろ！」

「おー……？」

「へ？」

　ハルヒロは眉まゆをひそめた。今の「おー……？」は誰の声だろう。男の声だった。でも、ランタじゃない。クザクでもない。

　ハルヒロは振り返った。明かりが見える。ランタンか何かの照明器具のようだ。

　悪魔の王国方面から、誰かがこっちに向かってくる。一人じゃない。人数は定かではないが、パーティだ。

「あっ！」と別の男の声がした。

「えっ」ハルヒロはびくっとした。今度は聞き覚えのある声だったのだ。

　正体不明のパーティから一人、飛びだして駆けてくる。

「おーいおーい！　ハルっち！　ハルっちじゃーん！　グーキーグーキー！　あっ、これはちょっちわかりづらい系!?　だったりするぅー!?　奇遇奇遇！　奇遇じゃーんこんなとこで会うなんてさー！　俺、俺、俺ちゃんだよーん！　キッカワだーい！　イエーイ、イエーイ！　偶然の出会いにパイカーンッ！　なんつてっ！」
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　ハルヒロは十一人の男女と一緒に、たぶん突如としてグリムガルに現れた。

　ランタ、シホル、ユメ、今は亡きマナト、モグゾー。それから、レンジ、ロン、サッサ、アダチとチビちゃん。

　それから、キッカワ。

「いっやーマジジママジで！　グーキーグーキーラッキング！　だよねー!?　こぉーんなプレイスでさー、プライスレスじゃね、マジで!?　俺ちゃん、リビックーだよ！　クリッビーッ！　ワーオ！　ファンタースティーック！　イエーイ！」

　異常なほど調子のいい、ポジティブにも程があって、テンションが高すぎる、社交性に富みすぎていて、顔が広い、軽薄という言葉の体現者のような、チャラい男。

　レンジは素早くロン、サッサ、アダチとチビちゃんを配下に収めてチーム・レンジを結成し、今や義勇兵なら知らない者はまずいない、押しも押されもしない、れっきとした実力者になりあがってしまった。

　ハルヒロたちは、あぶれ者同士でなんとなくパーティを組んで、今に至る。

　キッカワは一人、どういう経緯かはわからないが――説明してもらったことはあるのだが、聞いてもやっぱりよくわからなかった――先輩義勇兵のパーティに加わった。

　以来、おもしろおかしく、やたらと楽しそうに、義勇兵ライフを満喫している。

「えー？　で、何、何？　おーおーランタ元気？　シホルっちは相変わらずアレだねー、アレだよねー、ウフフッ、いやアレって何って話だけど、ユメ！　ユメェー！　イエェェェェーイ！　元気ー!?　メリイ！　メリイちゃーん！　いっやー今日はまた一段と美人だなー、なんてね！　まあホントのことなんだけど！　クザクだっけ！　でっかいねー、キミはマジジママジで！　で？　何、何、何？　ここで何してんの？　遊んでる系？　いや、遊ばないってね！　ワンダーホールで！　おまえは遊び人か！　うははははは！」

「うるさいデスヨー！」と、金髪碧へき眼がんの小柄な女の子がキッカワの顔面に手をかけて押しのけようとした。「うるさいんデスヨー、キッカワはー！　しゃべりすぎデスヨー！」

「いでで、いででででっ、ちょっ、アンナさん、やめてっ、顔はやめてっ、大事だから顔はっ、命だからっ、俺ちゃんのっ」

「タイシタ顔じゃないデスヨー！　フツーデスヨー！　シイタケに似てるデショー!?　下の下デスヨネー!?」

　アンナさんにいきなり話を振られて、ハルヒロは、いや、あの……と答えを濁したが、ランタは腹を抱えて笑った。

「ぎゃはははは！　シイタケ！　シイタケかよ！　まあフツーだよな、キッカワ！　おまえの顔はな！　下の下ってことはねーと思うけどよ！　まあ中の下くらいだろ！」

「ヘイ、ブルシット！」いきなりアンナさんがランタに向かって中指を立てた。「ウチのキッカワに何インネンつけてまんねん!?　キルユー！　ファ●キュー！」

「……いや、おまえが言ったんじゃねーかよ……」

「シャラップ！　アンナさんが言うオーケー！　オマエ言うノォー！　わかれそんくらい、このイボ痔じケツニンゲン！」

「イヤハハッ。まいったなぁー」キッカワはなぜか照れまくっている。「俺ちゃんへのアンナさんの愛、ヘビー級でさあ。とんだＫＯショーだよねー。ハハハごぉっ……!?」

「アンポンターン！」アンナさんはキッカワの顔面に右ストレートをぶちこんで、本当にＫＯしてしまった。「愛はそこにはナーイ！　焦土のようデスネー!?　アンナさん、ナットラブ、バットライクデスヨー！　勘違いするナイデショー!?」

　シホル、ユメ、メリイ、クザク――そしてもちろんハルヒロも、ランタさえ、アンナさんの勢いに圧倒されている。

　ちなみに、アンナさんは青いラインが入った白い神官服を着ている。信じられないが、これで神官なのだ。

　しかも、前に聞いたところによると、元魔法使いらしい。

　意味がわからない。

「それはそうと――」と、やけに爽さわやかなイケメンが進みでてきた。

　イケメンは六ろく芒ぼうが刻まれた鎧よろいを着ている。クザクと同じ聖騎士だ。笑うと白い歯がのぞく。キラリンッと光る。なんというかもうイケメン感二百パーセントのイケメンで、見ればわかるとおり、彼こそキッカワが参加しているパーティのリーダーだ。

「こんなところで何してたんだ、ハルカワ？」

「……や、あの、おれ、ハルヒロです、トキムネさん。たしか、前にも二回くらい、訂正したと思うんですけど」

「ああ、ごめんごめん。キッカワの友だちだから、なんかこう、カワ繋つながりみたいな？」

「勝手に繋げないでくれると嬉うれしいかなあ、とか……」

「オーライ」トキムネは親指を立てて、片目をつぶってみせた。「ハルヒロ。覚えた。もう間違ったりしない。誓うよ」

「……そっすか」

　前の二回も同じポーズで同じこと言ってましたよ。――とは言わないでおいた。こういう人なのだろう。何しろ、あのキッカワをパーティに入れて、うまくやっているくらいだから、普通なわけがない。アンナさんもかなり個性的だし。まあ、他ほかの面々も、たいがいすごいのだが。

　とはいえ、まともそうに見える者も、いないわけじゃない。

「何っていうかな」

　そう言って眼鏡をくいっと押しあげた彼は、まともそうに見えるし、神官服も似合っている。ごつい戦せん鎚ついを持っているあたりから若干不穏な気配が漂っていなくもないが、彼とそのへんですれ違って「あ、やばそうだなこの人」と思う者は少ないだろう。

「鉱道なんだから、グリンブル狙いだろ。どう考えても」

「クッ……」と喉のどを鳴らした背の高い男は、あからさまにやばい。

　まず、ポニーテールだ。それから、左目に眼帯をしている。あと、オッサンだ。三十代、まあ三十半ばか後半くらいに見えるのに、そこまで年はいっていないらしい。矢筒と弓を背に負っていて、片刃の剣を二本、腰に吊つっている。ぴったりした革のツナギを着ていて、どうもなんだかこう――変態っぽい。

「俺たちと、同じ……というわけか。クッ……」

　眼鏡の人はタダ。

　眼帯の人はイヌイ。

　トキムネのパーティにはもう一人いる。

　その最後の一人は、イヌイに負けないくらい上背がある。魔法使いの帽子のぶんを入れると、イヌイよりも背が高いかもしれない。そんなに厚くはないだろう魔法使いのローブをまとっているが、着ぶくれしているみたいなふうに見える。

　でかい。

　もちろん、百九十センチ以上あるクザクほどではない。それでも、彼女はでかい。女性なのに、という言い方はよくないかもしれない。でも、一度見たら決して忘れられないほど、彼女は大きい。

　とても背が高いわりに、魔法使いの帽子からこぼれているこんもりしたロングヘアーに囲まれた彼女の顔は、ちょこんとしていてけっこうかわいらしい。百六十センチ以下の女の子に似合いそうな顔立ちだ。

　名前は――何といったか。容姿は完かん璧ぺきに記憶しているのだが、ちょっと覚えていない。

　巨きよ女じよ、と渾あだ名なされていることは知っている。

　その巨女さんは、顔には合っているが身長には似つかわしくない小動物系の瞳ひとみで、どういうわけかハルヒロをじっと見つめていた。

　いや、違うか。

　きっとハルヒロの後ろだ。

　巨女さんは例の穴に視線を注いでいるのに違いない。

　ハルヒロはランタを見た。

（……どうしよ？）

　目配せして相談してみる。

　ランタは一応、理解はしたようだ。

「えっ、えんっ」と変な咳せき払ばらいをしながら、ランタはさりげなく穴の真ん前に移動した。

　――いや、ぜんぜんさりげなくないけど。

　むしろ、ランタのせいで、トキムネたちの注目が穴に集中してしまったといっても過言ではないくらいだ。ランタもそれは感じているらしい。

「……こ、これはそのぉー……見なかったことに？」

「うん」トキムネはうなずいて、ニカッと笑った。「無理だ！」

「この間きたときは、なかったよな」眼鏡のタダが顎あごをさわりながら首をひねった。

「てーことは？　つーことはぁ？」キッカワは穴めがけてダッシュした。「ひょっとしたらひょっとしちゃうぅー？　さぁーかぁーまぁー!?　まぁーさぁーかぁーのぉー!?　俺ちゃんたち、発見!?　したりしちゃったりして!?」

「ま、待て！」ランタがキッカワの前に立ちふさがった。「先にきたのは、オレらなんだからな！　発見したのもオレらだ！」

「いやいやいやーん」キッカワはランタにべたべたした。「そぉーんなぁー。カタいこと言いっこなっしーだよランタ、俺ちゃんとおまえの仲じゃーん。俺ちゃんのものは俺ちゃんのもの、ランタのものは俺ちゃんのもの。だろ？」

「なぁーにが、だろ？　だっ！」ランタはキッカワを振り払った。「んなわけあるか、ボケェッ！　何もかもぜんぶこのランタ様のものに決まってんだろ！」

「クッ……」眼帯のイヌイが剣の柄に手をかけた。「あまり欲をかくと、身を滅ぼすことになるぞ……？」

「や、や、や、やろうってのか!?　やるっつーなら、う、受けて立つぞコラァッ！」

「……やるなら、一人でやってね」とシホルが突き放すように言った。

「お、おいぃぃぃぃぃ!?」ランタはハルヒロたちを見まわした。

　ハルヒロをふくめて全員、申しあわせたみたいにそっぽを向いた。

「カカカッ」とアンナさんが胸を張って高笑いした。

　なお、アンナさんは百五十五センチくらいしかないと思われるが、胸は大きい。

「バカランタ！　人望ないデスネー！　見たまんまデスヨネー！」

「うっせえ！　このそばかすチビ巨乳が！　揉もむぞてめえ！」

「揉めるモンなら揉んでみるデスヨー！　その前にアンナさんの手下たちが、オマエを惨殺するデスからネー！　あと、そばかすのことは言うナイ、デス！　気にしてんデスヨ、アホ！　逆立ちして自分のチ●ポでもしゃぶってろアスホール！　バカバカバーカ！　バカランタ！　アァァァァー許せネー！　天にカワってお仕置きするデスヨー！」

「……おい」ハルヒロは顎をしゃくってみせた。「謝れよ、ランタ。アンナさん、ちょっと泣いてるだろ」

「な、なんでオレが謝らなきゃなんねーんだよ！　じょ、冗談じゃ――」

「んー……」トキムネがアンナさんの頭を、よしよし、と撫なでながら、爽やかな笑顔のまま剣を抜いた。「じゃあ、天に代わってお仕置きでもすっかなー。俺らさ、アンナさんを傷つけるやつは許してやらないことにしてんだよね。アンナさん、俺らの大事なマスコットだからさ」

「ごっ」ランタは光の速さで土下座した。「ごめんなさいっ!?　もう二度とそばかすには言及しないので許してくれ!?　ください!?」

「速っ……」と、巨女さんが目を瞠みはって呟つぶやいた。

「このウスラボケカボチャ！」アンナさんはランタの後頭部を踏みつけた。「謝るくらいだったら最初から言うんじゃねーデスヨ！　これに懲りたら、今日からアンナさんの奴隷になりなサーイ！　ありがたく思えマ●ーフ●ッカー！」

「……ぐ、ぐ、ぐ、ぐ……」ランタは頭を踏まれても、なんとか我慢している。

　まあ、我慢したほうがいいだろう。我慢しないと、洒落しやれにならない。

　義勇兵団一のお笑いパーティ。

　それがトキムネ率いるトッキーズへの一般的な評価だ。

　もっとも、義勇兵歴はハルヒロたちよりずっと長い。長くやっているということは、長くやれているということだ。しかも、トッキーズは堅実なタイプじゃない。平気で危険を冒すパーティだ。それでも長くやれている。単なるお笑い個性派集団ではないのだ。

　ハルヒロとしては、トッキーズと事を構える気は毛頭ない。キッカワとは同期だし、メリイを紹介してもらった恩もある。仲よくやれれば、それに越したことはない。

　問題は、トキムネにそのつもりがあるのかどうかだ。

「あの、トキムネさん」

「何？　ハルヒカワ」

「……ハルヒロっす」

「ああ、悪い。んで？　何？」トキムネは剣を鞘さやに収めた。「やる？　一緒に。俺ら的にはそれでもオッケーだけど」

　爽やか笑顔が今は不気味に感じられる。――やる。一緒に。

　それしかない……のだろう。

　状況からいけば、先輩のトッキーズがハルヒロたちを無視するなり押しのけるなりして、発見を独占しようとしてもおかしくはない。自分たちはそこまではしない、この発見を共有しよう、とトキムネは提案している。先に穴を見つけたのはこっちなんだから――という思いはハルヒロにもないわけじゃないが、それほど悪い話ではない。

　発見しただけで満足するなら別だ。でもどうせなら、探索を進めたい。ほとんどの義勇兵はハルヒロたちより経験も実績も上だが、この先に入りこんだ者は誰だれもいないかもしれないのだ。自分たちの足跡を、残せるものなら残したい。

　さりとて、穴の向こうに何があるか、何がいるのか、まったくわからない。もしかしたら、ものすごくやばいものが待ち構えているかもしれないわけだから、リスクはある。

　トキムネたちが一緒なら心強い。

　信頼できるとしたら、だが。

「条件っていうか……」ハルヒロはトキムネの表情をうかがいながら言った。

　トキムネは白い歯をのぞかせて爽さわやかに笑っている。単純で裏表がないのか、何か企たくらんでいるのか。つかめないな、この人。

「とりあえず当面は、口外無用ってことで、どうですか」

「いいよ」トキムネはあっさり親指を立ててみせた。「俺とハルヒロカワが話しあってゴー出すタイミングまで、ここのことはこの十二人の秘密ってことにしよう。ま、封鎖とかはできないし、バレちゃったらしょうがないけどね」

「……まあ、そうですね。最近はおれたち以外、鉱道にくる人はいなかったっぽいですけど、トキムネさんたちはきたわけだし。それから、おれ、ハルヒロカワじゃなくて、ハルヒロです」

「ハルヒロかあ。悪い、悪い。んー。あれだよなあ。たまたまなんだよな。誰だっけ。言いだしたの」

「あたし」と、巨女さんが挙手した。

「そっかあ。ミモリだったかあ」トキムネは意味不明なほどにこにこしている。「ミモリ、なんでだっけ？　鉱道きたの」

「グリンブル好きだから」ミモリという名らしい巨女さんは無表情で淡々と言った。「あれ、かわいい」

「そっかそっかあ。そうだったな。そういえばミモリ、つかまえて飼いたいとか言ってたよな、たしか」

　ミモリは、こくん、と頭を縦に振った。――うん。

　巨女さんもやっぱり変人だ。

「ともかーく」トキムネはハルヒロに向かって右手を差しだした。「よろしく、ハルヒロ。がんばろうぜ」

　やっと名前を覚えてくれたようだ。

　ハルヒロはちらっと仲間たちを見た。不満そうな者はいない。ランタはアンナさんに踏まれているし。

「よろしく」ハルヒロはトキムネの手を握った。「……お手柔らかに」

「えっへへへー」トキムネは手を上下にぶんぶん振った。「それは難しいかもな？」
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　穴の幅は三メートルほどあるので、二列になって進むことにした。

　トッキーズは聖騎士トキムネが先頭で、戦士のキッカワ、元魔法使いの神官アンナさん、元戦士の神官眼鏡のタダ、やはり元戦士だという巨女さん魔法使いのミモリ、盗賊から戦士を経て狩人かりゆうどに鞍くら替がえしたらしい眼帯イヌイとつづく。

　ハルヒロたちは、先頭がハルヒロ、盾役タンクのクザク、ランタ、シホル、メリイ、ユメの順に並んだ。

　ハルヒロ、トキムネ、シホル、イヌイ、ユメがそれぞれランタンを持って、前のほう、中ほど、後ろで、必要最低限の明るさを確保する。

「んじゃあ、さっさと行くか」

　フォーメーションが決まると、トキムネは穴の中にずんずん進んでいった。

「ちょ、ちょ、ちょっ、トキムネさん、そんな……」

　ハルヒロは慌てて追いかけた。どうやら本当に手加減するつもりはないようだ。

　穴はまっすぐのびている。今のところはまあ、ただの穴だ。生き物の気配らしきものは感じない。何もいないようだ。

　そのまま十五メートルか二十メートルくらい進んだだろうか。突き当たった。

「おっ」トキムネは正面の岩壁を足の裏で押すように軽く蹴けった。「分かれ道だな」

「……ですね」ハルヒロはランタンを左右に動かした。「右と左、か」

「ハルヒロはどっちがいい？」

「はい？」

「右と左」

「え？　二手に分かれるんです？」

「え？　分かれないの？　せっかく分かれ道なのに？」

「えーと……」

　わからない。

　ハルヒロは眠いわけでもないのに目をこすった。この人の思考形式というか思考形態というか、そういったものがわからない。ついていけない。せっかく二つのパーティが行動をともにしているわけだから、分かれないほうがよくない？　みんなでひとかたまりになっていたほうが絶対、安全なはずだし。

「左だな！」とランタが叫んだ。「このオレにふさわしいのは左！　間違いねえ！」

　わからない。

　どうしてランタには左がふさわしいのか。ハルヒロにはさっぱりわからない。べつにわかりたくもない。

「よっし」トキムネは親指を立ててみせた。「んじゃ、俺らは右に行くわ」

　言うが早いか、トキムネ以下トッキーズは颯さつ爽そうと右のほうへ歩いてゆく。約一名、鼻歌をうたってる者までいた。たぶん、眼鏡のタダだ。ああ、まともそうに見えて、やっぱりあの人も変なのか。元戦士の神官という経歴も、若干変だし……。

「オレらも行こうぜ！」

　ランタは元気だ。正確に言うと、ランタだけは元気だ。

　ハルヒロはため息をついた。これは一日のため息回数の最高記録を更新しそうだ。いや、数えたことないけど。そんなことを思った。

「……おれらは慎重に進むから」

「賛成」とクザクが言ってくれた。

「反対！　反対！　反対じゃあ！」ランタ、うるさい。

「ゆっくりでいいと思うやんかあ。なあ、シホル？　メリイちゃん？」

「……うん」

「そうね」

「賛成多数ってことで」ハルヒロは今度は気をとりなおすためにため息をついた。「ランタはしばらく黙っとけ」

「いやだ。死んでも黙るかよ、カスッ」

「あっそ……」

　かまわず、ハルヒロは忍び歩きスニーキングで左の道を進んだ。光源はランタンだけ。ここまで暗いと、目より耳のほうが頼りになる。ランタもさすがにそれくらいのことはわかっているようで、口を開かない。

　幅は三メートルくらいで、変わっていない。高さも二メートル以上。同じくらいだ。

　足場は、滑らかというほどではないが、でこぼこしていて歩きづらいというほどでもない。壁も似たような感じだ。

　自然にできた穴じゃない。明らかに、何ものかが掘削して、この穴をあけた。

　ということは、この奥に何かがいるはずだ。

　道はゆるやかに右へカーブしている。

「わっ！」と、突然、ランタの馬ば鹿かが声を出した。

「ひっ……」「ふにゃあ!?」「ぃっ……」

　女性がそれぞれ悲鳴をあげると、ランタは馬鹿だけに馬鹿笑いした。

「ぐおっひぇっひぇっひぇっ。ビビってんじゃねーよ、チキン女ども！」

「も、もお！」ユメは涙声になっている。「めっちゃびっくりしたやんかあ！　アホ！　アホランタ！」

「……死ねばいいのに」とシホルが怖い声で呟いた。

「光よ、ルミアリスの加護のもとに……」メリイは六ろく芒ぼうを示す仕し種ぐさをした。「あの馬鹿に呪のろいを」

「効くか！　そんなもん！　まぁーったく平気だもんねぇーっ！　いひひひひっ」

「……尊敬するわ。ある意味」クザクは少しだけ笑った。

「ていうかさ……」ハルヒロはため息をついた。「ランタおまえ、ゾディアックん呼びだせよ。おまえはこういうのに役に立たないっていうか、むしろ害悪だけど、ゾディアックんだったらなんかいたら教えてくれたりするだろ。……気が向いたら、だけど」

「なんで偉そうに上から目線なんだよ。お願いしろ。ゾディアックん呼びだしてくださいランタ様お願いしますって。頭下げて言ってみろ」

「ゾディアックんいたら、おまえ、いらないもんな。そりゃ呼びだしたくないよな。おまえの存在意義とか存在理由とか皆無になっちゃうもんな」

「んなことあるかっ。よーし。そこまで言うんだったら呼びだしてやろうじゃねーか。言っとくけどな。ゾディアックんはあくまでオレの分身で、オレの言うことしか聞かねーんだからな。ゾディアックんに働いてもらいてーんだったら、せいぜいオレに従えよ。いいか、畜生ども。――暗黒よ、悪徳の主しゆよ、暗黒招来デイモンコール！」

　ランタの前に、黒っぽい紫色の雲みたいなものが現れた。雲は渦を巻いて、ある形をなしてゆく。

　それは紫色のシーツを引ひっ被かぶった人間のような姿をしている。穴ぼこみたいな目が二つ。その下に裂け目のような口があって、右手には包丁みたいなもの、左手には棍こん棒ぼうみたいなものを持っている。

　暗黒騎士ランタの使い魔、悪霊デイモンのゾディアックんは、前のほうがずっとかわいかった。前はもっと、トッキーズのアンナさんではないが、マスコットっぽかったのだ。ランタが悪徳ヴアイスを積んだことにより、ゾディアックんは変化した。今はシルエットがだいぶ人間寄りだし、浮いているくせに無駄に脚があって、その造形がまた、太ふと股ももから膝ひざ、ふくらはぎ、足首から足と、妙に生々しかったりもする。

　はっきり言って、きもかわいいというか、単にきもい。

（……きひ……きひひひ……呼ぶなビチグソランタ……千年悶もだえたあげく死ね……）

「初しよっ端ぱなからそれかぁーいっ！」

　ただ、ゾディアックんは見た目こそ変わっても、快調にランタをけなしたり罵ののしったりしてくれるので、ハルヒロたちにしてみると痛快だ。

「また頼むよ、ゾディアックん」

　ハルヒロが声をかけると、ゾディアックんは肩のあたりをぴくっとさせただけで、返事はしなかった。暗黒騎士以外とは口をきかない方針らしい。

「うははは」ランタがこれ見よがしに笑った。「無視シカトされやがった。ざまあ！」

（……いひひ……いひ……ハルヒロ……）

「えっ」

　初めて名前を呼ばれたので、びっくりした。見れば、ゾディアックんがハルヒロのほうに身体からだを向けている。

（……おまえはイキロ……くひ……くひひひひひ……ランタはシネ……くひひひひ……）

「がうーんっ」

　ランタが奇声を発して倒れた。さすがにだいぶショックだったようだ。

「ゾディアックん、えらいこやあ！」ユメがゾディアックんに駆けよってなでなでした。

（……きひ……きひひひひ……きひ……きひひひ……）

　ゾディアックんはユメから顔を背けようとしているが、どう見ても喜んでいる。

「……く、く、くっそ……！」ランタは倒れたまま歯は噛がみした。「ゾディアックんはオレだけのゾディアックんのはずじゃねーか……！　そんなゾディアックん、ゾディアックんじゃねえ……！」

（……いひひ……ランタ……）

「……何だよ、ゾディアックん……今さら！　言い訳なんか聞きたくねーぞ！」

（……見ろ……きひひ……この人気……おまえとは……きひひひ……格が違うのだ……）

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……!?」

　やるな、ゾディアックん。

　あるいは、ランタに精神的なダメージを的確に与えられるのは、ゾディアックんくらいかもしれない。

　そのゾディアックんのおかげで、ハルヒロは少し気が楽になった。あれで、身を挺ていしてランタを守ったりすることもある。危険を察知するとランタに耳打ちする精度は、積み上げた悪徳ヴアイスの量だけ高くなっているようだ。とはいえやっぱり気まぐれではあるみたいだが、あてにしすぎなければけっこう助かる。

　道はずっと右にカーブしつづけている。傾斜はない。幅も高さも変わらない。何の気配もしない。

　――いや。

　前方に、何か見える。

　ハルヒロは息をのんだ。

「……光？」

「なんかいるんすかね」クザクが剣の柄に手をかけた。

「……せんとー準備？」ユメが囁ささやいた。

　ふう、とメリイが息を吐く音が聞こえた。たぶんメリイは左手首に浮きあがっている六芒を確認したはずだ。光の護法プロテクシヨンはまだ切れていない。

「きたかあ？　きたかきたかあ？」ランタが舌した舐なめずりをした。「ついにとうとうきちまったかあ？　どんな相手だ……？」

（……きひひひ……その相手に……ランタ……おまえは殺される……きひひひひ……）

「いや、ゾディアックん、オレが死んだらおまえも消えちまうんだからな……？」

「でも……あれって……」シホルは気づいたようだ。

　そう。

　ハルヒロは声をかけた。

「トキムネさん！」

「おー」

　すぐに返事があった。

　光はランタンの明かりだったのだ。

　進んでゆくと、トッキーズが雁がん首くびをそろえてハルヒロたちを待っていた。つまり、こういうことだ。

　最初の穴から入ると、突き当たりで道は左右に分かれていた。その道はここで交わる円を描いていたのだ。

　ただし、拍子抜けするのは早い。

　先がある。

「右でも左でも同じだったってことだな」とタダが眼鏡をキラッと光らせて言った。

　まあ、ランタンの明かりを反射して、光ったように見えただけだが。

「こうなってるデスネー」アンナさんが誇らしげに帳面を開いて見せびらかした。

　何か落書きしてある。歪ゆがんだ丸のようなものの、上と下から曲がった短い線がぴょっと出ているような――、

「えっと……」ハルヒロはおそるおそるアンナさんの目を見た。「これは……？」

「地図デスヨー！　地図にしか見えないデショー!?　てゆーかオマエたち、地図描かないデスカー!?　トーヘンボク！」

「俺ちゃんたちが入ってきたのはここで――」キッカワはまず下の曲がった短い線を指して、それから上の曲がった線と丸のようなものが交わっている点を示した。「今はここにいるわけだね！　さっすがアンナさん、パーフェクトなマップだよー！」

「どこがだよ……」ランタがげっそりした顔で言った。

　今回ばかりはハルヒロもランタに同意せざるをえない――が、もちろん黙っていた。

「バカランタはバカだから地図も読めないデスヨー。バーカバーカ」

「心眼だ……」イヌイが眼帯の位置を直しながら薄笑いを浮かべた。「アンナさんの地図は心の眼めで見るのさ……クッ……」

　――や、わけわかんねーよ。ていうか、あんたもアンナさんってさん付けかよ……。

　言いたいことは山ほどある。でも、言わない。言えばもっとわけがわからないことになるに違いないからだ。慣れるしかない、とハルヒロは思った。慣れるのか……？

「とりあえず行こうぜ？」トキムネが片目をつぶって、親指で先を示した。

「あ、はい、そうっすね……」

　さっさとついていかないと、置いていかれる。もう置いていかれてもいいんじゃないかという気もするが、いやいやいや、探索は始まったばかりだ。だいたい、興味深いものはまだ何も見つけていない。

　最初と同じように二列になって進むと、道が傾いていることにハルヒロは気づいた。なだらかな下り勾こう配ばいだ。

「下ってます、ね……？」

「だなあ」トキムネは楽しそうだ。「いい感じ。そろそろ何かありそうだな」

　そうだといい。危ないことでなければ。

　傾斜は次第にきつくなって、道は急角度で左に折れた。その先は左にゆったりと曲がっている。依然として下り坂だ。

「アンナさん」と、眼鏡のタダが唐突に言った。「おしっこ大丈夫か？」

「だだだだだだ大丈夫に決まってるデショー！　もうオモラシとかしないデスヨー!?」

「……したことあるんだ」クザクがぼそっと呟つぶやいた。

「リ、リロビッ、ちょっとだけデスヨー！　一回だけなんですカラネー!?」

「げへへへっ」ランタが下卑た笑い声を立てた。「しょんべんもらすとか、ガキかよ！」

「天パくーん」トキムネがへらへらしながら振り向かずに言った。「俺らのアンナさん、傷つけるなって言わなかったっけ？」

「ご、ごめんなさい！　気をつけます！　もういたしません！」

（……きひ……むしろ……八つ裂きにされてしまえ……ランタ……きひひひひひ……）

「なんか、あれやんなあ」ユメがくすくす笑った。「ランタ、しばらくトッキーズで教育してもらったらいいのかもなあ。そしたらおとなしくなるんちゃうん？」

「……しばらくと言わず、ずっとでも」シホルは、ふっ、と嘲あざ笑わらった。

「ね」とメリイが冷たく同意を示した。

「いっやぁー」キッカワはなぜか指を鳴らした。「そっれはどうだろ？　俺ちゃんたちとしてはいらない系？　いやいやランタはあれだよ？　おもしろいやつだと思ってんよ？　けどねえ。どうだろ？　たまに会う友だちくらいの距離感が一番よくね系？」

「いらない」と、巨きよ女じよさんのミモリがばっさり切り捨てた。

「うっせっ！　おまえらなんかなあ！　こっちから願い下げだあ……！」

（……いひ……いひひ……気を落とすな……いひひひ……ランタ……）

「ゾ、ゾディアックん、おまえ……慰めてくれんのかよ……？」

（……そもそも……きひ……全世界に嫌われている……この程度で、気を落とすな……）

「そっちのほう!?」

　あーうっせーなー。

　――と思いながらも、ハルヒロは警戒を怠っていない……つもりではいる。どうしても、こんなのでいいのかよ、という気持ちがわきあがってきて、集中力を維持するのが難しい。知らないからな？　大変なことになっても……。

　やがてまた分かれ道に出くわした。まっすぐと、右だ。また別行動か――と思いきや、トキムネは違うことを言いだした。

「まずは、まっすぐ行ってみるか。全員で」

「……え。はい。じゃあ、そうします？」

「うん。そのほうがいいような気がするよ」

「えっと……何か根拠とか？」

「根拠？　んー」トキムネは白い歯を見せた。「勘かなあ？」

　――マジっすか。

　どうなんだよ、それ。適当だな。ああ愚痴りたい。でも、トッキーズの面々はトキムネの判断を信じているようで、途端にしゃんとした。トキムネの勘は当たる、ということなのか。だとしたら、ハルヒロも信用するべきなのかもしれない。

　まっすぐ進むと、横長の部屋に出た。部屋といっても、道より広いので部屋っぽく感じるというだけの空間なのだが――いや、それだけではないか。

「きたな、ハルヒロ」トキムネが嬉うれしそうにハルヒロの背中を叩たたいた。「これだよ、これ。こういうのがなくっちゃな」

「……なん――なんですかね、あれ」

　壁や、壁際の地面に、岩じゃない、何かよくわからない謎なぞの物体が、あれは――へばりついている……のだろうか？　数は多い。数える気にならないような数だ。大きさは三十センチくらい？　もっと大きいか。五十センチ、それ以上あるかもしれない。丸い形をしていて、ぼんやりと光っている。青とか、緑とか、黄色とか、さまざまな色の淡い光が、明滅しているようだ。まるで脈打つように。

「……あれだな」ランタが、らしくもなく声をひそめて言った。「なんかこう……生きてるみてーだよな。なんとなく……」

「見たことあります？」ハルヒロは一応、トキムネに訊きいてみた。

「ない」トキムネは明言した。「一回もないね。こういうのは。初物って感じ、するよな。しまくりだな」

（……ランタ……）

「お？　何だ、ゾディアックん。どうした？」

（……ただ……呼んだだけだ……くひひひ……）

「何じゃそりゃあっ!?」

　本当に、呼んだだけなのか？

　ゾディアックんは天あまの邪じや鬼くだ。何かを伝えるのでも、ストレートに表現することはまずない。用心しておくのに越したことはないだろう。

　部屋の入口近くの壁にも、それはある。ハルヒロはダガーを抜く準備をして、じっと見つめた。緑っぽい微かすかな光が、強まったり弱まったりしている。本当に生きているみたいだ。何というか――卵みたいな。卵は光ったりしないか。でも、殻がものすごく薄い大きな何かの卵に反対側から光を当てれば、こんなふうに見えるかもしれない。

　緑っぽい光の中に、影のようなものがある。

　その影が、動いているような。

「どう……しましょう？」

　ハルヒロとしては、やっぱり先輩を立てないと、という思いもあるのだが、それにしてもトキムネに尋ねてばかりだ。もっと自主性を持ったほうがいいだろうか。

「割ってみるか」と、トキムネは軽く答えた。

「は？」

「中身。調べたいだろ」

　トキムネは剣を抜くなり、手近な光るものにぶっ刺した。どうやらそんなに硬くないらしい。ぷちゅっ、というような音がした。

　どろどろと中身が流れでてきた。トキムネは殻のような部分を切り裂いて、剣先で中をかき混ぜる。

「おっ」

　何か引っかかったようだ。トキムネは手首をひねってその何かをかきだした。切り裂かれたところから、それがこぼれでてくる。くちょっ……と、地面に落ちた。

　皆、息を詰めている。

　トキムネはしゃがんで、ランタンの光でそれを照らした。

　ほんの少しだが、まだ動いている。哺ほ乳にゆう類の胎児を思わせる形だ。大きさは十五センチほどだろうか。

　動かなくなった。

　――息絶えた……のかもしれない。

「何だろうな？」トキムネはどろどろになっている自分の剣に目をやった。「生き物だってのは間違いなさそうだけど。やっぱ卵か？　産卵場所的な？」

「いっぱいあるな。卵」眼鏡のタダが、ふふん、と鼻を鳴らした。「ぜんぶ孵ふ化かしたら、楽しいことになりそうだ」

「たまご、と……」アンナさんは真剣な表情で地図帳らしい帳面に何か書きこんでいる。

　巨女さんミモリがトキムネの隣にしゃがんだ。じろじろと胎児的な生物の死し骸がいを眺めている。

「飼いたい感じ？」とトキムネが訊いた。

「微妙」ミモリは無表情で首を横に振った。「食べたらおいしい？」

「クッ……」イヌイが眼帯で隠していない右目をくわっと見開いた。「知るか……！」

　――いきなりキレたよ、この人。そんなキレるようなところかよ。意味わかんねーよ。怖いよ。

　いやでも、胎児的な生物の死骸と卵たちのほうが遙はるかに怖い。

「オール潰つぶしちゃいます？」キッカワが、一息入れます？　みたいな口調で言った。

「……多すぎだろ」ランタは部屋を見まわした。「何個あんだよ。日が暮れちまうぞ」

（……くひひ……ランタが……まともなことを言った……死期が近い……くひひひ……）

「縁起でもねーんだよっ！」

「ランタの言うとおりだな」トキムネは立ちあがって肩をすくめた。「潰すったって大変だろ。まあ、孵化まで遠そうだし？　脅威っぽくないよね。――こいつらはまだ、ね？」
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「……あー……」

　ハルヒロは小さなテーブルに突っ伏して目を閉じた。

　寂さびし野の前ぜん哨しよう基地の裏通りは市場であり盛り場であり居住区でもある。いくつかの屋台はかなり夜更けまで営業していて、その中でもっとも客の少ない、いつもすいている陰気くさい一軒を、ハルヒロは行きつけにしていた。

　まあ、流は行やっていないのもあたりまえで、食い物がまずい。飲み物は、普通。店主は常に機嫌が悪そうで、愛想なんかあるわけもない。カウンター席が五つ、それから店の前にテーブルが二台置いてあって、それぞれのテーブルを三脚ずつの椅い子すが囲んでいる。

　今夜は、カウンター席に客が一人だけ。あとは、テーブル席にハルヒロ。つまり、客は二人。これでも多いほうだ。ハルヒロしかいないこともめずらしくない。

　晩飯時などはさすがにもうちょっと入っているようだが、深夜になるとこの店はだいたいこんなものだ。余計なお世話だろうが、正直、遅い時間になる前に閉めてしまったほうがいいんじゃないかと思う。ハルヒロだって、飲みたくもない葡ぶ萄どう酒しゆかビールをちびちび飲やりながら、眠くて眠くてしょうがなくなるまで粘るだけなのだ。どう考えてもいい客じゃない。

「つっかれたぁ……」

　ひどい店だが、いいところもある。こうやって小声でぶつぶつ呟つぶやいていても、誰だれかに聞かれる心配はほとんどない。居眠りしていても放っておいてもらえる。

　一人になれる。

　ずっと一人だと、たぶん寂しくなったりするのだろう。でも、この寂し野前哨基地では天幕暮らしだし、基本的にはランタかクザク、あるいはその双方と一緒にいることになる。ワンダーホールではもちろん、仲間たちと行動をともにしているわけで、一人きりでいる時間はあまりない。

　こうやって、意図的に作らないかぎりは。

「……いいんだけどさ」

　文句だの、不満だのは、一切もらさない――というわけじゃない。言うべきことは言うようにしている。我慢しても、ろくなことにはならないからだ。

　ただ、言うべきじゃないことはある。言ってもしょうがないこともある。

　自分一人で抱えるしかないことも、やはりあるのだ。

「仲間内のことならねえ……まださ……でも、他ほかの人たちのことはさ……」

　トッキーズと共同で探索を進めることへの不安、トッキーズへの悪口、そういったことは、仲間には言うべきじゃない、とハルヒロは思っている。

　みんな、反対してはいなかった。とはいえ、トッキーズと一緒にやることを決めたのはハルヒロだ。うだうだ言うのは潔くない。それに、ハルヒロがトッキーズに対する否定的な意見を述べると、仲間たちが多少なりともそれに影響されるかもしれない。トッキーズだめじゃん、やってくの無理じゃん、みたいな空気が醸成されてしまうことを、ハルヒロは恐れていた。

　まだ初日なのだ。しっくりこなくて当然ではないか。トッキーズは全員、変ではあるが、悪い人たちではないし、楽しくやっていける――んじゃないかな、と思う。そう思いたい。思わないといけない。

　ポジティブに。楽観的に。前向きに。少なくとも、そう見えるように。

「……無茶言うなって……」

　ハルヒロは顔を上げて、ぬるくなったビールを一口飲んだ。――そういう人間じゃないんだって。ポジティブとか楽観的とか前向きとか。どっちかっていうと、逆なんだって。ネガティブで悲観的で後ろ向きなんだって。

「……そっか」

　だんだん、わかってきた。

　トキムネは衝動的な人間のようだ。あまり深く考えず、思いつきで行動する。なんとかなるさ的なノリで突き進み、みんなそれについてゆく。実際、なんとかしてしまう。

　だけど、今までなんとかなってきたとしても、この先もそれがずっとつづくとはかぎらないよね？　しくじるかもしれないわけだよね？　大失敗しちゃってからじゃ遅いわけだし、もっと慎重になったほうがよくない？　怖いよ。おっかねーって。リーダーはさ。もっとこう、リスク管理っていうの？　そのへん、考えないとさ。だめでしょ。

「違うんだな……」

　そうじゃない。

　いや、それもないわけではないが、それだけではないのだ。

「……うらやましいのか、おれ。トキムネさんみたいな人が」

　義勇兵団一のお笑いパーティ。まったくもって、変人ぞろい。でも、実力がないわけじゃない。そんなパーティを、勢いと勘でぐいぐい引っぱってゆく。アンナさんへの態度などを見ると、仲間思いではあるみたいだし、仲間から信頼されてもいるようだ。

　トキムネは変な人だ。

　ハルヒロは平凡すぎる。

　変人になりたいわけじゃない。ただ、トキムネのような人間のそばにいると、平凡な我が身が少し哀れに思えてくる。

　もっと言えば、劣等感が刺激される。

　それで、必要以上にいらついてしまうのではないか。
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「……だな。あるな。そういうとこは。かっこいいんだよ……なんか、あの人は……」

　ハルヒロはそうたくさんのリーダーを知っているわけではない。ぱっと思いつくのは、オリオンのシノハラ。チーム・レンジのレンジ。荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズのカジコ。暁連DAY BR隊EAKERSのソウマ。そして、トッキーズのトキムネ。そんなところだろうか。

　こう並べてみると、みんなそれぞれ、かっこいい。

「……カリスマ？」

　そう。それだ。カリスマ性がある。独特のオーラというか、華があるのだ。違う、という感じがする。最初からそうだったのかどうかはわからないが、やはり、資質というものは備わっていたのではないか。

　ハルヒロにはないものを、持っている人たちなのではないか。

　ずっと感じてきたことではある。わかっているのだ。ハルヒロは、ソウマはもちろん、レンジやシノハラのようにはなれない。それでも、たとえばランタよりはいくらかマシだろうし、他の誰かに押しつけるわけにもいかないので、やるしかない。どうにかこうにか、やってきた。

　ハルヒロなりにがんばっているから、認めてほしいとか、まあ勘弁してくれないかとか、そんなふうには思わない。

「……ごめんな……」

　ハルヒロはまたテーブルに突っ伏した。

　つらくなるのだ。こんなリーダーで、申し訳ない。仲間に対して、悪い気がしてくる。自分よりもカリスマがあって、決断力があって、能力も高いリーダーなら、仲間たちの力をもっと引きだせるのではないか。レンジはランタを引き抜こうとした。シホルとユメはカジコに誘われた。メリイも、クザクだって、みんな、もっとやれるんじゃないのか。リーダーのハルヒロがパーティのボトルネックになっているのではないか。

「……かっこよくなりてー……」

　ハルヒロは笑った。

　言えないよな。

　こんなことは誰にも言えない。

　自分一人で抱えているしかない。

「……よし」

　ハルヒロは上体を起こして、残っていたビールを一気飲みした。顔をしかめる。まずい。なんでこんなまずいもの飲まなきゃならないんだろ。よくそう思う。それなのに飲んでしまうのだから、不思議だ。

　陶製のジョッキをカウンターに置いた。

「ごちそうさま」

　もちろん、顔の半分が髭ひげに覆われている店主は、ちらりとハルヒロに視線をよこしただけで、何も言わない。どうも、とか、まいど、とかさ。それくらい言おうよ。毎回そう思う。それなのにこの店にきてしまう。でも、いいかげん通うのもうやめようかな。これも、何回思ったか知れない。

　人ひと気けの少ない裏通りをゆっくり歩く。

　探索は、今日のところは無事に終えることができた。初めての経験なので、うまくいっているのかどうかはよくわからない。とにかく、道を進むごとに横長の部屋があって、そこには例の淡く発光する卵らしきものがあった。似たような広さの横長の部屋を十個、調べたところで引き返したのだが、明日もまた、横長の部屋であの卵を見る羽目になりそうな気がする。

　こんなものか、という気持ちもあるし、それでいて独特の緊張感や期待感があって、楽しくないわけでもない。この先、お目にかかったことがない生き物にでも遭遇したら、かなりテンションが上がるだろう。同じぶんだけ、恐怖も味わうことになりそうだが。

　マナトやモグゾーを失ったように、誰かをなくしたくはない。

　ただ、今はあのときほどの痛みを感じていない。それどころか、ふと痛みなんか忘れていることに気づいたりする。こんなことでは、同じ過ちを繰りかえしてしまうのではないか。怖くもある。

　これも、言えない。

　仲間たちと話していて、マナトやモグゾーの名前が出ることはない。

　意識的か。もしくは無意識かもしれない。いずれにしても、避けているのだ。

「……めんどくせ」

　ハルヒロは足を止めて夜空を仰いだ。

　仲間の前では、弱音も吐けない。恰かつ好こうをつけているのだろうか？　リーダーとして、弱みを見せたくない。仲間を不安がらせてはいけない。投げやりになってはいけない。あれもだめ。これもだめ。それもだめ。何もかもだめ。こうしなきゃいけない。ああするべきだ。そこまで根を詰めてがんばったところで、所しよ詮せんは凡人。せいぜい並のリーダーにしかなれない。

「不公平だよな……」

　せめて、彼女が欲しい。

「……や、そういう、なんていうか……彼女っていうかね……」

　ハルヒロは頭をかきむしった。何だろう。安らぎ？　本音を言える、信じあえる関係、みたいな？　それとも、ぬくもり？　まあ、それも欲しいかもしれない。抱きあえたりしたらいいよね、みたいな？　むしろ、だっこしてもらいたい、みたいな……？

「ぐおおおぉぉぉぉ……おれ、きもい……あっ――」

　やばい。ここは店じゃない。往来の真ん中だ。こんな場所で何をしているのか。

　誰かが立ち止まる気配を感じたのだ。

　見ると、前方に二人組が。

　軽い眩め暈まいに襲われた。

「オゥ……」と、小さいほうが声をもらした。

　小さいほうの隣は、でかい。百八十センチ以上ある。背が高いだけじゃなくて、太っているというわけではないが、全体的に大きい。小さいほうが小さいだけに、すばらしいまでのでこぼこコンビっぷりだ。

「何してるデスカ。ハルヒロカワ」

「……いや、べつに……」ハルヒロはあとずさりした。「……何ってことは……」

　見てるよ。見られてるよ。めっちゃ見られてる。

　とくに、アンナさんじゃない、でっかいほう。

　巨きよ女じよさんのミモリが、高身長にそぐわぬ小動物系の目を思っっ――……っきし見開いて、ハルヒロを凝視している。

　逃げだしたいが、逃げるのも何だ。余計に何だあいつおかしいのかと思われてしまいそうだ。この人たちにそんなふうに思われるのは心外だ。

「……そ、そちらこそ……夜分遅く、何を……？」

「散歩デスヨー。ガールズ散歩。ナイトウォーキングデース。ハルヒロカワは、自分探しの旅の途中デスカー？」

「……はは。違いますって。旅とか。ないない。何ですかそれ。自分探しって……」

「グオオオォォォォ」アンナさんはすさまじい形相で金髪をかきむしってみせた。「オレ、ギモヂィィィィ」

「……ギモヂィーとは言ってないっすよ。ていうか、ギモヂィーって何……」

「ホヮイ、アンナさんに訊きくデス？　もとはトィヴァ、オメーが言ったコトじゃねーデスカ、インキンタムシ」

「いや、おれは、きもいって……」

「キモーイ……！」アンナさんはハルヒロを指して、涙さえ流しながらギャハハハと大笑いした。「キモーイ！　オメーにぴったりコンコンな言葉デスヨー！　キモーイ！」

「……かもしれないっすね」

　反論する気力がない――というか、反論できない。どうせかっこわるいよ。平々凡々で、うじうじしてて、きもいよ。はいはい、そのとおりそのとおり。

「じゃ、あの、夜なんで気をつけて。また明日」

　ハルヒロは踵きびすを返した。天幕に戻るなら逆方向だが、遠回りすればいい。歩きだしたら、すぐに呼び止められた。

「ヘッ、ヘイッ！」

「……はい？」

　振り返ると、アンナさんがもじもじしていた。

「アァー……ユノォ……ンー……エェー……い、今のは、トゥマッチ……アアー、い、言いすぎかもしれなァーい？　デショー？　デスカ……？」

「は？　何がっすか？」

「……アァー……キ、キ、キモーイ？」

「ああ」

　やっと理解した。どうやらアンナさんは謝ろうとしているようだ。ハルヒロは苦笑した。べつに、いいのに。あれくらい、どうってことはない。

「平気ですよ。正直、きもいっちゃーきもいと思うんで。自覚ありますから」

「ノォーッ！　キ、キモくなーいヨ？」アンナさんは右手の人差し指を立てて左右に振ってみせた。「オメーそんなにキモくなァーい」

　そんなに、かよ。

　――と思わなくもなかったが、言葉の綾あやなのかもしれないし、悪意はなさそうだ。

　アンナさんがトッキーズでマスコットとして大事にされている理由が、ちょっとだけわかったような気がした。口はひどく悪いし、やかましいが、憎めない女の子だ。

「ありがとうございます。えっと、それじゃおれ、帰って寝るんで。おやすみなさい。アンナさんとミモリさん」

　一礼して立ち去ろうとしたら、また止められた。

「待って」

「……はい？」

　今度はアンナさんじゃない。ミモリだった。しかも、ミモリはずんずんハルヒロに歩みよってくる。

「え？　えっ？　え……？」

　何だ？　もしかして、殺される？　ミモリは相も変わらず無表情だ。でも、迫力がすごい。だって、大きい。

　ミモリはハルヒロの目と鼻の先で急停止した。ハルヒロは見下ろされている。確実にハルヒロより十センチは大きい。

「ミモリン」とミモリは言った。

「……へ？」ハルヒロはこわばった顔面を引きつらせてまばたきをした。「……み？　みも……みも、りん……？」

「マイガッ……」とアンナさんが手で口を押さえるのが見えた。

「そう」ミモリはうなずいた。「ミモリン」

「……え？　何、が……？」

「あたしのこと」

「……ミモリ、さん？」

「ミモリンと呼んで。今後、あたしのことは。ミモリンと」

「……ミモリン？」

「そう」

「……は、はい。わかり……ました。ミモリン」

「それでいい」

　ミモリンは目を細めて、唇の両端をつりあげた。笑っているらしい。それも、かなり満足げだ。

　ミモリンはくるっと回れ右をして、離れてゆく。アンナさんがミモリンに駆けよって、何かわめいている。

「ミモリン！　ワァッザヘル!?　アーユクウェイズィ……!?」

　――とかなんとか。

　よくわからない。ハルヒロには、何がなんだか、さっぱり。まあ、いいか。いいのだろうか？　それすらもうわからないが、帰って眠ろう。

　明日のために。
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　朝八時、ワンダーホール前に集合。谷穴からムリアンの巣穴、悪魔の王国を抜けて、問題の場所へ。

　ハルヒロたちは便宜的にそこをＮＡという符ふ牒ちようで呼ぶことにした。とくにひねりはない。未踏地帯。ニューエリアの略だ。

　どうやらＮＡの存在を知っているのは、まだハルヒロらとトッキーズだけのようだ。

　――と思いたい。

　光の護法プロテクシヨンの確認、ゾディアックんの召喚などの準備をし、昨日と同じように二列になって穴から入り、円道を通って横長の部屋をチェックしてゆく。十個目までは昨日調べたので、今日はさらっと見るだけだ。変化らしい変化はないようだが、眼鏡のタダが一つ、あることに気づいた。

「ほんのちょっとずつだけど、奥に行くほど卵、でかくなってるな」

「……言われてみれば、そうかも」ハルヒロはちらっと振り向いた。

　気のせいではないようだ。

　じつは、ハルヒロも一つ、あることに気づいていた。

　今朝からずっと見られている。

　ミモリ――じゃなくて、ミモリンに。

　といってもまあ、ミモリンはただハルヒロを見ているだけだ。無表情で、何を考えているのかさっぱりわからないというか、何か考えているとは思えない。いや、何も考えてないということは、いくらなんでもないはずだが。人間だし。

　いいんだけど。べつに困りはしない。ただ見られているだけなのだ。気にしなければいい。気になるけどね……？

「ふーむ」トキムネは白い歯をのぞかせた。「なるほどな。いい傾向、いい傾向。それじゃ、十一個目、行ってみるか」

　というわけで、ハルヒロたちは十一個目の部屋に足を踏み入れようとした。ゾディアックんが警告を発するまで、正直、緊張感は皆無に近かった。

（……きひひ……ランタ……死相が出ているぞ……きひひひ……）

「んぁ？　また縁起の悪ぃ――」ランタはいつものように言い返そうとした。

　トキムネが部屋の寸前で足を止めて、ハルヒロも立ち止まった。視線を交わす。

　皆、一斉に身構えた。

　ハルヒロは音を立てないようにしてランタンを足あし許もとに置き、自分が見てきます、と身振りでトキムネに伝えた。トキムネはうなずいた。

　念のためにダガーを抜いて、忍び歩きスニーキングで十一個目の部屋に入りこむ。

　真っ平らな地面ではないから、ここで忍び歩きスニーキングするのは難度が高い。かなり神経を使う。壁は光る卵だらけなので、壁沿いに進みづらいというのも厄介だ。ハルヒロは体勢を思いきり低くし、光源から遠くてもっとも闇やみが深い部屋の真ん中あたりを歩いてゆく。卵に埋めつくされている壁を見た。――向かって右。

　何かいる。

　体格、体型からすると、ゴブリンのような。

　卵にへばりつくようにして、こっちに顔を向けている。

　怯おびえている……？

　そいつはここで何かしていて、ハルヒロたちの存在を察知した。逃げようにも逃げられず、ハルヒロたちが部屋に入ってこないことを祈りつつ、そこで息をひそめていた。ところがハルヒロが入ってきてしまい、すくみあがっている。そんな様子に見える。

「おい」

　声をかけてみると、そいつはビクッとして、首を振った。かなり臆おく病びようなやつだ。でも、だからといって危険じゃないとはかぎらない。たとえば、魔法みたいなものを使ったりするかもしれないわけだし。

　先手を打つ。

　それしかない。

「みんな、きて……！　なんかいる……！」

　呼びかけると、すぐさまトッキーズが、それからクザクやランタも部屋の中に傾なだれこんできた。

　やつはまだ身をすくませている。声も出さない。ハルヒロはやつめがけて突っこみながら叫ぶ。

「右のほう！　殺すな……！」

「ハルヒロォォ……！」とトキムネに名を呼ばれた。

　見ると、トキムネが何かを投げようとしている。――ていうかそれ、盾？

「邪魔だ、伏せろ……！」

「おわっ」

　言われたとおり、ハルヒロは伏せた。頭上をトキムネの盾が回転しながら飛んでゆく。

　盾は見事に命中したようだ。ぐがんっ、と痛そうな音が響いて、「べっ」というような、たぶんあのゴブリンみたいなやつの声がした。

　ハルヒロの上を何人かが跳び越えていった。起きあがると、トッキーズがあのゴブリンみたいなやつを取り囲んでいた。

　ゴブリンみたいなやつは、のびてはいない。倒れたまま、降参、とでも言わんばかりに両手をあげている。

　イヌイが屈みこんで、ランタンをそいつの顔に近づけた。ゴブリン……ではない。顔もそうだが、全体的に蝙こう蝠もりに似ている。

「こいつリーコモっぽいねー」と、キッカワがハルヒロと同じ感想をもらした。

　リーコモ。コーモリ。たぶん蝙蝠のことだと思う。

「おー」トキムネが感心したような声を出した。「じゃあこいつ、今からリーコモって呼ぶことにしようぜ」

　――命名しちゃうのか。リーコモ。いいけど。

　ハルヒロたちは、自然とトッキーズの後ろに並ぶ恰かつ好こうになった。ランタだけはイヌイとタダの間に割りこもうとがんばっている。

「リーコモねえ。へぇー。たしかに蝙蝠に似てんなあ。弱そうなやつじゃねーか」

「どうだかな。わっかんねーぞ？」トキムネはリーコモの前にしゃがんだ。「おい、リーコモ。わかる？　お、ま、え、は、リーコモ。お、れ、は、トキムネ。オッケー？」

　リーコモは丸い目を大きくして、全身を震わせている。トキムネの言うことを理解しているようには見えない。トキムネは肩を落とした。

「わかんねーか。そりゃそうかあ。俺らとしては、いきなり問答無用でぶっ殺すつもりはないし、敵対したいわけでもないんだけどな。んー。どうすっかね」

「あっぶろっぐらっ」というようなことを、リーコモが言った。

「んー？」トキムネは首をかしげた。

「ぐらっぶろっあだっ」

「いやあ。わからんって。俺らもそっちの言葉は。何？　落ちついて、ゆっくりしゃべってみ。なんか通じるもんがあるかもよ？」

「あるごらぶらでっ、ふらぶらぐらぼらどっ、さばらでぃおふらぷらっ」

「だーから、ゆっくり――」

「ふぉあっ」

　リーコモが突然、跳び起きようとした。でも、できなかった。永遠にできない。

　タダだ。眼鏡の神官タダが、戦せん鎚ついでリーコモの頭を一撃してぐしゃっと粉砕した。

「だめだこいつ」タダは戦鎚をくるっと回して肩に担ぐと、返り血に濡ぬれた眼鏡を左手の人差し指で押しあげた。「やるっきゃないだろ。とりあえず全殺しだよ、全殺し」

「まあ、しょうがないかねえ」トキムネは立ちあがった。「やらなきゃやられるし、やっちまったもんはどうにもならんしね」

「野蛮デスヨー！」アンナさんがぴょんぴょん跳ねた。「野蛮人ドーモ！　ノォー！　ココ、笑うところデショー！　ドモとドーモ、かけたデスヨー!?」

「わははっ」キッカワがわざとらしく腹を抱えて笑ってみせた。「さっすがアンナさん！　最高だよそのクージョー！　最高！　イコサー！　がははははははっ」

「クッ……」イヌイは眼帯の位置を直した。「おもしろい……」

「そう？」ミモリンだけはいぶかしげだ。といっても、まったくの無表情で、小首を傾かしげているだけだが。

「は……はっきりはしたな！」ランタがうなずいた。「これで、どうするか！　のこのこ出てきやがったやつはぶち殺す！　即殺上等！　シンプルでいいじゃねーか！　まさに！　オレ好みだぜ！」

　ハルヒロはクザク、シホル、ユメ、メリイの様子をうかがった。クザクは呆ぼう然ぜんとしている。シホルとユメ、メリイは引いているようだ。ハルヒロはそっとため息をついた。

「今のは、正しかったよ。リ……リーコモ――」やっぱりいやだな、この名前、とハルヒロは少し思ったが、別の名称を提案するのも馬ば鹿からしい。「……は、攻撃してきそうな感じだったし。おれたちは相手のことを何も知らないわけだから、自衛の手段としては、殺すのが無難っていうか、ベターだと思うし」

「おまえ」タダは舌打ちをした。「何、あたりまえのこと言ってんだ？」

　――おっと……喧けん嘩か、売られてる？　もしかして。いや、買わないけど。

　ハルヒロは、タダは武闘派、と頭の中のメモ帳に書き留めておくことにした。そんな気は薄々していたのだ。対応はなかなか難しい。リーダーのハルヒロが下手に出すぎると、パーティ全体が軽く見られるだろう。かといって衝突もしたくない。

　ともあれ、ハルヒロはタダの視線を真正面から受け止めた。退ひかないぞ、というところだけは見せておかないといけない。さて、その先だ。どうするか。

「カルチャーだよな」トキムネがハルヒロとタダの間に割って入って、双方の肩に手を置いた。「カルチャーが違うからさ。俺らとハルヒロたちとは。お互いそこは、何？　違うってことは認識して？　楽しくやろうぜ？　なあ？」

「おれはぜんぜん、それでかまわないですけど」言いながら、突っ張りすぎかなあ、とハルヒロは思わなくもなかった。でも、タダはいったん侮った者はとことんまで馬鹿にする。そういう男のような気がする。「楽しくやれるなら、やらせてもらいますよ。けど、変に我慢するのは、どっちにとってもよくないんじゃないかとか、思いますね」

「やせ我慢はしないほうがいいな」タダはぺろっと唇を舐なめた。「どうせつづかねーから。僕は忍耐強いほうだけどな」

「そうなんですか？　意外だな」

「そうなんだよ。おまえ、眠たそうな目ぇーしてるし、よく見えてないんじゃねーの」

　ハルヒロはとっさに深呼吸をした。――危ない、危ない。キレるところだった。

「この目は生まれつきなんで、見えてないわけじゃないっすよ、タダさん」

「あーそうなの」

「ええ。どうします？　楽しくやります？」

「僕はべつに、楽しいけど？」

「おれもですよ。奇遇っすね」

「はいはいはいはいはいーっ」キッカワがハルヒロとタダの左手をとって、無理やり握手させた。「ここらへんで仲なおりカナリオナー！　笑顔笑顔スマイールイスマール！　エンジョイしなきゃ！　ね！　ハルっちも、タダっちも！」

　タダはキッカワとハルヒロの手を振りほどいたが、何も言わなかった。ハルヒロはすかさず軽く頭を下げた。

「すみません。生意気な口きいて」

「……いや」タダは狙ねらいどおり拍子抜けしてくれたようだ。「まあ、いいよ」

　落としどころとしては、だいたいこのあたりなのではないか。

　ハルヒロはプライドが高いほうではないと自認しているし、謝ったり折れたりするのはとくに苦痛ではない。ただ、そうすることがパーティの不利益になるとしたら、話は別だ。とはいえ、居丈高な態度をとっていては角が立つ。揉もめごとを避けつつ、体面も保たないといけない。まったく面倒な役回りだが、これでもリーダーだ。やむをえない。

　ハルヒロはさりげなく手で口を隠して、小さなため息をついた。たしかに面倒なのだが、ちょっとした達成感があったりもする。そういうところも平凡だよなあ、と自分がいやになったりもする。

「ハルヒロ」

「はい？　ぶっ――」

　な、何だ？　何が起こった？　え？　名前、呼ばれて？　何、これ？　どうなってんのいったい？　わけがわからない。周りもざわっとしている。え？　どういうこと？

　何？　は？　胸？　これ、胸？　胸に？　顔が？　顔を、胸に埋うずめて？　そんなにやわらかいってほどでもないんだな、みたいな？　まあ、直じゃないし？　服、着てるわけだし？　そういう問題？　どういう問題？　よくわかりません。わかるわけ、ない。

　抱きよせられたのだ。巨きよ女じよさんに。ミモリ。ミモリンに。

　今も抱きしめられている。きつく、きつく。

　ミモリンのほうがハルヒロよりも背が高い。なので、ハルヒロはミモリンの胸に顔を押しつけるような恰好になっている。ミモリンは両腕をハルヒロの背中に回してぎゅうぎゅう締めつけていてけっこう苦しいといえば苦しい。ミモリンはハルヒロの頭に顔をすりすりとこすりつけている。かすかに甘いような、何にも似ていない匂においがする。

　ああ、何だろうなこれ。あれだな。思ったより、想像していたより――何だこれって感じだ。もっとこう、ふわっとしていたり、むにっとしていたり、気持ちよかったり、心地よかったり、感動のようなものがあったりするのかと。そういうものなんじゃないかと。違うのか。そうでもないようだ。

　苦しくて、そこまでやわらかいものでもなくて、夢が――打ち砕かれた。裏切られたような気分だ。

　こんなもんかよ、みたいな。もっといいものだと思ってたよ、何だよまったく、そりゃないよ、みたいな。

「よし、よし」とミモリンが囁ささやいた。

　――って、言われても。

　何、これ？

　本当に、何なんだよ？

　何なんですかああああああああああああああああああああああああああああああああ。

「よく、がんばった」

「……え」

「よし、よし」

　不覚にも。

　つい。

　うっかり。

　うかうかと。

　――思わず、覚えず、涙ぐんでしまいかけた。

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやあああ!?

　泣いてどうする。というか、何だそれ。唐突すぎる。何だよ。何がわかるんだよ。わかるわけないだろ。事情を知りもしない人にそんなことを言われても困惑するし、ちょっと腹が立ったりもする。何なんだよ、あんた。何様のつもりだよ。怖いよ。マジで。おっかないって。言っちゃ悪いけど、でかいし。でかすぎなんだよ。言わないけど。

「……あ、あの。ミモリンさん」

「違う。さん、いらない。ミモリン」

「……ミモリン」

「何？」

「離れてくれません……？」

「うん」

　ミモリンは存外、あっさり離れてくれた。よかった。拒まれでもしたら、さらに困っていただろう。

「ミモリン……」トキムネがめずらしく呆あつ気けにとられたように呟つぶやいた。「ミモリンかあ。そっかあ。そうきたかあ。ハルヒロなあ。ミモリはよっくわっかんねーなあ……」

「趣味悪いよな、ミモリ」タダは、ふっ、と鼻で笑った。

「クッ……」イヌイは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしている。「宿命さだめ、か……」

　――いや、何がサダメなんだよ？

　ハルヒロはあとずさった。ミモリンはいつもの無表情でハルヒロを見下ろしている。表情はないのに、視線に熱がこもっているように感じられる。

「フゥーッ」アンナさんが頭を左右に振った。「アンナさんもよくわからないデスネー。ハウエヴァ、ミモリン、ゲテモノ大好きデショー？」

「ゲテモノ……」ランタが、ブフゥーッ、と噴きだした。「うわはははは！　たしかにアレだな、パルピロォ、ゲテモノだよな、おまえは！　そうかそうかゲテモノかあ！　だからかあ！　それなら納得だな！　ぐはははははははは！　おめっとさん、ゲテモノ！」

（……いひ……ランタは……ゲテモノですらない……ゲテモノ以下だ……いひひひ……）

「うっせっ！　黙れ、ゾディアックん！　泣くぞコラァッ……！」

「……え、と」シホルがおずおずと言った。「……ハルヒロくん、おめで……とう？」

「や、そんな……」ハルヒロは声を詰まらせた。

　頭の中が真っ白で、言葉が出てこない。

「ほおぉぉー」ユメは目をまん丸くしている。「ユメ、よくわからないねんけど、おめでたいかんじやなあ」

「おめでとう」メリイはなぜか棒読みで言った。

「おめっす」クザクはひょこっと頭を下げた。

「や、待って、ちょっ――お、お、おおおおおおかしくない!?　おかしいよね!?　だっておれ、べつに何も――ミ、ミモリさんだって」

「ミモリン」とミモリンは冷静に訂正した。

「ミモリンだって、何もべつにっ……あれ……ですよね？　なんか、その……何ですか、えっと、慰めて……？　励まして？　くれた的な？　そういう……人間愛？　みたいな、あれ……ですか？　ですよ……ね？」

「愛！」ランタは笑いながら身をよじった。「愛！　愛ときたかっ！　愛ィィィィィ！　ラブだなおいっ！　Ｌ！　Ｏ！　Ｖ！　Ｅ！　ラァァァァァァァァァァァァァヴ……！」

「おまえはいっぺん死ね！」と口走ってしまった。

　死ねとか冗談でも言わないほうがいい言葉ではあるが、後悔はあまりしていない。ハルヒロはミモリンに向きなおった。目を見る勇気はない。今、見つめあうのは怖すぎる。

「……そういう……こと、ですよね？　だよね？　えっと……きょ、共感？　とか？　何だろ、同情、とか？　そういうたぐいの……」

「かいたい」とミモリンは、平然と仰せになった。

　――かいたい？

　解体？　それとも、懐胎？

　違うか。じゃあ、何なのか……？

「……は？」

「かわいいから。飼いたい」

「その飼うって――飼育の、飼う……だったりする……？」

「そう。飼いたい」

「か、飼われたりとか、しないよ……？　おれ、人間だし……」

「残念」

「……じゃ、そういうことで」

「でも、あきらめない」ミモリは力強く宣言した。

　それから、鼻をすすった。

　なんか――ちょっと、瞳ひとみが潤んでいる……ような。

「いつか飼う」

「……そっすか」

　そう返すしかなかった。

　何だこれ。
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　十二個目。十三個目。十四個目。十五個目……。

　部屋の調査はつづく。

　卵はやはり奥へ行くほど、ほんの少しずつではあるものの、大きくなっているようだ。ある部屋と、その次の部屋の卵を比べたくらいではまずわからない差異だが、最初の部屋と十六個目の部屋では、卵の大きさがだいぶ違う。倍まではいかないにしても、一・五倍くらいにはなっているだろう。

　リーコモにはあれ以来、出くわしていない。

　あのリーコモはいったい何だったのか？　何をしていたのか？　卵はリーコモのものなのか？　違うのか？　わからない。

　十七個目の部屋は広かった。それとも、広く感じるだけだろうか。

「卵が……ない」

　光を発するものがないので、真っ暗だ。リーコモがいるのかどうかもわからない。

　何の気配も感じないが、ハルヒロたちはランタンの光を頼りに、一応、慎重に部屋の中を探った。

　リーコモはいなかった。

　隅のほうに、穴があった。壁じゃない。地面に直径一・二メートルほどの円い穴があいている。縦穴だ。

　全員でその穴を囲んだ。

　ハルヒロはしゃがんでランタンを持っている手を穴に突っこんでみた。

「――底は……ぜんぜん見えないな。けっこう深そうだけど」

「ん」ミモリンは顎あごを引くようにうなずいた。「深そう」

　ちなみに、なぜかミモリンはハルヒロの隣にしゃがんでいる。まあ、なぜかというか、いつか飼いたいからなのだろうが。しかし、しゃがんでいても巨きよ女じよだ。でかい。

「手とか足とかさ、かけられそうじゃない？　そこ」キッカワが、ほら、と顎をしゃくって穴の側面を示した。「梯はし子ごとかなくても、上り下りはできちゃいそう系？　的な？」

　たしかに、手でつかんだり足を引っかけたりできそうなでっぱりがある。すいすいというわけにはいかないだろうが、その気になれば下りられそうだ。

「ゾディアックん」ランタが顔を振った。「ちょっくら先に下りてみてくれ」

（……きひ……ランタ……おまえを叩たたき落としてやってもいいんだぞ……きひひひ……）

　さっくり拒否された。

「クッ……」イヌイが硬貨を指で弾はじいて掌てのひらで受け止めた。「これで試そう……」

「アゥチッ！」アンナさんが叫んだ。「それアンナさんがやろうと思ってたデスヨー!?」

「もう遅い……クッ……」

　イヌイが硬貨を穴に落とした。

　耳を澄ます。

　間もなく、ちゃりん、と音がした。どうやら、底はある。深いといってもたかが知れているようだ。

「……じゃ」ハルヒロは小さく息をついた。「おれ、行きます」

「悪いな。盗賊」トキムネは白い歯を見せて笑った。

「がんばれ」とミモリンが無表情で言った。

　無視するのも感じが悪い。ハルヒロはランタンを腰に吊つるしながら唇の端をひくっと引きつらせて、うなずいてみせた。迷惑なような、うれしくはないような、めんどくさいような、微妙すぎる気持ちを抱えて、穴に突入する。というか、下りる。でっぱりに足を、そして指をかけて、下りてゆく。

　途中でふと、リーダーが先行して偵察ってどうなんだろう――と思ったりした。

　いつもやっていることだが、リーダーにはパーティをまとめて意思を決定するという重要な役割がある。リーダーが欠けると、いくらそれが凡庸すぎる平凡な凡人リーダーでもやはりまずい。偵察はそれなりにリスクがあるし、重傷を負ったり、まあ死んでしまったりするかもしれないわけだから、リーダーがやることじゃないのでは……？

　ふと思っただけだ。今はトキムネがいるし、仮にハルヒロに何かあってもなんとかなるだろう。誰だれか他ほかの仲間に任せられるのか、という問題もある。ランタとユメは職業柄すばしっこいものの、二人とも性格的に向かない。注意力も足りていない。

　トッキーズでは誰がやっているのか。かつて盗賊だったこともあるというし、イヌイあたり？

　ただ、そこは何せトッキーズだから、偵察とかそんなせせこましいことはしないで、みんなでドーンとゴーしてバーンとやってドカーンみたいな感じなのかもしれない。いや、偵察は決してせせこましいことではないはずだが。

　嫌い、ではないのだ。

　こういうわりと地味な、誰かがやらないと的な、ちゃんとやっておくとけっこう結果が違ったりするのだが、評価はあまりされなかったりする、それでいて自己満足度はそこそこ高いような仕事を、ハルヒロはひそかに好んでいる。

　我ながら、冴さえない人間だと思う。いいんだ、これで、と思いもする。無理をして変わろうとしたところで、きっとすぐに化けの皮が剥はがれるだろう。

　地味に、できるだけ音を立てずに、穴を下りる。

　底についた。

　道がある。先は見えないが、近くに何かがいるような気配は感じない。

「大丈夫みたいです。まだ進めます。きてください」

　呼びかけると、トキムネから順にぞくぞくと下りてきた。こういうときは、トキムネが最後まで上に残ったほうがいいんじゃ、と思わなくもなかったが、言わないでおいた。

　ここからの道は狭い。高さは二メートルほど。幅は一・五メートルもない。二列になれないこともないが窮屈なので、先頭がハルヒロでその左斜め後ろにトキムネ、その右斜め後ろにキッカワ、という具合に、変則的なジグザグ一列、一・五列みたいな隊列で進むことにした。

　ハルヒロたちだけじゃなくて、トッキーズも静かだ。

　これは何か起こるだろう。何かあるだろう。

　動どう悸きがする。いや、落ちつけ、とハルヒロは自分に言い聞かせる。平常心、平常心。緊張しすぎると、どうしても視野が狭くなるし、身体からだがこわばってしまう。

　道はほぼ平へい坦たんで、まっすぐだ。

　気がつくと、ずいぶん足どりが重くなっている。もうちょっとペースを上げてもいいかもしれない。

「……今」ハルヒロは足を止めて振り向いた。「誰か、何か言いました？」

「んー？」トキムネは肩をすくめた。「どうだろ。声、出したやつ？」

　一人も手をあげない。皆、首を横に振った。

「なんか聞こえた？」トキムネが訊きいた。

「や……まあ、聞こえたような気がした……かな？　くらいですけど。あ……」

　ハルヒロは唇に人差し指を当ててみせた。全員、息を殺す。――聞こえる。

　……あるぶるぶらっ。

　……ふらぐらぶるばらでぃらっ。

　……しゅるびらぶらはらぐれろっ。

　……ぷゅらりゅがでぃっ。

　……あぶらぐっ。

　というような声が。

「リーコモ……」キッカワが小声で言った。「……いっぱいいるっぽい系の？」

　ハルヒロは深呼吸をして、ランタンを地面に置いた。

「見てきます」

「大丈夫か？」トキムネが心配してくれるなんてめずらしいこともあるものだ。

　――不吉な。

　いやいや。

「何だったらついてってやってもいーんだぞ？」ランタは偉そうだ。

「おまえなんかと一緒に行くくらいなら、一人のほうが八億倍ましだからいい」

「かわいくねーやつだぜ。――おがっ……」

　ランタがうずくまった。その顔面に杖つえの一撃を叩きこんだ者がいるのだ。

「ハルヒロは、かわいい」

　ミモリンの仕業だった。相変わらず表情らしいものは浮かべていない。

「……どこが？」とシホルが尋ねた。

　とっさに口に出してしまった疑問なのだろうが、どこが、というのもちょっとひどい。いや、そうでもないか。そうだ。そうでもない。ハルヒロはかわいくなどないはずだ。べつにかわいいと思われたくもない。

「しょぼいのに無駄にがんばっているところ」というのがミモリンの返事だった。

　そっすか。

　ハルヒロは目頭を押さえた。

　……そっすか。

　たしかに、しょぼいのに無駄にがんばっているようなところはあるかもしれない、というか、そこまで核心をつかれるとそれなりにショックで、立ちなおれるかどうか。まあそれはいいとしても――よくはないが、そこがかわいいって何？

「……ミモリーン」アンナさんが、背の低い彼女にとってはかなり高いところにあるミモリンの肩を叩いた。「今の、なんとなーくわかったデスヨー」

「でしょ」ミモリンはうなずいた。

「バットそれは……アンナさん思うに、テンビン？　アァ……憐れん憫びん？　同情の変種？　一種？　デスカ？　カワイソ？　デショー？」

　ミモリンはしばらく首をひねって考えこんでいたが、結局、アンナさんの問いには答えず、ハルヒロに向きなおった。

「ハルヒロは、かわいい」

「……ああ……それはどうも」

「飼いたい。飼わせて」

「だめです」

「そう」

「ええ」

「死なないで」

「……はい」

　ハルヒロは逃げだすように出発した。偵察だ。偵察をするのだ。精一杯偵察しよう。完かん璧ぺきな偵察をしてやる。誰にもできないような偵察を。偵察をするのだ。こうなったら偵察マスターになってやる。自分が一番、偵察をうまくできるのだ。胸を張ってそう言えるようになりたい。――べつになりたくないが、今は偵察だ。とにかく偵察をしよう。

　忍び歩きスニーキングだ。ああ、楽しいなあ、忍び歩きスニーキング。大好き。忍び歩きスニーキング。しょぼいけど無駄にがんばります。がんばって悪いか！　悪くない。ただでさえしょぼいのだから、せめてがんばらないとしょぼすぎデショー？　アンナさんになってしまった。はあ……。

　集中だ。集中しよう。

　道は曲がることなくつづく。リーコモたちの声は聞こえつづけている。よくわからないが、雑談でもしているのか？　切迫した調子ではない。手探りで進むごとに声は大きくなってゆくので、この先にリーコモたちがいることだけは間違いない。ランタンは置いてきて正解だった――と思う。おそらく。

　行く手に光が見える。微弱な光だ。

　近づいてゆく。

　開けたところに出る直前で、ハルヒロは足を止めた。

「あぶれらっ、ぶられりょっ、さむらげらっしゅっ」

「ぱがしょぶりらっ、ふぁいあぶしゅっ、ふぁっかしゅぶりょっ」

「らぶれしゅぶらるろっ、ふぁなふぁらぶしょっ、いれぶれっしょるっとっ」

　いる。いる。いまくる。この向こうだ。

　幅も高さも奥行きもそうとうある。でも、具体的にどんなふうになっているのか。この微かすかな光は何だろう？

　目を凝らす。だめだ。見えない。

　ハルヒロは首を、それから肩を回した。うなずいて、顔をちょっとだけ出してみる。

　広い――といっても、幅はめちゃくちゃ広いというほどじゃない。まあ、十メートルかそこらか。高さはよくわからない。奥行きも。光源はあちこちにある。岩壁に大小様々な穴がたくさんあいていて、そこから青っぽい光がもれている、みたいな。どうやらリーコモはその穴の中にいるらしい。穴のところに――ぶら下がっている？　リーコモもいるようだ。で、リーコモ同士で何かしゃべっている？　らしい。

　ここはリーコモたちの巣、なのか。

　たぶん、そういった場所なのだろう。

　リーコモに見つからないうちに、ハルヒロは引き返した。十一人の義勇兵とゾディアックんは黙りこくったままハルヒロを迎えた。

「リーコモの巣みたい。めちゃくちゃたくさんいる。十とか二十じゃきかない。……突っこむ気には、まあ、ちょっとなれないかな。個人的には」

「んー……」トキムネもさすがに思案顔だ。

「ここは僕に任せろよ」と、タダがランタンの明かりを眼鏡でキラッと反射させながら言いだした。「僕の読みでは、リーコモは襲ってこない。今から僕が一人で行って、確かめてやる。おまえらは一応、逃げる用意でもしてろ」

「ちょっと待った」ランタが不敵――ではまったくない、怯えと強がりが混ざった笑みを浮かべた。「トッキーズだけにやらせるわけにはいかねえ。オレも行かせてもらうぜ」

（……きひ……やめておけ……ランタ……きひひ……かっこつけてもかっこ悪いぞ……）

「そんなことねーよ！　今のはべらぼうにかっこよかっただろ！　思わず惚ほれちまうレベルだったよな？　な？　なあ？　な？」ランタは女性陣を見る。

　冷たい視線以外の反応は、ない。

「……や、あの……」ハルヒロは頭を掻かいた。「どう考えても危険だし、やめといたほうがいいんじゃ……？」

「やだね」タダは左手の人差し指で眼鏡を押しあげた。「絶対、やだ。いいだろ、トキムネ。いざってときは僕にかまわず逃げていい」

「うん。じゃ、それでいくか」

「軽っ……」とクザクが呻うめくような声で言った。

「いいよな、ハルヒロ？」トキムネが確認をとろうとしてくれたことが、むしろやや意外だった。「よし、行ってこい、タダ」

　まあ、まだ返事してないけどね？

　タダは戦せん鎚ついを肩に担ぎ、鼻歌をうたいながら悠然と歩きだした。

「ま、待てって！　オレもオレも……！」ランタとゾディアックんが追いかける。

「ほえー……」ユメは唖あ然ぜんとしているようだ。

　メリイが咳せき払ばらいをした。気を落ちつけようとしているのかもしれない。

　ハルヒロはため息をついた。ため息はもはや相棒のような存在だ。ため息のことだけは信じられる。いや、信じるも信じないもないけど。

「……おれ、少し後ろからタダさんについていきますんで。トキムネさんは念のため、逃げる用意、みんなにさせててください」

「オッケー。ご苦労さん」

「ハルヒロ」ミモリンが無表情でうなずいてみせた。「生きて」

「……はい」

　とにもかくにも、応援してくれるのはありがたい。いや、そうでもない。ハルヒロはランタとゾディアックんの三メートルくらい後方につけた。

　タダは鼻歌をうたいつづけている。すっげー楽しそうじゃないっすか。あの人の頭の中はどうなっているのか。一番まともそうに見える人もわりとやばいどころか、一番やばい。そういうパターンだったのだ。

　タダは物見遊山でもしているかのように愉快そうだが、ハルヒロはどきどきしまくっている。ランタも歩き方がおかしい。完全にびびっている。タダに比べれば、ランタなんてかわいいものだ。ハルヒロは初めての感覚を味わっている。ランタがかわいい。

　タダは一度も止まらず、足をゆるめることもなく、巣に入っていった。

　ランタは躊ちゆう躇ちよしたが、ゾディアックんに背中を押された。

「おわっ……ちょっ、ゾディアックん!?　やめて!?　こういうのってほら、心の準備的なものがやっぱりアレだろ……!?」

（……きひ……黙って死ね……）

「死んでたまるかぁぁぁぁぁぁぁーっ……！」

「ランタ」ハルヒロは、もう無駄だが、一応、注意した。「……うるせーよ、おまえ」

「うおおおっ!?」ランタは跳びあがった。

「ははっ」タダが振り返って戦鎚を振りあげた。「心配すんな！　問題ねーよ！　僕の読みどおりなら、リーコモたちは襲いかかってこない！」

　リーコモの話し声が――やんでいる。

　静かだ。

「な？」タダは勝ち誇ったように巣を見まわした。「僕の思ったとおりだ。こいつらはさ、かなり臆おく病びようだよ。好戦的ってわけでもない」

「……や、でも、タダさん、部屋で一匹、ぶっ殺しましたよね？」

「あれでわかったんだよ。手て応ごたえで？　こいつ弱いなって」

「……そういう……なんていうか……感覚的なものなんですね」

「人生はさ。理屈じゃないんだよ」

「……おおっ」ランタが地面に膝ひざをついて胸を押さえた。「名言誕生！　そっすよね！　人生、理屈じゃないっすよね！　タダさん、すげえ！」

「そんなに褒めんな」タダは戦鎚の柄で肩を叩たたきながら、眼鏡の位置を直した。「おまえの馬ば鹿かがうつるだろ」

「わはは！　いやいやいやぁ！　まーたそんなこと言って、タダさぁーん！」

　何なのだろう、この二人は。ランタはもともと馬鹿だとわかっていたが、もしかしてタダも馬鹿なのか？　馬鹿同士……？

　しかし、リーコモたちは依然として口をつぐんでいて、動きだす様子はない――が、嵐あらしの前の静けさというやつかも？　ハルヒロには正直、安全だとはまるで思えない。

「ハルヒロ。おまえもこいよ」タダが手招きした。

「……遠慮したい感じかもしれないです」

「いいからこいって」

「そうだぞ、パルピロォォォ。怖おじ気けづいてんじゃねーよ、タコ」

「早くしろ。ぶん殴るぞ」

「……そんな戦鎚もので殴られたら、軽く死ねますよ……」

　まさか本気ではないだろう。でも、タダだからわからないし、やむをえない。

　ハルヒロはおそるおそる巣の中に足を進めた。たしかに部屋にいたリーコモはそんなに手強そうではなかった。そうはいっても、やつらが大挙して押しよせてきたら脅威だ。というかあまりにも数が違いすぎるので、ハルヒロたちはあっという間に挽肉にされてしまうだろう。死が身近に感じられる。生きて、とミモリンに言われたが、無理かも。

　無理じゃないかも。

　リーコモたちはやはり動かない。声も出さない。

「ランタ」とタダが顎あごを振って今きた道のほうを示した。「トキムネたち呼んでこい。僕とハルヒロはここで待ってる」

「イエッサー！」

（……くひひ……まるでパシリだな、ランタ……くひ……お似合いだ……くひひひ……）

「うっせっ！　いいんだよ！　タダさんは本日の名言の主なんだからな！」

　ランタはわけのわからないことを言って道へと走った。ゾディアックんもついてゆく。

　これでタダと二人きりだ。いや、周りにはリーコモがごまんといる。二人きりとは言えないか。

「ハルヒロ」

「……何すか」

　応じても、タダはすぐには口を開こうとしなかった。しばらくしてから言った。

「ミモリのこと、頼むぞ」

「……はい？」

「あいつは僕よりでかいし、趣味が悪いし、何考えてっかわかんねーし、僕にはミモリンって呼ばせねーし、むかつくけど、それでも仲間だからな」

「や……頼まれても」

「不満か？」

「え？　いや、不満とかっていうのとは、違うんですけど……」

「おっぱいでかいぞ。ぜんぶでかいけど」

「……そういうの、関係ないでしょ」

「あるだろ。おまえ、おっぱい馬鹿にすると、おっぱいで泣くことになるぞ」

「そういうもんですかね……」

「ないのか。おっぱいで泣いたこと」

「……ないっすね」

「僕はある」

「へえ」

「訊きかないのか。くわしいこと」

「……話したいんですか？」

「話したいわけねーだろ。プライベートな話題だぞ。完全に頭おかしいな、おまえ」

　――あんたには言われたくねーよ。

　ハルヒロは視線を一周させた。リーコモたちはまだおとなしくしている。

「……もしかして、そんなこと言うために、おれと二人になったんですか」

「うん。そんなこととか言うな。大事なことだろ」

「おれはあの人に対して、特別な感情とかないんで」

「はっきりしてんな。誠実だな、おまえ。人間性は悪くないのに頭おかしいって、どうなってんだ？」

「……どうなってるんですかね」

　あんたがな。

　やがてトキムネたちがランタンを持ってやってきた。ランタとゾディアックんとトッキーズは平然と巣に入ってきたが、クザク、シホル、ユメ、メリイはおっかなびっくりだった。それが普通だ。癒いやされる。普通はいい。普通が一番だ。

「おー」トキムネは手で庇ひさしを作ってきょろきょろした。「これがリーコモの巣か。ふーん。うようよしてんなあ」

　さっきまでは身動きもしていなかったリーコモたちが、ちょっとざわついている。ハルヒロは気が気でない。

「ど……どうします？　これから」

「行くだろ、そりゃ」

「……ですよね」

「帰りたい？　だったら帰れよ。俺らは残る。てか、先に進むよ？」

　探索を進めるのに、ハルヒロたちはとくに必要としていない、とトキムネは言っているのだ。ハルヒロたちが手を引くのなら、トッキーズが単独で探索を継続する。

「行きましょう」

「そうこなきゃな」トキムネは白い歯をのぞかせた。

　乗せられた感がぬぐえない。どう考えてもトッキーズのペースだ。でも、トッキーズと主導権争いをして勝てるとはこれっぽっちも思えない。流されるしかないのか。

　もしリーコモたちが侵入者――つまり、ハルヒロたちを排除することを選択したら、その瞬間、終わる。全滅以外の結末を予想するのは難しい。

　クザクからランタンを受けとって、二列になって進みながら、わかってるのかな、この人たち――と考えてみたりした。いくらなんでも、危険性を少しも認識していないということはないだろう。わかったうえで、リスクを冒す。それがトッキーズにとっては、きっとあたりまえなのだ。

　こういう人たちだよな、と思った。

　義勇兵みたいなことが向いているのは、ハルヒロのような凡人じゃなくて、トッキーズとか、まあランタのような、ちょっといかれたやつらだ。

　ハルヒロは不向きなことをしている。不向きなりにやれるだけやることに、意味はあるのか？　不向きだからこそ、できることがあったりするのだろうか？

　リーコモたちのざわめきは収まらない――が、それ以外の動きはない。

「こいつらだけだったら」と、トキムネが首を曲げながら言った。「すぐ潰つぶされるな。ワンダーホールはそんなに甘いとこじゃないし」

　なんとなく言いたいことはわかる。ワンダーホールは適者生存というか弱肉強食だ。自分たちの生存圏を守ることができない生き物は、すぐに滅ぼされてしまう。

　ワンダーホール最弱と見なされている三さん亜あ人じんでさえ、相手次第という面はあるものの、なかなか凶暴だ。リーコモは、あくまで現時点での印象だが、消極的で、貧弱すぎる。

　道はまっすぐのびていて、左、右、右の順に曲がり口があったが、トキムネは無視して直進した。突き当たりは丁字路になっていた。

　リーコモはざわざわしているだけで、襲ってこない。

　ハルヒロたちは左に折れた。

　左への曲がり口を二つ、通りすぎると、あの微弱な光が見あたらなくなった。リーコモの声もしない。

「……巣が終わった？」

　ハルヒロが呟つぶやくと、トキムネが前を指さした。

「でも、道はある。それに――」

「はい」

　わかっている。風だ。

　この向こうから空気が流れてくる。これは風と言っていいだろう。

　気を抜いていたわけではないが、俄が然ぜん、身が引き締まった。理由はわからない。何か明確な根拠があるわけじゃないが、ハルヒロの中で期待がふくらんでいる。

　どういうわけか、皆、同じらしい。

　道はくねくねと蛇行しはじめた。それに、わずかに傾斜している。上りだ。

「……あれ？」ランタが声をあげて、左右を見たり振り返ったりした。「ゾディアックんがいねえ……」

「時間切れとかなんちゃうん？」とユメが訊いた。

「それはねーよ。うーん……」ランタは首をひねった。「ま、いいか」

　いいのか？　ちらっと思った。まあいいか。ハルヒロはそう思いなおしてから、気が急せいているのかもしれない、と感じた。早く先に行きたくてしょうがないのだ。何かありそうな気がする。いや、絶対にある。

　風が、冷たい。

　先のほうに光がある。

　あの光は――、

「クッ……」イヌイが低く喉のどを鳴らした。「外、だと……？」

　外。

　いや、そんな馬鹿な。だって、だいぶ下った。ここは地底だ。外に出るわけがない。しかし、あの光の感じはまるで外のようだ。それに、この風。

「うおおおおおおお……！　辛抱たまらねえ……！」ランタが駆けだした。

「おまえ……！」タダが追いかける。

「はははははははっ」トキムネも笑いながら走りだした。

「ずるいってーっ！　俺も俺も俺ちゃんも……！」キッカワも。

「クッ……」イヌイも行く。

「ハーッ！　ゼアリズノォーキュアフォフール！」アンナさんは何か毒づいておきながら、弾はじかれたように駆けた。「そりゃここは行くデショー！　行かねばデスヨー！」

　ミモリンは無表情、無言、大おお股またで歩いてゆく。

　ハルヒロはクザク、シホル、ユメ、メリイと目を見交わして、小走りであとを追った。あまりわかりたくないが、ランタたちの気持ちがわかってしまう。

　だって、もし本当にこの先が外だったら？

　そんなことはもちろん、ないとは思う。ありえない。

　もし、万が一、そのありえないことが起こったら？

　それはもうちょっとした事件だ。ちょっとした、ではすまないかもしれない。少なくとも、しょぼいのに無駄にがんばっている凡人ハルヒロにとっては大事件だ。

　全力疾走しているわけでもないのに、息が弾みそうになっている。――外。

　ああ。

「……すげっ……」

　空だ。空のようなものが見える。

「ヒョオオオオオオオオオオオオオオォォォォオ……！」ランタが奇声を発した。

「きたぁーっ……！」トキムネはタダを追い抜いたようだ。

「ははっ！」タダが笑った。

「ちょいーんっ！」キッカワはもうわけわからない。何だよ、ちょいーんって。

「クッ……ハハハハハッ……！」イヌイが悪者みたいに大笑いした。

「オーマイガッ！　オーマイガッ……！」アンナさんがおかしくなっている。

　ミモリンは外に出てすぐのところで立ち止まった。風はけっこう強い。少なくとも、ミモリンのこんもりした髪の毛をなびかせる程度には。
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　ハルヒロはミモリンの隣で足を止めた。

「こんな……――」

　こんな景色を目の当たりにして、こんな、しか言えないあたりにも、自分の凡庸さが如実に表れているように思えて、苦い。

「ふぉぉああぁぁぁぁ……」ユメは口を大きく開けている。

「……信じられない」とシホルが帽子を押さえながら呟いた。

「マジか……」クザクは目を細めている。

「これって――」メリイはふるふると頭を振りながらクザクのほうに手をのばしかけて、引っこめた。

　空だ。

　濃い青と、うっすらと赤みがかった青、紫色、オレンジ色、黄色、赤や、それらの中間色がちりばめられた空の下に、ハルヒロたちはいる。

　夕空だ。

　後ろは小高い丘の中腹にぽっかりとあいた穴で、地面をのぞくほぼ全方向に空が広がっている。夕暮れどきの空なんて、ほとんど毎日見ているのに、違う。色彩が鮮やかなのだ。いや、それだけじゃない。太陽は東から昇って西に沈むので、日が暮れるときは西の空が赤く染まる。日の出の際はその逆だ。でも、この空は。

　方角はわからないが、あちこちが赤くなっていたり、黄色くなっていたりする。

　太陽らしきものは見えない。

　まるで、さまざまな色の絵の具を撒まき散らしたかのような空だ。

　ミモリンをのぞくトッキーズとランタは草に覆われた斜面を駆け下りている。斜面には白っぽい柱のような岩が点在していた。トキムネたちも、その柱のような岩も、影を落としていないことにハルヒロは気づいた。当然、ハルヒロも同様だ。

「違う」とミモリンが呟いた。「ここは、あたしたちの世界じゃない」

「うん」ハルヒロはうなずいた。「別の世界だ」
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　黄昏世界ダスクレルム。

　アンナさんがそう命名した。

　もちろん、リーコモたちの巣の先に広がっていた別世界のことだ。

　悪くないネーミングだとハルヒロは素直に思った。リーコモも、アンナさんに名づけなおしてもらったほうがいいのではないか。

　発見初日の黄昏世界ダスクレルム探索は、始まりの丘の一帯をぐるぐる回っただけで終わった。明日は食料やら水やら天幕やらを持っていって、泊まりがけで探索を進めるつもりだ。どこかいい場所が見つかったら、キャンプ地を設営して探索の拠点にしたい。そのためには、水場くらいは確保しておきたいところだ。

　考えないといけないことはたくさんある。

　何を考えても楽しい。

　その夜、ハルヒロはなかなか寝つけなかった。かといって、例の屋台に行って一杯飲やる気にもなれない。ちゃんと睡眠をとって明日に備えないといけないのだ。寝よう。寝ないと。寝るのだ。そう思えば思うほど眠れなくて、ランタの鼾いびきがいつも以上にうるさく感じられ、頭にきて――それでも、そのうち寝入ってしまっていて、目が覚めた。

　準備をして、トッキーズとの待ちあわせ場所、悪魔の王国を抜けた先の穴へと向かった。機械仕掛けの時計は高価だから持っていないので、正確な時刻はわからないが、七時に寂さびし野の前ぜん哨しよう基地を出た。ワンダーホールの入口は基地の北西一キロのところにあるし、谷穴からムリアンの巣穴、悪魔の王国を通り抜ける時間を考えても、約束の九時には到着できるだろう。

　ウストレルにも出くわさなかったし、九時前についたはずだ。

　それから、軽く一時間は待った。

「……遅すぎだろっ！」ランタが地団駄を踏んだ。「かれこれ半日は待ってるぞ!?　日が暮れちまわあ！」

「そんなには待ってないやんかあ」ユメは半分呆あきれ顔で、半分疲れ顔だ。「……けどなあ。ほんとにおっそいなあ。昨日はちゃあんと、時間どおりにきたのになあ」

「……何か、あったのかな？」シホルが眉まゆをひそめてそっと息をついた。

「待ちあわせの前に？」メリイは左手首を見た。待ちくたびれ中とはいえ、ここはワンダーホールだ。光の護法プロテクシヨンは切らしていない。

「あぁー……」クザクはしばらく前からしゃがんでいる。「ちょっと遅れて、途中でウストレルにでも出くわした……とか？」

「ウストレルに苦戦するかな……」ハルヒロは腕組みをした。「どうしたんだろ」

「いっそ、先に行っちまうかぁ？」ランタが、ひひひ、と悪そうな笑い方をした。

「かけつけになってしまうやんかあ」ユメは頬ほおを膨らました。

「抜け駆け、ね……」ハルヒロは訂正して、首をひねった。「……あ」

「……まさか」シホルは察しがいい、というより、こういうことに考えが及ぶか及ばないかは、性格によるかもしれない。

「ん？」ランタがまばたきをしながらハルヒロとシホルを交互に見た。――馬ば鹿かでいいかげんでどうしようもないやつだけど、ずるがしこくはないんだよな。

「え？」メリイは気づいたようだ。「……まさか」

「つまり、あれっすか」クザクは穴のほうに視線を投げた。「まだきてないんじゃなくて、もう行ってる？」

「や、確証があるわけじゃないからね……？」

　ない、と思う。

　そんなことはしないだろう。ハルヒロとしては、そう思いたい。

　――が、言いきれはしない。

「まあ、トッキーズだしな……」

　何をしでかすか、読めないところがある。ぱっと思いついて、やる？　やっちゃう？　みたいなノリでやってしまいかねない。しかも、まったく悪びれずに。

「どっちにしても、行くべきなんじゃねーか？」ランタが似合わないまじめくさった顔で言った。「遅刻だとしたら、あいつらが悪い。抜け駆けしてるとしたら、あいつらはなお悪い。すでにオレらは時間を無駄にしたんだ。時は金なり、だぜ。これ以上、ここでじっとしてる理由はねーよ」

　筋は通っている。ランタのくせに。

「行きません？」クザクが立ちあがった。「待ってんの、疲れた」

　反対の声は上がらなかったし、進むことにした。

　まずは円道を通って、十七個の卵部屋を、素通りしてもいいのだが、念のため、さらっと様子だけ見てゆく。リーコモは一匹も見かけなかった。

　縦穴を下りて、リーコモの巣へと向かう。ワンダーホールは巣が多すぎる。やっぱり、何か別の名前をつけるべきなんじゃないか。そんなことを思った。

　リーコモの巣のずいぶん手前で、ハルヒロは異変を察知した。妙に騒がしい。リーコモたちは昨日も何かしゃべくっていた。でも、あのときよりずっとやかましいように感じられる。

「……なんか変だな」

　ランタは呪じゆ文もんを唱えてゾディアックんを呼びだした。

（……いひ……いひひ……いよいよ……ランタの命日か……いひひひ……いひ……）

「ぶれないよな、ゾディアックん……」

　感心している場合でもない。ハルヒロは決断を迫られた。といってもまあ、いつもどおりだ。

「おれが見てくる。みんなはここにいて。やばかったら叫ぶから、即逃げろ」

「わかった」ランタはハルヒロの肩にぽんと手を置き、唇の端に舌を出して片目をつぶってみせた。「いざってときはおまえのことは見捨てて逃げる。心配すんな」

　たしかにそうしろという意味で言ったのだが、むかつく。でも、腹を立てたらランタが喜ぶだけだ。ハルヒロはランタンを置いて忍び歩きスニーキングで偵察に出た。

　リーコモの巣の寸前で止まり、様子をうかがう。やっぱり妙に盛りあがってるなあ、という印象だ。何か原因があるのか？　それとも、リーコモたちがこれくらい騒ぐのはよくあることなのだろうか？

　ただ、騒々しいだけだ。ハルヒロは勇気を出して、巣にちょっとだけ入ってみることにした。

　えい、と入った。

　何も変わらない。何も起こらない。リーコモたちは相変わらずがなり散らしている。

　まあ、ハルヒロに気づいていないだけかもしれないが。

　というか、向こうのほうから、何かが近づいてくる。――リーコモ？

　違うようだ。

　どうも人らしい――とは思ったが、さてどうしよう、という段になると、ハルヒロは迷った。人？　誰だれ……？　ここを知っているのは、ハルヒロをふくめて十二人しかいないはずだ。普通に考えれば、その中の誰か、ということになる。ようするに、トッキーズだろう。でも、あれは――一人だ。

　たった一人。

　まだ遠いし、ここはそんなに明るくもないし、よく見えないので、どうやら人間っぽい、というくらいのことしか言えない。

　人間ではないかもしれない。人間に似た、何か別の生き物かも。やばいやつかも。それでリーコモたちが騒いでいるのかも。

「や……」ハルヒロは首を振った。

　人間だ。

　歩いてくる。というか、走ろうとしているが、走れない、といった感じだ。片足を引きずっている。怪け我がをしているのか。

　そいつは止まった。一休みしているようだ。

　ハルヒロは歩きだした。

「キッカワ……!?」

「……ハルっち」

　返事があった。やっぱりそうだ。キッカワ。キッカワだ。

　ハルヒロはキッカワに駆けよった。明るさが足りない。キッカワだということはわかるが、負傷の程度までは確認できなかった。

「どうした？　なんでここに？　何があったんだよ？」

「……ごめん」キッカワは座りこんでしまった。「ごめん、ハルっち。マジ、謝るっきゃないよ。だけど、俺……」

「いいよ。謝るとか、そういうのは。あとでいいから。……立てる？」

「……うん。なんとかね」

「そっか。一回、みんなのところに戻ろう。怪我してるんだろ」

「……たいしたことないよ。俺は……」

「メリイに治してもらわなきゃ」

　ハルヒロはキッカワに肩を貸してやった。たいしたことない。俺は。気になる言い方だ。引き返しながら尋ねた。

「トキムネさんたちは？」

「……黄昏世界ダスクレルムに行ったんだ。俺たち。朝、まだ暗い時間に出発してさ。抜け駆けした。ごめん、ハルっち……」
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「だから、それはいいって。――で？　なんでキッカワ一人だけ……」

「……行けって言われて。それで」

「それじゃわからない。トキムネさんに逃げろって言われたのか？」

「うん……あの人さ、俺のこと、トッキーズ一のラッキーマンだとか言うわけ。だからさ、俺に一人でワンダーホールに戻って……助けを呼んでこいって。ハルっちが、待ちあわせ場所にいるだろうからってさ」

「助け？」

　血の気が引いた。こんな事態は想像だにしていなかった。悪い状況だ。ずいぶん悪い。

「……損害は？」

「生きてる」

　キッカワが短く言った瞬間、ハルヒロはため息をついた。

「……俺が把握してるかぎりでは、だけどね」

「だろうな。いくらか時間、たってるだろうし……まあ、それでも、望みはあるってことだから」

「望み、かあ……」キッカワは鼻をすすった。「……くっそぉ。なんでこんな……」

　ランタたちのところまでキッカワを連れていって、メリイに治療させた。キッカワは左脚と右肩、腹にも深い傷を負っていて、けっこう危険な状態だった。

「抜け駆けなんて卑ひ怯きような真ま似ねしやがって、そのあげくだ！　ざまあねえな！」ランタは右の拳こぶしを自分の左手に叩たたきつけた。「……だからって、放っとくわけにもな……」

「……まずは、何があったのか、正確に知らないと」シホルは正しい。

「だよね……」キッカワは治療こそ終わったが、かなり血を流したのでだるいのか、地べたに座ったままでいる。「いや、もう……昨日はさ。危ないことぜんぜんなかったから、正直、ちょっと油断してたのかもしれないけど……」

「ふぬー」ユメはキッカワのそばにしゃがんで、慰めるように頭を撫なでた。「昨日はなんもいなかったけどなあ。敵がおったん？」

「おい、ユメ！　やめろ！　そんなやつにやさしくしてやることねーんだよ！」

「いいやろ！　かわいそうやねんからあ！」

「……いや、ユメ。ランタの言うとおりだよ」キッカワは顔をそむけて、そっとユメの手を振り払った。「そんなふうにしてもらう資格、俺にはないから。……敵ね。うん。いたよ。敵。問答無用だったよ。いきなりアタックしてきてさ――」

　キッカワ曰いわく、柱のような白い岩が散在している始まりの丘を離れ、やはり柱のような白い岩がもっと密集している盆地に至ったとき、敵は奇襲してきたのだという。

　相手は人型で、目のところに穴があいている白い大きな布を被かぶっていて、やたらと鋭い槍やりのような武器を持っていた。背丈は人間と同じくらいだったようだ。

　その姿を目にして、タダが「教団みたいだな」と呟つぶやいた。それでトッキーズの間では、教団員、という呼び名が定着したらしい。

　教団員たちは柱のような白い岩の陰に隠れていて、いきなりトッキーズを襲った。数はトッキーズより多かったみたいだ。しかも、不意を突かれたので、トッキーズは最初から不利だった。それでもトッキーズは奮闘して、教団員を七人殺した。残りの教団員は逃げ去った。トッキーズ側は、キッカワ、イヌイ、ミモリンが軽傷。トッキーズにはタダ、アンナさんと、神官が二人いるし、トキムネも聖騎士の光魔法で、自分の傷は癒いやせないが、仲間の怪我なら治せる。治療しておこう――となってから、彼らは気づいた。

「……光魔法が？」メリイは口のところに手をやった。

「なんだよね」キッカワはうなだれた。「……効かねーっていうか、働かない？　みたいな。光の護法プロテクシヨンもいつの間にか切れてたしさ」

「そういえば……昨日も。わたし、出てから気づいたけど。時間切れだと思っていた」

「お……」ランタが目を瞠みはった。「ゾディアックんも消えちまったよな」

「……神」シホルが囁ささやくように言った。「光魔法は、光明神ルミアリス……暗黒魔法は、暗黒神スカルヘルの力を借りて、ある現象を起こす魔法……だから」

「別世界」メリイは唇を噛かんだ。「――黄昏世界ダスクレルムには、ルミアリスの加護も、スカルヘルの悪意も、及ばない」

「んにゃあ……」ユメは両手で左右の頬ほおを挟みこんだ。「そしたらなあ、怪我してもな、メリイちゃんに治してもらえないってゆうことやんかあ。それ、めっさ大変やんかあ」

「恐怖だな……」クザクがぽつりと呟いた。最前線で身体からだを張る盾役タンクにとっては、大問題以上の死活問題だ。

「――んで」キッカワは右手を力なく持ちあげて、ぱたんと下ろした。「やっぱり、パニクっちゃってさ。さしもの俺らも。そこに、また新手が……みたいな」

「教団員？」とハルヒロは尋ねた。

「じゃなくて。いや、教団員もきたんだけどね。でかい……なんつーかなあ。白い、巨人っていうか、像みたいなさ。身体は人なんだけど、頭はライオンみたいな。大きさは……どれくらいだったかな。四メートルはあったんじゃねーかな。そんなにないかな？　三メートルくらいかも」

「白い巨人……」

「がね。三人？　三体？　かな。教団員も、わらわらと。ま、逃げるじゃん。逃げざるをえないよね。で、なんかこう、建物の残ざん骸がい？　廃はい墟きよ？　みたいなのがあって。これがめっちゃ広くてさ。そこに逃げこんだんだけど、やつらあきらめねーあきらめねー。ずっと追われて、捜されて、こっちは逃げて、隠れて……何回か、敵とやりあって、トキムネさんとかタダっちとかも怪我したりして。まあ、アンナさん以外は満身創そう痍い気味でさ」

「アンナさんだけは守るんだな。ほんとに」

「それが俺らトッキーズのアイデンティティーだからね。そこはね」キッカワは弱々しく笑った。「……それで、トキムネさんが俺に、逃げろって。助け、呼んでこいって」

「あのなぁ……」ランタが顔を手でごしごしこすった。「そんなやべー話、聞かされて、助けになんか行くと思うか？　つーかな。行きたくても行けねーだろ。誰だって、自分の身が大事なんだからよ。心情的には助けたくたってな……」

「そりゃそうだ」キッカワは上目遣いでランタを見上げた。「……あのね、ランタ。わかってんだよ、それくらい。トキムネさんだって、わかってるよ。けどさ。全滅か、誰か逃がすかっていう判断だったと思うんだよ。逃がすなら、もちろんアンナさんなんだけどさ。アンナさん一人じゃどうにもなんないし。かといって全員でアンナさん守って逃げるのは、ちょっと厳しい感じだったんだよ。それだと結局、全滅コースだからさ。で、トキムネさんとアンナさんのぞいて、怪我が軽くて、まだ義勇兵歴が浅い、俺に白羽の矢が立ったわけ。一か八かで、一人は逃がすっていうね。たまたまそれが俺だった。で、俺はマジ、ラッキーマンでさ。逃げてこられちゃったわけ。だけど俺はさ。やっぱり……なんとかして、トキムネさんたち、助けたいわけ。あの人たち、俺を拾ってくれたしさ。あの人たちといるの、俺、超楽しいし。気が合いまくりだしさ。あの人たちのこと、俺、大好きだし。だから――ありがとな、ハルヒロ。あと、メリイちゃん。治してくれて。俺、戻るわ」

　立ちあがろうとしたキッカワを、ハルヒロはとっさに押さえてしまった。待てよ、とは言えなかった。ハルヒロはまだ何も決断していないのだ。選択肢。いくつある？

　キッカワを一人で行かせる。つまり、見捨てる。

　見捨てない。一緒に行く。

　寂さびし野の前ぜん哨しよう基地に戻って人を集めてから、向かう。

　三つ目はいい案のように思えた。こうなってしまうと、せっかく発見した黄昏世界ダスクレルムが知れ渡ってしまうとか何とか言っていられない。そこはもうすっぱりあきらめて、トッキーズの救出を優先する。それはまあ、ハルヒロ個人としては問題ない。どのみちトッキーズがあっさり危機に陥るような場所なら、ハルヒロたちの手に余る。ただし、時間。

　時間がかかる。

　今から寂し野前哨基地に行って帰ってくるだけでも四時間以上、人を集めようとしたらもっとかかるだろう。義勇兵たちが出払っている時間帯なので、かなり手間どるはずだ。

　やむをえずキッカワ一人を離脱させるくらい、トッキーズは切迫していた。救助するのなら早いほうがいい。というか、急がないといけない。

　ようするに、三つ目の案をとるということは、見捨てるのと大差ないのだ。

　だから、二つに一つということになる。トキムネとアンナさんとタダとイヌイと、それからミモリンを見捨てるか、今、助けに行くか。
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　平凡でもいいから、せめてもっと果断になりたい。すぱっと決断して、仲間を不安がらせないようなリーダーになりたい。この人についていきたい、と思ってもらえるようにはなれないだろうが、まあしょうがないからついていってやるか、くらいには思ってもらえるようなリーダーになりたい。

　なかなか難しそうだ。

　あと一歩、踏みだせば、そこはもう黄昏世界ダスクレルムなのに、ハルヒロは眠そうな目をしている。いや、自分では見えないが、たぶんそうなんじゃないかと思う。間違いなくそうだ。緊張と、逡しゆん巡じゆんと、後悔と、やっぱやめようと言いたい気持ちと、そんなわけにはいかないという思いとがない交ぜになっている。こんなとき、ハルヒロはふだんよりもっと眠そうな目をしているのだ。自分でもそれはわかっている。

　もちろん、眠くはない。シホルに睡魔の幻影スリーピーシヤドーの魔法をかけられても、今なら眠気すら覚えない自信がある。

　それでいて、眠たそうな目をしている。

　締まらないことこのうえない。

「……悪いな、ハルヒロ」と、キッカワが本当にすまなそうな顔で言った。

「まーな。悪いな」ランタは、ヘッ、と鼻で笑った。「言っとくけどな、キッカワ。この貸しは高くつくぞ、おい。わかってんだろうな」

「やめえな！」ユメがランタの肩をどついた。「そういうことなあ、ゆうたらあかんやろ。キッカワ、今めっちゃきっついんやからなあ」

「……ユメっち」キッカワは涙ぐんだ。ほんとに弱っているようだ。

「魔法は……使える」シホルがハルヒロに顔を向けてうなずいてみせた。「エレメンタルを、ちゃんと感じるから……大丈夫」

「わたしは、全力でシホルを守る」メリイがショートスタッフで地面を突いた。

「俺は」クザクはクローズヘルムのバイザーを下ろした。「……みんなを守る」

「楽にいこう」ハルヒロは頭を掻かいた。「……んー。いや、なんか違うな。そんなに気を張らないでっていうか。同じか。まあ、念を押しておくけど、無茶はしない。キッカワには悪いけど、やばそうだったらさっさと撤退するつもりだしね。あと、おれらがトッキーズより有利な点だって、いくつかある」

「オレがいる！　このランタ様が……！」ランタが胸を張った。

「まず、情報がある」ハルヒロは当然、スルーした。「教団員。白い巨人。敵の存在を、おれたちは知ってる。警戒できる。廃墟までの行き方も、キッカワが覚えてる。光魔法と、これはおまけだけど、暗黒魔法が使えないことも認識してる」

「それから、オレだな！」ランタがくるっと回って変なポーズをとった。

「次に、頭数」ハルヒロはむろん、スルーした。「おれたちには、守らなきゃならないアンナさんみたいな人員はいない――っていうのは冗談としても、キッカワがいるから、一人多い。キッカワは盾役タンクなんだよな？」

「ああ。トキムネさんは盾持ってる聖騎士だけど、盾役タンクって感じじゃないんだよね。なんで、俺がメインの盾役タンク」

「じゃ、クザクと二人で、ダブル盾役タンクだ。一応、メインはクザクで、キッカワにはサブをやってもらう」

「……うぃっす」

「オッケー」

「で、有利な点、三つ目――」

「オレだろ!?」

「ああ、そうそう、おまえだよ、ランタ。いつでもおまえを捨て駒ごまにできる。これってすげー有利」

「くっくっくっ……だろぉ？　やっぱりオレ――って、捨て駒って何だぁぁっ！　オレが逆におまえを捨て駒にしてやるぜえ！　くたばれぇっ……！」

「……あと一つ、ある」と、シホルがハルヒロを指さした。「慎重な、リーダー」

「え」

　ハルヒロは目をぱちぱちさせた。――今は、眠そうな目はしていないと思う。

「ははっ。あはははっ」ずっとしょぼくれていたキッカワが、ちょっとだけ明るい笑い声を立てた。「……それは言えてる。俺ちゃんたちって、図に乗ってトントントーンっていってるときは最強なんだけど、一回つまずくとねえ。弱かったりするんだよ。ハルっちのパーティは、わりかし安定してるっぽいよね。ハルっちのテンションの低さが、プラスに作用してんじゃない？」

「どーこがプラスだよ！」ランタは吐きそうな顔をした。「マイナスに決まってんじゃねーか、辛気くせえ！　毎日葬式みてーなんだぞ！　オレの身にもなれ！」

「俺は、おかげでいやすいわ」クザクはゆったりと首を曲げた。

「わたしも」メリイは軽く片手をあげた。

「……あたしも」シホルは微笑ほほえんだ。

「ユメもやなあ。ほわぁっとしてて、むっちゃええやんかあ」

「ほわっとしてんのはユメェェェ！　ちっぱいのおまえだけだ！」

「ちっぱいゆうな！」

「悔しかったら揉もんででかくしてみやがれ！」

「おっぱいもみもみしたら、変な気持ちになるからいやや！」

「……揉んだことあんのかよ、おまえ」

「ユメのおっぱいやからなあ、もみもみしようと何しようとな、ユメの勝手やんかあ」

「そ、そりゃそうだけど、そ、そういう意味じゃなくてだな……」

「変態」メリイが冷たすぎる視線をランタに注いだ。

「……変質者」シホルはあからさまにランタを蔑さげすんでいる。

　みんな、調子が出てきたようだ。

　――まあ実際、ハルヒロの存在は少しだけ有利な点の一つだと、思ってはいたのだが。

　リーダーではなく、現役の盗賊として、偵察役としてだ。我ながら、自分の性格は盗賊向きだとハルヒロは思っている。戦闘では微妙なところだが、探索や隠おん密みつ行動の際にはそれなりに有用な人材なのではないか。

　自己評価はともかく、仲間からの評価はうれしい。やる気にも繋つながる。

「ハルっち」キッカワが籠こ手てをつけた手の甲でハルヒロの肩を軽く叩たたいた。「退却の判断は任せるし、従うからさ。今は俺ちゃんのこと、仲間の一人だと思ってよね。こう見えて、けっこう使えるよ？」

「あてにしてる」ハルヒロはキッカワの腕を拳こぶしで打った。「――よし。おれが先行する。みんなは十メートルくらい距離をとって、ついてきて。隊列はキッカワ、クザク、ランタ、シホル、メリイ、ユメで。――ユメ、後ろ、お願い」

「はいにゃっ」

　ユメの変な返事を聞いて、ハルヒロは歩きだした。

　黄昏世界ダスクレルムに足を踏み入れる。

　一見、夕空のようで、じつはでたらめな空は高く、風はやや強い。この風はちょっと厄介だ。

　キッカワ曰いわく、この始まりの丘一帯には、今日も敵はいなかったらしい。だからといって、油断は禁物だ。草が茂っている斜面にぽつぽつと立っている柱のような白い岩は、人間一人がゆうに身を隠せるほどの大きさがある。柱岩には、一方向からまっすぐ近づくのではなくて、死角が生じないように左右に動きながら接近するべきだろう。簡単ではないが、ああしないと、こうしよう、と考えながら足を運ぶのはけっこう楽しい。

　ハルヒロは普通に歩く程度の速さで斜面を下りてゆく。

　振り向くと、キッカワがうなずきながら、前方を指さした。方向はこっちで合っているようだ。

　天幕だの食料だの、重い荷物は黄昏世界ダスクレルムの手前に置いてきた。ハルヒロたちは身軽に移動できる。

　やがて地面が平へい坦たんになると、ハルヒロはある予感に駆られて振り返り、下りてきた丘の上に視線をやった。

　杞き憂ゆうだったか。丘の上に敵がいる。そんな考えが頭をよぎったのだが、何もいない。

　今回は思いすごしだったが、不用心がもとで不意討ちされるよりは取り越し苦労で気疲れするほうがずっとマシだ。念には念を入れて、取り越し苦労をしまくってやる。

　やがて柱岩がほとんど見られなくなった。

　しかし、木らしきものをまだ一本も目にしていない。この世界には木がないのか？

　ハルヒロはときおり振り向いて、進む方向をキッカワに確認する。

「……異様だな」

　低く呟つぶやいて、ふう、と息を吐いた。

　夕方くらいの明るさなのに、太陽とおぼしきものがない。

　鳥も、虫も飛んでいない。

　風の音しかしない。

　十何度目かに振り返ったとき、ハルヒロは違和感を覚えた。でも、それが何なのか、よくわからない。でも、気になる。手で合図して、皆を止まらせた。

　あたりを見まわす。――どこだ？

　何だ……？

　ハルヒロは息をのんだ。

　あれか。

　始まりの丘の柱岩だ。ぜんぶじゃない。そのごく一部だ。

　ハルヒロは目を凝らす。間違いない。

　動いている。

　柱岩が、たぶん、十個？　十本？　まあ、柱みたいだから――十本に一本くらいの割合で、じわじわと、本当に少しずつだが、移動しているのだ。

　だから何なんですか、と訊きかれると困る。あれは何なんですか、どういうことなんですか、と尋ねられても、ハルヒロには答えられない。ただ、事実として、柱岩の、少なくとも一部は、生きているのかどうかは知らないが、とにかく移動する。移動できるのだ。

「……異様だよ」

　仲間に説明するべきか？　とりあえず今はいいか。柱岩のぜんぶが移動するとなると、柱岩が目印にならないことになるのでやや困るが、そういうわけではないようだし、とくに支障はない――と思う。

　ランタが両手を上に向けて、どうした？　というように肩をすくめてみせた。

　ハルヒロは、何でもない、と首を振ってみせる。

　まずは、というか、ひたすら廃はい墟きよを目指す。できるだけ危険を避けて、トッキーズを救出するという目的以外のことは、考えるべきじゃない。

　ハルヒロは進んだ。なだらかだが、わりと起伏がある。

　高くなったり低くなったりしているところでは、柱岩をよく見かけた。どうやら、柱岩は平坦な土地を好まないようだ――と考えて、自分が柱岩を生き物に近いものと見なしていることに気づいた。

　ともあれ、柱岩にはあまり近づかないようにしたほうがよさそうだ。

　――と、決意した矢先に、犬がいた。

　唐突ではあったが、あまりにも自然に、草むらにうずくまって尻尾しつぽを振っていたし、そこまで近くもなかったので、あれ……と思っただけで、驚きよう愕がくというほどびっくりしたわけじゃない。最初はそうだった。

　すぐに、いや待て、と考えなおした。ここは黄昏世界ダスクレルム。別世界だ。犬がいるなんておかしい――かどうかはわからないが、怪しんでおくべきではある。

　まあ、よく見ると、普通の犬じゃないし。

　体格は大型犬と中型犬の中間くらいだろうか。白くて毛足の長い犬のようだが、犬かどうかも定かではない。というか、いわゆる犬ではないだろう。

　あの犬もどき、目が一つしかない。

　命名するとしたら、一つ目犬だ。

　これは足を止めざるをえない。仲間たちも止めた。さて、どうする？

　一つ目犬は伏せの体勢でこっちを見て、まだ尻尾を振っている。

　人なつっこい犬が無人の野で人間を見つけて、遊んでほしがっている。そんな様子だ。ただし、一つ目だが。

　襲ってこないのなら、放っておくべきか？　でも、あの人なつっこさがどうも引っかかる。教団員の飼い犬じゃないのか？　ハルヒロたちのことを教団員に知らせるのでは？　考えすぎだろうか。得意の取り越し苦労か？

　出方をうかがうことにした。手振りで仲間たちを呼びよせながら、一つ目犬を監視する。一つ目犬は動かない。

「……あれは初めて見たよ」とキッカワがひそひそ声で言った。「あ、でも、そういえば、教団員の目のとこにあいてた穴も、たしか一つだったし、ライオンみたいな頭の白い巨人の目も、一つだったような」

「つーことは、やつらの仲間か……？」ランタは裏切りの剣ベトレイヤーを抜こうとしている。

「……それか」シホルがおずおずと言った。「この世界の生き物は、みんな……目が一つしかないっていう、可能性も……」

「なんか、不気味」メリイはいぶかしそうだ。「尻尾を振ってるのが」

「飼い犬っぽいよな」クザクはハルヒロと似たようなことを考えているらしい。

「ここはユメの出番やんかあ」ユメが胸を叩いてみせた。「狩人かりゆうどやからなあ。ユメが近づいてみるからな、みんなは様子見てて欲しいねやんかあ」

　ユメに任せることにした。もちろん、ハルヒロたちはいつでも飛びだせるように準備をしておく。

「えへんっ」

　ユメは咳せき払ばらいをしてから、一つ目犬にゆっくりと近づいていった。ゆっくりではあるが、なんというか――普通だ。ユメはべつに、一つ目犬と目線を合わせようとするでも、手を差しむけて友好的な雰囲気を演出するでもない。それでいいのか、と思ってしまいたくなるほど、普通だ。

　一つ目犬は、一つしかないものの大きい目で、じっとユメを見つめている。

　舌を出してはあはあ息をしながら、一つ目犬は何を思うのか。

　両者の距離は、約四メートル。

「だいじょぶ、だいじょぶ」と、初めてユメが一つ目犬に声をかけた。「だいじょぶやからなあ。ユメ、なんっにもしないから」

　一つ目犬は何も答えない。ひたすらユメを凝視している。

　あと三メートル。二メートル。

　そこで一つ目犬が身を起こして、伏せからお座りになった。ユメは立ち止まりかけたが、さらに進む。腰を屈かがめて、じわじわと一つ目犬に接近しながら、手を出した。

「お手」

「お・お・お・お・お」

　声だ。口の動きからすると、一つ目犬が出した声らしい。かなり低くて、おどろおどろしい声だった。ユメはたまらず「ひっ……」と悲鳴をもらして足を止めた。

「お・お・お・お・お」

「……怖ぇーよ！」ランタは裏切りの剣ベトレイヤーを半分抜いた。

　その瞬間、一つ目犬は跳ねるように身を翻して駆けだした。

「あ……！」ハルヒロは追いかけた。「だめだ、逃がすな……！」

「オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」

　シホルはハルヒロが一つ目犬を追いはじめるのと同時か、もしかするとそれより早く呪じゆ文もんの詠唱を開始した。影のエレメンタルが飛んでいって、一つ目犬の進行方向、すぐ先の地面に固着する。一つ目犬の右前肢が影のエレメンタルを踏んだ。

「お・お・お・お……！」

　暴れても、一つ目犬の右前肢は影のエレメンタルから離れない。

「ま、待って！」ユメがハルヒロたちの前に立ちふさがろうとした。「まだなあ、逃げただけやしな、敵って決まったわけじゃないしなあ……！」

「ごめん、ユメ！」ハルヒロはユメの脇わきをすり抜けた。「――こんなとこで危険を冒すわけにはいかない……！　やっ、ていうか……」

「お・お・お・お・お・おおおおおおおおおおお……！」

　一つ目犬は暴れくるっている――だけじゃない。なんか……出ちゃってるけど？

　身体からだのあちこちから、生えている。白い、先の尖とがった骨のようなものが、にょきにょきと生えてしまっている。

「ひやあぁっ」振り返ってそれを目にしたユメが悲鳴をあげた。「こわこわこわぁっ！　あんなん、わんこじゃないやんかあ……！」

「まったくだ――」ランタがスカルヘルムのバイザーを下ろし、射出系リープアウトを駆使して一つ目犬に躍りかかる。「ぜぇぁ憎悪斬ヘイトレツドォォォ……ッ！」

「お・お・お・おおおおお！」

　一つ目犬はシホルの影縛りシヤドーボンドのせいで逃げられない。それでも身をよじった。ランタはたぶん、裏切りの剣ベトレイヤーで一つ目犬の頭をかち割るつもりだったのだろうが、ずれた。剣は一つ目犬の肩から生えている骨みたいなものに当たって、弾はじかれた。

「うぉっ、硬かてっ……!?」ランタは飛びさがった。

「俺が……！」クザクが盾を前に出して突撃する。

　クザクの盾と、一つ目犬の骨みたいなものがぶつかった。押し負けたのは一つ目犬だが、ガガッとなかなかすさまじい音がした。クザクの凧たこ形のヒーターシールドは木製で、革や金属で補強してある。それでも強度は高い。壊れはしなかったが、表面が削れた。

「つぁ……！」クザクはかまわず押しこんで、盾の脇からロングソードを突きだす。盾で身を守りながらの強突スラスト。聖騎士の基本的な戦法だ。一つ目犬は、お・お・お……と吠ほえながら、ロングソードをよけようとする。あの骨みたいなものも邪魔だが、かいくぐってロングソードが一つ目犬の身体を傷つけた。血は、赤い。

　ハルヒロは突っこまずに様子をうかがうことにした。もとより真っ向からの接近戦は盗賊の領分じゃない。

「うっしゃああーっ！」キッカワがバスタードソードを一つ目犬に叩たたきつける。一つ目犬はクザクを気にしていたので、これをまともに食らった。

「くっくっくっ……！」ランタは射出系リープアウトでびょんびょん跳んで一つ目犬の側面に回りこみ、８の字を描くように裏切りの剣ベトレイヤーを振りまわす。「我が必殺のォ！　死字斬スライスッ……！」

「おおおお・おお・おおおおおお・おおおおおお……！」

　一つ目犬はまたたく間に血だらけになった。どれだけ凶暴でも、魔法で動きを封じられて聖騎士と戦士、暗黒騎士に囲まれて斬りたてられたら厳しいだろう。

　程なく一つ目犬は倒れたが、ぴくりともしなくなるまでランタが執しつ拗ように突きまくった。残酷だが、中途半端にはできない。

「完勝……！　だな……！」ランタはバイザーを上げ、邪悪な笑みを浮かべてユメのほうを見た。「とんだ犬コロだったじゃねーか！　ガハハハッ……！」

「そんなんなあ、わんこじゃないもんっ！」ユメはほっぺたをぱんぱんにしている。

「……だけど」シホルがちらっとハルヒロに視線をよこした。「こんなのが、もし……うじゃうじゃいたら……」

「間違いなく、やばい」ハルヒロは一つ目犬の死し骸がいを一いち瞥べつした。「……足も速そうだしな。この一つ目犬の大群に追われる羽目になったりしたら、かなりきついかも」

　まずい。静まりかえっている。

「ま、まあ」ハルヒロは無理やり唇を笑わせた。「よかったよ。こういうやつもいるんだってことがわかって。わかってれば、対策は立てられるし」

　本当に立てられるのか？　今のところは何も思いつかない。――くそ。

　怖いな。黄昏世界ダスクレルム。やばすぎ。

　ハルヒロが水筒を出して水を一口飲むと、仲間たちもつられたように次々と水分を補給した。

　落ちつけ。いや、落ちついてはいる。パニックにはなっていない。

　見れば、キッカワが下を向いている。こんなことに巻きこんでしまってすまない、とでも思っているのだろう。たしかにね？　巻きこまれたって言えば、そうなのかもしれないけどさ。関かかわらない、手を引く選択もあった。こっちがそうしなかったのだ。キッカワのせいじゃない。

　自分は間違った判断を下したのではないか。

　そんな問いかけを自分自身に向かってしない日は、ほとんどない。実際に間違えたことも、何度となくある。間違ってばかりだ。

　懲りもせずに間違えつづけてきて、それでも今日があって、こんなときは進むしかないということだけはわかっている。間違えていたとしても、おくびにも出さずに進むのだ。そうしないと、みんなが途方に暮れる。

「よし。行こ――」ハルヒロは歩きだしかけて、素早くあたりに視線を巡らせた。

　やばいなあ、マジで。

　これはやばい。

「お・お・お・お……」

「お・お・お・お・お・お……」

「お・お・お……」

「お・お・お・お・お・お・お・お……」

　不気味な唸うなり声をあげながら、骨みたいなものを生やした一つ目犬が近づいてくる。

　あっちからも、こっちからも。

　ざっと見ただけで、四匹。いや――、

「お・お……」

「お・お・お……」

「お・お・お・お……」

「お・お・お・お・お……」

「お・お・お・お・お・お……」

　その後ろから、さらに五匹。ぜんぶで九匹か。――今のところは。

　これから増えないとは言いきれない。

「……うぉい、パロピルロ……」ランタのくせに元気がない。

「……何だよ、ランタニウス」そんなひどい返し方をしてしまったのは、ハルヒロも平静からは程遠いせいだろう。

「対策はどうした。あるんだろ、対策……」

「ま、まあね……」

　ない、と白状してしまえば、いっそ楽になれそうだ。ハルヒロ一人だけ楽になって、みんなは苦しむ。だめだ。これでもリーダーなのだ。

「さ、下がる」と口に出してから、それでいいのか、と迷いそうになったが、ハルヒロは逡しゆん巡じゆんを振りきった。「――円陣、組んで。下がるんだ。あ、円陣だと、下がるも何もあれか。ええと、方向はおれが指示するんで、そっちに移動。早く。組んで、円陣。急げ、ランタ、クザク、キッカワ！　ユメも、ぼやぼやしない！　シホルとメリイは中に！」

　シホルとメリイを、ハルヒロ、ランタ、クザク、キッカワ、ユメが囲む隊形になった。

　ハルヒロたちを、九匹の一つ目犬が取り囲んでいる――ものの、一つ目犬は等間隔で包囲の輪を狭めてくるわけではない。間隔があいているところを突破口にする。そっちを目指して、ハルヒロたちは進む。走りはしない。武器を、盾を構えて、一つ目犬たちを威嚇しながら、普通に歩くよりも遅い速度で少しずつ少しずつ進む。

「おらっ！　おらあっ！」ランタはしきりと叫んで裏切りの剣ベトレイヤーを振る。「よ、寄るんじゃねえ、このクソ犬ども！　ぶっ殺すぞォラァッ……！」

「いやぁーはははっ……」キッカワはまた意気消沈しているようだ。「まいったね、これ。まいっちゃったなぁー……」

「なんとかなるでしょ」クザクは強気なのか、そうでもないのか。「……たぶん」

「んにょぁぁああああぁぁぁ」ユメは合成弓コンポジツトボウに矢をつがえているが、撃っていいものかどうか、決めかねているらしい。「わんこ、嫌いになってしまいそうやあ。わんこじゃないけどなあ……」

「……こ、このまま、どこまで……？」シホルはもしかして、ハルヒロに訊きいているのだろうか。

　そんなの、答えようがない。

「やるなら、やるで……」とメリイが言った。

　――そうだな。やるか。やっちゃうか。やっちゃいますか。いいよね？　いけるかもしれないし。全力で、全開でがんばれば、勝てるかも、だし。

　かも、か。

　ハルヒロは奥歯を噛かみしめる。だめだ。かも、はよくない。仮に勝てても、誰だれかが重傷を負ったらどうする？　治療できないのだ。さりとて、このまま移動しつづけたとしても、状況が好転する見込みはあるのか？　一つ目犬たちはどう出てくる？　いつか仕掛けてくるのか？　それとも、あきらめてくれるだろうか？

　どうすればいい？

　ハルヒロは間違ってばかりだが、ここで間違うわけにはいかない。

　どうする？
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　こっち。こっちだ。こっち。こっちに。こっち――。

　方向だけ指示しつづける。

　もう、誰も、何も言わない。

「お・お・お・お・お・お……」

「お・お・お・お・お・お・お・お・お……」

「お・お・お・お……」

「お・お・お・お・お・お・お……」

　一つ目犬たちは唸っている。ときに大声で吠える。

　始まりの丘を出てから、どれくらいたっただろう。一つ目犬たちに囲まれてから、何分経過した？　何分ではきかないか。十分？　十五分？　二十分？　よくわからない。

　今、ハルヒロは眠そうな目をしているだろうか。きっとそうだ。ずいぶん眠たそうな目になっていることだろう。

　――きつい。これ。

　胸が潰つぶれそうだ。息がうまくできない。すごい汗だ。気持ち悪い。足がもつれそうだ。これでよくちゃんと歩けているものだ。我ながら不思議だ。

　ただ、一つ目犬たちは、ハルヒロたちに飛びかかってこようとしたり、下がったりしながら、ほぼ一定の距離を保っている――ようにハルヒロには思われる。だいたい、二メートルくらい。ハルヒロたちの武器が届かない距離だ。

　ハルヒロたちが動きつづけられる、という点も考えどころだろう。一つ目犬たちの包囲はたしかにばらけているが、ハルヒロたちが移動すると、それにあわせて包囲が崩れているようにも見える。

　こいつらは用心深い。臆おく病びようなほどに。簡単には仕掛けてこない。

　行く手がくぼんでいる。盆地。柱岩がたくさんある。トッキーズは柱岩が密集している盆地で教団員の奇襲を受けた。盆地には足を踏み入れたくない。

　ハルヒロは深く息を吐いた。

「――ランタ、クザク、キッカワ。三人で一匹、時間をかけないで殺せ。シホルは魔法で。暴威雷電サンダーストーム。ユメは矢。必ず当てろ。一瞬で何匹かしとめれば、こいつらは尻尾しつぽを巻いて逃げる。やるぞ。いい？　シホルの魔法を合図にする」

　こいつらは尻尾を巻いて逃げる？　保証は？　ない。確信は？　ない。でも、この場では断言するしかない。いや、断言するべきだ。だから、そうした。これでいい。

　ランタが裏切りの剣ベトレイヤーの切っ先で自分の正面にいる一つ目犬を指した。

　ユメは弓弦を引き絞った。

「ジェス・イーン・サルク……」

　シホルが呪じゆ文もんを詠唱しはじめた。

　いい感じだ。流れがいい。きっちり詰めたわけでもないのに、意思の統一ができている。こういうときはうまくいく。

「カルト・フラム・ダルト……！」

　閃せん光こう。轟ごう音おん。雷の束が落ちる。シホルは三匹の一つ目犬を暴威雷電サンダーストームの範囲に収めた。一つ目犬たちは声もあげずに吹っ飛ばされる。

　ユメが弓弦と矢から指を離す。ハルヒロは飛びだした。

「っし……！」クザクも出た。

　盾ごと突っこんでいって、ランタが指した一つ目犬をぶっ倒す。その一つ目犬はすぐに起きあがろうとしているが、そうはさせまいとランタとキッカワが殺到した。

「うぉらあああぁぁぁぁ……！」「やっちゃうよぉぉー……！」

　ユメの矢は、一匹の一つ目犬の腹に突き刺さっていた。でも、あの程度では殺せない。いい。問題ない。織りこみ済みだ。

　ハルヒロはその一つ目犬に肉薄する。あまり使わないスキルなので久しぶりだが、ここは決める。

「強襲アサルト……！」

　脳の中にある制限装置リミツターを外す――そんなイメージだ。右手のダガーで突きまくり、斬きりつけまくって、左手のサップで殴りまくる。息はしない。止めたままだ。やれ。やれ。やれ。やれ。やれ。やってしまえ……！　ハルヒロは一つ目犬を生き物とは見なしていない。物だ。殺すというよりも、ぶっ壊す。粉こな微み塵じんに破壊する。

　一つ目犬が倒れ伏しても、ハルヒロはやめなかった。ハルヒロに飛びかかってこようとした別の一つ目犬に、ユメが矢を射かけた。その一つ目犬は矢を受けて怯ひるんだ。ハルヒロは目の前の一つ目犬を壊す作業に専念しつづけた。クザクとランタは二匹目の一つ目犬にとりかかって、キッカワはハルヒロを襲おうとしてユメに矢を当てられた一つ目犬に斬りかかった。ハルヒロは視界の端というか頭の端っこのほうで状況を把握してはいたが、標的の一つ目犬を完全に壊し終えるまで止まるつもりはない。標的はやがて沈黙した。

「お・お・お・お・お……！」

　残りの一つ目犬たちが逃げてゆく。シホルの暴威雷電サンダーストームを食らった一つ目犬も、三匹のうち一匹は起きあがって仲間を追った。

　ハルヒロは息が上がっていた。身体からだに力が入らない。すさまじい疲労感だ。座ってゆっくり休みたい。というか、寝たい。一眠り、二眠りしたい。もちろん、そんなわけにはいかない。

「離れるぞ……！」

　せっかく一つ目犬どもを追い払ったのだ。見たところ、負傷者はいない。ハルヒロも疲れはしたが無傷だ。目的は達した。目的は目的でも小目的だ。大目的はトッキーズ救出。行かないと。今のうちに進むのだ。

「え、えっとお……」キッカワがきょろきょろした。

　――しまった。

　きっと、一つ目犬たちに囲まれて移動している間に、場所がわからなくなったのだ。

　ハルヒロは顔を濡ぬらしている汗を手でぬぐった。……ど、どうしよう。

　どうにかしないと。どうやって？

　何でもいい、どこでも、どっちでもいいから――いや、よくない、それはだめだ、でも、どうすれば？

「あっ！」キッカワがどこかを指さした。「あった！　あったよ！　建物の残ざん骸がい的な……廃はい墟きよ的な！　あれだ！」

　ハルヒロはそっちに目をやった。ああ。ある。本当だ。

「い、行こう！」

　どもってしまった。それがどうした。些さ細さいなことだ。気にするな。

　一つ目犬が援軍を連れて戻ってくるという可能性も考えられる。ハルヒロは一応、一つ目犬たちが逃げていった方向を気にしながら、廃墟を目指した。

　一時はしっちゃかめっちゃかになりかけたが、速いペースで歩くうちに立てなおすことができた。ハルヒロ自身のコンディションも、よくはないがそう悪くもない。少なくとも、呼吸はもう乱れていない。

　廃墟は、一言でいうと、白い。

　遠目には白い丘のように見えるが、でこぼこしているので、白い建物が立ち並んでいるのだろうとわかる。

　キッカワが言っていたように、広い。白い建物しかない街といった趣だ。

　白い街。

　トッキーズがまだあそこにいるとして、捜しだせるのか？　会えるのか？

　近づくごとに、不安は膨らむばかりだ。

　それから、この白い街を、キッカワが建物の残骸と表現した理由もわかった。たしかに、それは建物ではない。

　たぶん、途方もなく大きな白い建物が、かつて――どれくらい昔かは不明だが、そこにあったのだ。その建物は、時の経過か、何かが起こるかして、崩壊してしまった。天井や壁が落ち、砕けて、ばらまかれ、柱は折れたり倒れたりしたのだ。調度のたぐいは大半が朽ちてしまっているが、いくらかは痕こん跡せきを残していて、彫刻の破片とおぼしきもの、食器のようなものが散乱している。それらはすべて、とんでもなく大きい。

　ここはおそらく、巨人が住む建物だったのだ。

　建材が真っ白かったり、空模様が独特だったりするせいもあってか、神殿、という言葉が浮かんだ。

　巨人の神殿――だった場所。

　だとしたら、巨人の神殿跡、とでも呼ぶべきか。

　まあ、ハルヒロの想像にすぎない。見当違いかもしれないが、そんな印象を受けた。

　ハルヒロたちは、斜めになった柱と、それを支えている柱――両方とも、正確には柱の断片なのだが――を見上げていた。その間が門のようになっている。高さは十メートル以上あるだろう。幅も同じくらい。なんてスケールだ。自分がひどくちっぽけに思えて、ハルヒロは数秒間、ぼんやりしていた。いや、ちっぽけなのは間違いないのだが。

「……入……る？」シホルがこわごわと言った。

「こ、ここまできたしな」ランタのくせに、及び腰だ。「……入らねーってのも、アレだろ。なあ？　そういうアレは、アレだぞ。アレだ、アレ。何だ。微妙だろ。つまり。そう思うだろ……？」

「アレしかゆうてないやんかあ」ユメはけっこう、平気そうに見える。「それにしてもなあ。でっかいなあ。ユメな、こんなでっかいのなあ、初めて見たかもしれん」

「観光ならね……」クザクはバイザーを上げて、目をこすった。「楽しそうだけど」

「そうかも」メリイがそっと笑った。

「中のことは、さ」キッカワがすまなそうに言った。「正直、そこまで覚えてない。ごめんね。そんな余裕なかったし。でも、そんなに奥までは行ってなかったと思う。俺ちゃんがここから出たときも、たいして時間かからなかったし」

「教団員と、白い巨人、か」ハルヒロは深呼吸をした。「――いや、それだけだと思わないほうがいいな。一つ目犬もいたし」

「……実際、それだけじゃねーしな」ランタが顎あごを振って左上を示した。

　見ると、斜めになっている柱の断片の上に、何かいる。

　白い。やっぱり白い――猿？　なのか？　ぱっと見は白い被毛の小柄な猿だが、目は一つしかない。

「むにゃあ……」ユメが弓を構えかけた。「……どうしよかあ？　距離的には、当てられそうやけどなあ」

「……いや」ハルヒロは素早く首を巡らせた。「やめといて。とりあえずは……」

　一つ目猿はその一匹だけじゃない。

　あっちの柱の断片の上にも、そっちの残骸の山の上にもいる。ざっと見ただけで三匹だから、もっといるだろう。しかも、矢か魔法くらいしか届かない、高い場所に。

「キッカワ、あの猿に見覚えは？」

「……ないね。あーでも、気づかなかっただけかも。俺ちゃんたち、そのへんアバウトだからさ。なんていうの？　ガッてこなそうなやつは、無視する方針だから」

「この神殿跡――って、呼ぶことにするけど、ここの中で教団員とか白い巨人と戦ったとき、他ほかの生き物は？」

「俺ちゃんが見たのは、教団員と白い巨人だけだよ。離脱したあとのことはわかんないから、なんとも言えない」

「わかった」

　判断、判断の連続だ。慣れてはいけないと思う。慣れは油断を招く。でも、慣れないと、とてもじゃないがやっていられない。

「一つ目猿は無視する。――中に入ろう」

　隣り合わせだよな、と考えながら、ハルヒロは足を進める。生きるか、死ぬか。

　観光なら楽しそうだというクザクの言葉が脳裏をよぎった。まったくだ。こんな場所、見たことがない。想像を超えている。観光なら感動するところだ。

　ハルヒロが先行して安全を確認し、六人がついてくる。

　安全を、確認。

　――できるのか？

　精一杯やっているつもりではいる。が、自信がない。

　本当は、百パーセント、絶対に大丈夫だと請けあって、仲間たちを導きたいのだ。しかし、現実的にはできない。不可能だ。

　草を踏んで、白い破片を乗り越え、柱の断片と柱の断片の間をくぐり抜ける。柱の断片の陰には何もいないようだ。――いない、と思う。そのさらに向こうとなると、これはもうわからない。

　障害物があるたびに、その周りを三百六十度、ぐるっと回ってみるわけにはいかないのだ。そんなことをしていたらきりがない。

　八十パーセントくらいは大丈夫？　七十パーセント？　それとも、五十パーセント？

　数字でなんか表せない。まあ大丈夫だと思うんだけど。その程度の、確度とも言えないような確度だ。

　柱の断片の門を抜けると、その先は両側に大きな破片が積もって壁になっている。道ができている、と言えなくもない。

　ただ、壁といっても隙すき間まだらけだし、そこに何かが潜んでいたら、気づくのはかなり難しいだろう。

　泣きたくなってくる。でも、泣いたりしない。

　ハルヒロは、ふうっ……と息を吐いた。今、できることを最大限やろう。できないことは、どうせできない。しょうがない。

　向かって右側の壁際を、忍び歩きスニーキングで進む。武器は抜いたままだ。隙間は極力、確認する。慎重に。ただ、慎重になりすぎるな。警戒するのはいいが、怯おびえすぎてはいけない。止まるな。怖くても、怖がるな。

　一つ目猿はやはり襲ってはこない。追ってくる様子もない。

　音は？

　何か聞こえるような気がする。よくはわからない。

　壁が途切れた――というか、開けていて、四よつ辻つじみたいになっている。

　いったん皆で集まった。

「……ハルヒロくん、大丈夫？」とシホルに尋ねられた。

「え？　何が？　なんで？」

「顔色が……」

「よくない？」

「おおっ」ランタはハルヒロの顔を眺めてにやにやした。「おまえ、すげーぞ。そんなに色白だったか？　顔面蒼白じゃねーか。うひひひっ」

「ハルくん」ユメが真剣な表情でいきなりハルヒロの手をぎゅうっと握った。「大変やと思うけどな、がんばってなあ」

「……う、うん」

「頭、下がるわ、マジで……」クザクは実際、ぺこっと頭を下げた。「おっかねーっすよね。こんなとこで、一人で先に行くの。俺、できねーわ」

「そ、そう？　かな……？」

「ハル。疲れたら言って」メリイは睨にらむような眼まな差ざしでハルヒロを見た。「お願い」

「……疲れたら、ね」

「このランタ様が代わってやっからよ」

「それは断る」

「即答かよっ。なんでだよっ」

「いやあ」キッカワはランタの肩を抱いた。「言わずもがなっしょー。ねー？」

　ちょっとの間だが、皆で笑いあった。それだけでハルヒロは、少なくとも精神的には回復できた。

　単純だよな、と思う。単純なだけじゃなくて現金で、恥ずかしいやつだ。こんなことくらいで調子に乗りそうになっている。乗らないけど。それはよくない。いい気になると、失敗しそうだ。

　四つ辻の、どっちへ進むか考えながら、好きかもな――と思ったりした。この仲間のこと、好きかも。ランタは別だけど。まあでも、ぴりっとするスパイスみたいなものなのだ。おそらく。ランタはランタで、いないと困るのだろう。

　しかし、仲間が好きとか――恥ずかしいやつだ、本当に。べつに悪いことではないはずだが、なんともはや恥ずかしい。あと、自分には似合わない、ともハルヒロは思う。仲間が好きですとかさ。そういう柄じゃないよね？　なんていうかもっとこう、あらゆる意味で煮えきらない感じの人間じゃない……？

「右から行こう」

　勘ではない。たとえばトキムネのような勘のよさは、ハルヒロにはないからだ。

　ここまでハルヒロたちは、右側の壁に沿って進んできた。四つ辻を右に曲がれば、このまま右側の壁に沿って進める。それだけの理由だ。何もなければ引き返してきて、別の道を行けばいい。

　できるだけ急ぎたいが、何か手がかりがあるわけでもないし、地道に捜索するしかないのだ。そして、地道さはトキムネにはなさそうだが、ハルヒロにはある。

　またハルヒロが先行して、仲間たちがついてくる形をとった。さっきまでは正直、そうとう消耗していたが、もう平気だ。――たぶん、しばらくは平気だろう。過信は禁物だ。過信が許されるような実力など、ハルヒロにはない。

　壁の隙間が、今までより多いし、大きい。隠れるどころか、入ってゆけそうだ。トッキーズが無事なら、こういうところに逃げこんでいるかもしれない。

　二、三百メートル進んだところで、道は左に折れた。

　この先は柱の断片だの大きな瓦が礫れきだのがごちゃごちゃっとしていて、通り抜けることは充分できそうだが、見通しがきかない。明らかに危険だ。

　でも、何か音がした。

　ハルヒロは目を伏せて耳を澄ます。これは仲間たちの足音だ。それ以外の音。

「……声だ」

　おそらく、人間の声。ハルヒロは顔を上げた。振り返る。仲間たちと目が合った。みんなはまだ気づいていないようだ。

「誰だれかいる」

「俺ちゃんが先頭に……！」キッカワが駆けだして、ハルヒロを追い抜いた。

　ハルヒロは仲間たちと目を見あわせた。ここまできたのだ。どうせならトッキーズを助けたい。気持ちは全員、一緒のはずだ。

　キッカワに、ハルヒロ、クザク、ランタ、シホル、メリイ、ユメの順でつづく。キッカワは速い。急ぎすぎだ。でも、しょうがないか。視界を遮る障害物の間を縫うようにして、今は走るしかない。

「うなぁっ……！」キッカワが何か叫ぼうとして、こらえたようだ。

　仲間の名を呼びたいのだろう。自分はここにいる、助けにきたと伝えたい。でも、状況が不明だ。本当にトッキーズがいるのかどうかさえ明らかではない。叫ぶのはまだ早い。

「もうすぐだ……！」ハルヒロは声をかけた。

　前を行くキッカワに聞こえたかどうか。

　だけど、もうちょっとだ。声が聞こえる。

「――んならああぁぁ……！」

　聞き覚えのある声が。

「タダっち……！」キッカワが叫んだ。「俺ちゃんだよ、タダっち！　キッカワだよ！　皆さんのキッカワが帰ってきちゃいましたぁーっ！　しかもしかもしかもぉっ！　ハルっちたちも、ちゃーんといるよーん……！　タダっちぃぃぃぃぃぃぃぃぃ……！」

「ぐおらああぁぁ！　ずああああぁぁ！　ぬぁぐらああぁぁぁ……！」

　タダは雄叫びをあげている。返事をする余裕はないようだ。交戦中か。敵と戦っている。そんな音もする。

　キッカワが瓦礫の山と柱の断片の間を駆け抜けてゆく。ハルヒロは速度を上げてキッカワのすぐ後ろにつけた。

　見えた。――タダ。

「うぁぁぁらああぁぁぁ！　ふぁああああぁぐらぁっ！　づあああぁぁぁ……！」

　タダが戦せん鎚ついを振りまわしている。大きな白い布みたいなものを被かぶって、槍やりのような武器を持っている人型の――あれが教団員か。四人もいる。四対一。

　しかし、ずっと四対一だったわけじゃないようだ。教団員が二人、倒れている。

　それから、あのポニーテール。革のツナギみたいな服。二人の教団員のそばに横たわっている、あれは。

「イヌイさんっ……！」キッカワが一人の教団員に斬りかかる。「てめえら許さねえ！　うわあああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　これで四対二。まだタダは三人の教団員に囲まれている。タダの神官服は、それに顔も、眼鏡も、血まみれだ。

　ハルヒロは一人の教団員の背後をとった。盗賊は黙って背面打突バツクスタブ。詰めよってダガーを突き刺――さらない。

「はぁ……!?」

　ハルヒロは飛びのいた。教団員がこっちを向く。何だ、あの教団員が被っている白い布みたいなもの。あの手て応ごたえは何だ？

　教団員が槍を突きだしてくる。蠅叩スワツト。ダガーかサップであの槍を叩たたく？　いや――ハルヒロはあえてよけた。あの白い布。単なる布じゃない。だとしたら、槍だって普通じゃないかもしれない。用心するべきだ。

「刃はは……！」タダが戦鎚をぶるんぶるん振りつつ怒鳴る。「あんま通んねーんだよ！　むああああ！　ふがあああああぁぁぁぁ……！」

「マジか……！」クザクが盾ごと教団員に突撃する。

「ふーむ」ランタは急停止した。「剣が通用しねーんじゃなあ」

「あほたれっ！」ユメがランタの背中に回し蹴げりを見舞った。

「ごぇっ」ランタはユメに詰めよった。「何しやがる！」

「ナイヤガラって何やねんなあ！　わけのわからないことゆってないでなあ！」

「毎度毎度わけわかんねーのはおまえなんだよ……！」

　馬ば鹿かが馬鹿なことをやっているが、とりあえずタダ、キッカワ、クザク、ハルヒロが教団員を一人ずつ引き受けて、一対一が四つできている。いやでも、タダはたぶん、そうとうギリギリだ。せめて休ませてやらないと。

「ランタ……！」ハルヒロは教団員の鋭い突きをなんとかよける。「いいから、タダさんとスイッチしろ！　早く……！」

「しょうがねーなあ……！」ランタはタダに駆けよろうとした。

「邪魔だ、くんじゃねえ……！」タダは戦鎚で教団員の槍を払いのけ、攻める。攻める。攻める。攻めまくる。

「――だってよ！」

「じゃあ、キッカワでもクザクでもおれでもいいから、さっさと手を貸せよ……！　自分で考えられねーのか、馬鹿！」

「誰が馬鹿だぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」ランタはハルヒロに向かって槍を繰りだそうとしていた教団員に躍りかかる。「オレのことは天才と呼べ……！　大天才と……！」

　教団員はランタの裏切りの剣ベトレイヤーを右肩に食らったが、やはり斬きれない。教団員は一瞬よろめいたが、それだけだった。いや、教団員はそのあとランタのほうを向いてくれたので、それだけとは言えないか。

　ハルヒロはちょっと距離をとった。――何だ、あれ？

　あの白い布。布じゃない。もっと厚いようだ。硬くはない。やわらかい、ぐにゃっとした手応えだった。グリムガルには存在しない何か？　白い布を被っているように見えるだけで、あれはちゃんとした上着？　もしくは鎧よろいのようで、袖そでだってある。丈は長い。膝ひざ丈たけくらいか。足にはやはり白い靴を履いている。あの靴も同じ素材のようだ。

　目の部分にあいている穴。教団員も一つ目なのか？　それはまあ、どうでもいい。とにかく、あそこは弱点と言えるかもしれない。

　ユメは弓に矢をつがえている。こっちを見た。撃つ？　撃たない？　訊きいている表情だ。やあ……どうだろう。動いている標的の、あの穴を狙ねらうとなると、難しそうだ。

「……ハルヒロくん！」シホルは杖つえを両手で握りしめた。――そうか。

　ハルヒロがうなずいてみせると、シホルは杖の先でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えはじめた。

「オーム・レル・エクト・エル・ヴェル・ダーシュ……！」

　影鳴りシヤドービート、ではない。ヴヲォンッヴヲォンッヴヲォンッと生じた黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルは、一つじゃなくて、三つ。影鳴りシヤドービートの上位版、影響きシヤドーエコー。

　影のエレメンタルが絡みあうようにぐるぐる回転しながら飛んでゆく。三つとも、キッカワとやりあっていた教団員の背中にぶち当たった。その瞬間、教団員が全身をぶるるるるっと激しく震わせる。「く・あぁっ……」というような声ももれた。

「効いた……！」シホルが叫んだ。

「んがあっ……！」すかさずキッカワが、両手持ちしたバスタードソードで教団員を殴り倒した。

　斬れないなら、斬らなくていい。あの上着だか鎧だかは、衝撃をすっかり吸収してしまうことまではできないようだし、打撃を加えて加えて加えまくればいいのだ。

「やれ、キッカワ……！」

　ハルヒロが言う前から、キッカワはバスタードソードを教団員に力任せに叩きつけはじめていた。

「うぁらぁらぁらぁらぁらぁらぁらぁらぁらぁぁぁぁ……！」

　ハルヒロも及ばずながら加勢して、主に左手のサップで教団員をぶん殴った。

「オーム・レル・エクト・エル・ヴェル・ダーシュ……！」

　ヴヲォンッヴヲォンッヴヲォンッ。シホルはタダが相手にしていた教団員にも影響きシヤドーエコーを命中させた。

「余計なぁ……！」タダは戦鎚を振るって教団員の手から槍をぶっ飛ばすなり、蹴け倒たおした。それから戦鎚をガツガツガツガツ振り下ろした。「ことっ！　しやがっ！　てええええええええ！　ふぁあああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　あとの二人は全員でボコボコにすればよかった。

　動く教団員が一人もいなくなると、タダが座りこんだ。

「……くそ。つか。れた。まじ。くそ。あほ。しね。くそ。なん。だ。ぼけ……」

　何か物騒なことを切れ切れに呟つぶやいているが、声を出せる力がまだ残っているのがむしろ不思議だ。腕や脚が折れたりはしていないようだが、どんな怪け我がをしているのか見当がつかないほど、タダは全身血だるまになっている。

　ハルヒロは教団員たちの骸むくろを見下ろして、こいつらの血も赤いんだな、と思った。例の上着はどこも裂けたり擦り切れたりしていない。まったく傷んでいないようにさえ見えるが、上着の下から流れだす赤い血が地面を濡ぬらしていた。

　ランタはもう死んでいるとおぼしき教団員たちの頭を踏みにじって回っている。いたずらに死者を冒ぼう涜とくしているわけではなくて、本当に絶命しているのか確かめている――のだと思いたい。

　シホルとユメ、メリイが目を見交わした。三者三様ではあるものの、それぞれ沈痛な面持ちだ。

　クザクがクローズヘルムのバイザーを上げて、深いため息をついた。

「……へっ……」

　キッカワは奇妙な半笑いで鼻を鳴らすと、ふらふらと歩いていった。

　ポニーテール。革のツナギ。

　うつぶせになって倒れている、イヌイのもとへ。

　キッカワは膝ひざをついて、うなだれた。

「……何だよ。そりゃねーよ。俺さ、ちゃんとハルヒロたち連れて、戻ってきたのにさ。それなのに、そんなのってないよ。――イヌイさん……」
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　ハルヒロはキッカワの隣にしゃがんだ。どう声をかけたものか。迷ったが、まあどうせ気のきいた台詞せりふなんか思いつくわけもない。ハルヒロはれっきとした凡人なのだ。

　手をのばして、そっとさわった。

「あの……」

　揺さぶってみる。

「イヌイさん？」

「えっ――」キッカワがハルヒロを見て、イヌイを見て、それからまたハルヒロを見て、ふたたびイヌイを見た。「……えっ？」

「……クッ」イヌイが少しだけ頭を動かして、眼帯をしていないほうの目でハルヒロを見上げた。「――なぜわかった……？」

「や、わかったも何も、微妙に身体からだ、動いてたし。息はありそうだなって」

「ええええぇぇぇぇーっ!?」キッカワは中途半端に跳びあがって、尻しり餅もちをついた。「嘘うそ、嘘、うっそぉぉぉぉぉぉん……!?　俺ちゃん、てっきり死んじゃってるかと……」

「い、生きてんの……？」クザクはまだ半信半疑らしい。

「しゃべるくらいだから、生きてんだろ……」ランタのくせに呆あきれているようだ。

「……あたしも、死……亡くなってるのかと……」とシホルが気まずそうに呟いた。

「うん……」メリイがうなずいた。

「なあ」ユメは目をまん丸くしている。「そやけど、あれやなあ。イヌイん、めっちゃうまいってことやんなあ。死んだふり」

「はっ……」タダが地面を蹴けった。まだ肩で息をしている。「そんな。くらい。でっ。くたばっ。るっ。タマかよっ。そいつ。がっ」

「クッ……」イヌイはいつものように喉のどを鳴らした。「我が独眼流の秘奥義……〝死せるイヌイ、生ける盆暗を走らす〟……」

「ようするに、死んだふりじゃねーか！」ランタが中指を立てた。

「しぶといっ、やつ、なんだよ、そいつはっ……」タダの身体がぐらっと揺れた。「人、一倍、昔、か、ら……」

「あ……」ハルヒロは慌てて立ちあがった。「タ、タダさん……!?」

　タダはひっくり返るようにして倒れてしまった。

「うわわわわっ……!?」キッカワがカエルみたいな姿勢でタダのほうへと向かう。

　イヌイは起きあがろうとしたが、難しいようだ。「……う、動けん……クッ……」

　どうやら、イヌイも無事なわけではなくて、やむをえず最終手段として死んだふりをしていたようだ。

　結局、白目を剥むいて失神したタダが目を覚まし、イヌイがどうにかこうにか身を起こせるようになるまで、ハルヒロたちはその場にとどまるしかなかった。

「……僕とイヌイは、囮おとりだ」と、覚かく醒せいして水を飲み、どうにか人心地がついたらしいタダが語った。「アンナさんを守るには、こうするしかなかった。ミモリは脚をやられて、走れなかったしな。僕とイヌイが敵を引きつけて、その間に、トキムネがアンナさんとミモリを連れて安全な場所に身を隠す。……まあ、どこも安全とは言えねーけどな」

「じゃあ、トキムネさんたちの居場所は……」ハルヒロはため息をつきかけてこらえ、逆にそっと息を吸いこんだ。「わからないってことですね」

「あいつらと別れたところまでは戻れる」

「充分ですよ」

　ハルヒロは自分でそう言っておきながら、充分だとはまるで思っていない。ただ、気休めもときには必要だ。タダもイヌイも、致命傷こそ負っていないようだが、万全には程遠い状態なのだ。

「おまえ、意外と……」タダは何か言いかけて、やめた。「――いや。僕とイヌイはいくらか敵を撒まいた。途中でそいつらと出くわすかもな」

「白い巨人とか、ですか」

「ああ。あれはのろいが、でかいから、一発食らったらたぶん、終わりだ」

「他ほかには？」

「キッカワを逃がしたあと、剣と盾を持った教団員に襲われた。そいつは要注意だ」

「……クッ」イヌイが唇をゆがめた。「やつの剣は……かすっただけで、痺しびれる。剣で受けても、ばちんっ……とくるぞ……クッ……」

「お？」急にランタが真顔になった。「いいな、それ。その剣。欲しいな。そいつやっつけたら、剣はオレがもらうからな。いいよな？」

「……無駄に逞たくましいやつだな」さすがのタダも若干ひいている。

「いいけどさ……」ハルヒロは、今度はこらえずにため息をついた。「おまえが自分でやっつけろよ。そうしたら、剣でも何でも勝手におまえのものにすればいいだろ」

「よぉーし、約束だからな！」ランタは全員を見まわした。「オレがそいつを倒したら、剣はオレがもらう！　ま、おまえらが倒しても、オレがもらうけどな！　どっちにしても、その剣はオレのもんだ！　決定……！」

　みんな、げっそりしているが、ランタはモチベーションが上がっているようだから、これはこれでいいか。というか、放っておくしかない。いっそ、その剣持ちと華々しく相討ちにでもなってくれたら、ランタのために泣いてやってもいいのだが。

　タダとイヌイは、自力で歩くことはどうにかできても、走るのはほとんど無理だ。メリイがつらそうにしている。神官にしてみれば、さぞかしもどかしいだろう。

　速度を二人に合わせないといけないので、進むペースはどうしても落ちる。撤退しないといけない局面になったら、厳しい判断を迫られそうだ。

　でも、そうなったときにどうするか、ハルヒロはすでに決めていた。

　申し訳ない――ではすまないが、タダとイヌイは置いていくしかない。キッカワが残ると言いだしたら、好きにさせる。タダとイヌイに時間を稼いでもらって、ハルヒロたちは逃げるのだ。

　もちろん、そんなことはしたくない。そうせざるをえないような事態に陥らないことを、ハルヒロは心の底から願っている。

　いくら本気で、真剣に願っても、そうなるときはなる。なってしまってから、ああでもないこうでもないと考えるのでは遅い。だから、あらかじめ決めて、用意しておく。

　そのときは、非情にならないといけない。必ずなれる。そう思わなければいけない。思いこんで、必要ならそれをやるのだ。

　タダとハルヒロが並んで、クザク、キッカワ、ランタ、シホル、メリイ、イヌイ、ユメという並びで進む。

　タダは相変わらず血だらけだが、痛がったり、立ち止まったりすることはない。我慢強い男だ。あまり無理をしないほうが、と言いたくなるが、状況が状況だ。無理をしないわけにもいかないだろう。

　見通しの悪い道をしばらく直進して左に曲がると、瓦が礫れきが屋根のようになっていた。タダはその屋根の下に入っていった。

　屋根といっても、あちこちから光が射さしこんでいる。暗くはないが、圧迫感があって息苦しい。瓦礫が行く手を遮ったり、道を隔てる恰かつ好こうになっていたりして、入り組んでいる。迷宮みたいだ。

「ここで教団員を何人も撒いた」タダは左手の人差し指で眼鏡を押しあげた。「まだいるかもな。せいぜい気をつけろ」

「……これ、道わかります？」

「なんとなくな」

「……なんとなく……」

「タダっちは方向感覚ばっちりだからさ」キッカワが陽気に言った。「ジョーダイブだよ、ジョーダイブ！　クソオラー！　あれ？　これわかりづらい？　おそらくー！」

　そんな、おそらくとか、明るく言われても――と思わなくもなかったが、しょんぼりしているキッカワよりはいい。いい、のか？　微妙だ。

　タダの案内を頼りに、瓦礫の迷宮を歩いた。右に曲がったり、左に曲がったり、回れ右したりして、歩いた。――回れ右？

「あの、タダさん」

「何だ。手短にすませろ。僕は今、忙しい」

「……じゃあ、単刀直入に訊ききますけど、迷ってません？」

「僕が？　迷う？」

「や……違うなら、いいんですけど」

「そのとおりだ」

　全員、止まった。

　時間まで止まったように思える。美しいまでの静止だった。

　いや、ぜんぜん美しくない。

「迷った」タダは戦せん鎚ついを肩に担いで、なぜかいやそうな顔をした。「迷って何が悪い？」

「……開きなおった……」シホルが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「そうじゃない」タダは舌打ちをした。「僕は開きなおってなんかねーよ。そもそも僕には開く必要も直す必要もないのに、開きなおるっておかしいだろ？」

「イヌイさーん」

　タダの突飛な理屈につきあっていたら頭がおかしくなってしまう。ハルヒロは後ろのイヌイを振り返った。

「道、わかりません？」

「クッ……」イヌイは指を二本立ててみせた。「いつでも、道は二つある……」

「……ああ」メリイは目をつぶって天井を仰いだ。

「うにょお……？」ユメは、ごくっ、と唾つばをのみこんだ。「その心は……？」

「己の心に尋ねること……」イヌイは遠くに目をやった。「……あるいは、風に尋ねること。道はいつだって、この二つだ……クッ……」

「かぁーっ」キッカワはガッツポーズをした。「かぁーっくいーっ！　さっすがイヌイさんは言うことが違うよなぁーっ。最高っ！　意味はわかんねーけど！　あははっ」

「己の心に、か……」ランタはランタだけに、何か感じ入るものがあったらしい。「そうだな。そうだよな！　それっきゃねーんだよ！　パルピロォッ！　おまえもごちゃごちゃぬかしてねーで、そうしてみろ！」

　己の心に尋ねたら、殴りたい、という答えしか返ってこないし、そんなことをしても何の役にも立たないし、ようするに己の心に尋ねたりしている場合ではないということだろう。瓦礫迷宮の中は風もほとんど感じないし、そもそも風は返事をしてくれない。風が返事をしているように聞こえたとしたら、それは空耳だ。

　もっとも、これはそもそも風の音ですらないので、空耳ではないだろう。

　かつ……かつ……かつ……。

　何か硬いもので硬いものを叩たたくような音だ。

　ハルヒロが警告を発する前に、それは前方の角から飛びだしてきた。

「――教団員……！」

　いや、ただの教団員ではない。槍やりじゃなくて、まるで鏡のような盾と、少し紫っぽい光沢を帯びた剣を持っている。あの、かつ、かつ、という音は、どうやら上着の下から出ている鞘さやのようだ。その先が瓦礫に当たって音を発していたらしい。

「おまえかよ……！」

　タダが振りおろした戦鎚を、剣持ちは盾で受け流す。剣持ちが剣を突きだした。タダはすかさず跳びのいたが、踏ん張りがきかないようで体勢を崩してしまった。庇かばいたい。でも、盾まで持っている相手だ。ハルヒロでは。

「俺ちゃんが……！」キッカワが文字どおり剣持ちに飛びかかった。

　ジャンプして、大上段からの斬きり下ろしだ。

　剣持ちは盾でキッカワのバスタードソードをがっちり受け止めた。間髪を容いれず、突きを繰りだしてくる。タダにやったのと同じ攻め方だ。キッカワもそれは見越していたようで、剣持ちの剣をバスタードソードの根元近くで器用に払った。ゾォンッ――というような不快な音がした。

「だっ……つ……っ!?」

　キッカワは全身を震わせて、バスタードソードを取り落としかけた。武器を落とさなくても、隙すきはできた。

　剣持ちが再度、突く。キッカワはよけられない。バスタードソードで防ぐこともできない。食らった。

　左胸だ。

「おぅぶっ……」

　キッカワはまた震えて、突き倒された。戦士らしく、キッカワは板金の鎧よろいを着ている。その胸甲は、貫かれはしなかったようだが、そうとうへこんでいた。

「く……キッカワぁぁぁ……！」タダが体勢を立てなおして、戦鎚を振りまわす。攻める。間断なく攻める。

　剣持ちがタダの戦鎚を盾で防御しているうちに、こっちの迎撃態勢が整った。

「俺が前、出るんで……！」クザクが盾で身を守りつつ、タダと入れ替わる。

「剣！　剣！　剣！　剣……！」ランタは、剣持ちの盾を持っている手のほう、左側面に位置どるつもりらしい。

　ハルヒロは右側面から背後をうかが――おうとしたのだが、思いとどまった。

「――ハル……！」とメリイに名を呼ばれたからだ。

　振り返る。後ろか。

　後ろからもくる。教団員。あっちは槍持ちだから、普通の教団員みたいだ。ただし、一人じゃない。二人――いや、三人か。
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　これはまずい。まずすぎる。槍持ちの教団員四人ならいけるが、剣持ちが一人いて、こいつが厄介だ。挟み撃ちにされようとしているので、タダとイヌイを置いて逃げる、という手も使えない。――あれ？　詰んだ……？

　一瞬とはいえ、思考停止に陥りそうになったことを、ハルヒロは深く恥じた。

「オーム・レル・エクト・エル・クロム・ダーシュ……！」

　シホルが杖つえの先でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを唱えた。黒い霧のような影のエレメンタルがぶわあぁっと噴きだして、新手の教団員たちめがけて、飛んでゆくというよりも流れてゆく。あれは睡魔の幻影スリーピーシヤドー――じゃない。

　その上位版、睡魔幻影霧シヤドーミストだ。

　黒い霧は教団員たちの上着の穴や裾すそ、袖そでに、吸いこまれるように入りこんでいった。

　でも、効くのか。

　睡魔幻影霧シヤドーミストも睡魔の幻影スリーピーシヤドーと同じで、対象に強烈な眠気を催させる、ようするに眠らせる魔法だ。ただし、くるぞ、と身構えている相手には効果を及ぼしづらい。こっちに気づいていない、魔法をかけられると思っていない相手でないと、なかなか眠らせられないのだ。そんなわけで、用途は限定される。今のように、こっちが攻められている場合は、基本的には使えない魔法だ。シホルだって、当然、そんなことはわかっているだろう。というか、シホルが一番よくわかっているはずだ。

　それなのに、シホルはあえて睡魔幻影霧シヤドーミストを選択した。シホルらしくないが、一か八かの大博奕を打ったのか。

　教団員たちがふらついて、ばたばたと倒れた。

「……影響きシヤドーエコーが、すごく、よく効いたから……」シホルはなぜか頭を下げた。「……ごめんなさい……！　それで……影魔法ダーシユマジツクに弱いのかと思って……！」

「いや!?　そ、そこは謝るとこじゃないよね……!?」ハルヒロはつい声をうわずらせてしまった。「すごいよシホル！　魔法使いの鏡！　めちゃくちゃ助かった……！」

「……や、やめて……」シホルは縮こまった。「ほとんど、偶然だし……」

「クッ……」イヌイはのんきに眼帯の位置を直した。「いい女だ……」

　いいけど、いや、よくない――その脈絡がない感じ、ほんとやめて？　抗議したい。うちの大事な魔法使いに手を出すな的な、しかも、よりにもよってあんたみたいなわけのわからない男は絶対に許さない、認めないみたいな、そんなことを言う権利がハルヒロに果たしてあるのか、まあ、ないとは思うけど的な気持ちもあったりする。が、もちろん、それどころじゃない。イヌイには釘くぎを刺しておきたいが、あとまわしだ。

「ユメ！　イヌイさん！　教団員が目を覚ます前に始末する……！　タダさん、クザク、ランタは剣持ちを押さえて……！　キッカワ、大丈夫か……!?」

「……な、なんとか……！　いってぇーけど、痛いだけかな……!?」

「よし……！」

　ハルヒロは駆けて、折り重なるように倒れている教団員の一人に襲いかかる。最小だ。最小の時間で、確実にしとめる。それにはここだろう。ここしかない。

　穴だ。

　目のところにあいている穴に、ダガーを思いっきりぶちこむ。ひねって抜いて、もう一度、突き入れた。

「ふにゃちゃあぁっ！」ユメも別の教団員の目穴に剣けん鉈なたをぶっ刺した。

「クッ……！」と、イヌイも。

「油断！」ハルヒロは教団員に馬乗りになって、さらにダガーを突っこむ。「――するな、動かなくなるまで……！　確実に、殺す……！」

　四回。五回。

　教団員はぐったりしている。いくらなんでも起きあがってきそうにない。死んでいる。殺した。

「これ」ユメが教団員が持っていた槍をつかみあげた。「ひょっとしたら、使えたりするかもなあ……!?」

　ハルヒロはダガーをしまいながらうなずいて、自分の手で殺した教団員の槍を拾う。イヌイもニヤッと笑って剣を鞘に収め、槍を持った。

　クザクたちは三対一でも苦戦している。剣持ちの剣のせいだ。あれはタチが悪い。シホルの魔法も、味方に当たってはまずいので使いづらいだろう。

　じゃあ、六対一ならどうか。

　ハルヒロとユメ、イヌイは、クザクたちの後ろから槍で剣持ちを狙ねらった。剣持ちの剣で槍を払われると、ゾォンッとすごい衝撃がきて、脳まで震える。でも、前にクザクらがいるし、槍は長いので、反撃を食らう心配はほぼない。

　ハルヒロたちにじわじわ、ちくちく攻められながら、剣持ちはそれでも善戦した。やつは槍の代わりに剣と盾を持っているだけじゃない。たぶん、普通の教団員よりも格が上だ。流れるような身のこなしが軽やかで隙がないし、剣と盾の扱いもうまい。聖騎士のクザクより、ずっと、何倍も巧みだ。

　そうはいっても六対一で、こっちは余裕があるし、剣持ちは片時も気を抜けない。そして、ハルヒロは盗賊の習性で、虎こ視し眈たん々たんと機会をうかがっていた。

　あのぼんやりと光る線のようなものは、誰だれにでも見える。ざっくり言ってしまうと、確率の問題だ。百回、千回、一万回、同じことを繰りかえしていれば、誰だって上達する。こうすれば成功する、という道筋が見えるようになる。ある条件、状況で、確信を持てる道筋というものが、自然とできてくる。その道筋がある形で――たとえば線として見えるのが、百回に一回か、千回に一回か、一万回に一回なのか。

　いずれにしても、確率だ。

　その確率を上げるには、試行回数を増やすしかない。たとえ確率が上がらなくても、試行回数が増えれば増えるだけ、成功の数も増える。

　イメージして、狙いつづける。飽きずに、ある意味、淡々と、それでいて執しつ拗ように。

　狙っていればチャンスらしきものは数秒間に一度はある、その中から本物のチャンスを見極めるのだ。

　特別な才能なんかなくても、これだけ延々と同じことを繰りかえしていれば、あの線が見えたりする。――ほら。

　きた。

　見えたら、ためらわないことだ。考える必要はない。恐れなくていい。ただやるだけでいい。やりきれ。

　ハルヒロは剣持ちの背中に組みついて、逆手に持ったダガーを目のところの穴に突っこんだ。抜いて、すぐに飛び離れた。

　剣持ちは振り返ろうとしたが、ランタやクザク、タダに滅多打ちにされて倒れ伏した。

「うっほほほー！」ランタが喜び勇んで剣持ちにとどめをさそうとする。

「どけ、猿。よっこい――」タダがランタを押しのけて戦せん鎚ついを振りかぶり、剣持ちの頭に叩きつけた。「せ……！」

　ぐちゃっと潰つぶれた。

　ハルヒロはざっと四方に視線を走らせた。教団員はぜんぶ片づけた。現時点では増援もないようだ。

　ハルヒロは今、眠そうな目をしているはずだ。いつものとおり。

　それでいい。

「みんな、お疲れ。早く移動しよう。キッカワ、動けるよな？」

「……動けるけどね？」キッカワは具合を確かめるように左腕を振っているが、ちゃんと立っているし、まあなんとか大丈夫そうだ。「もうちょっと、こう……なんていうかさー。いや、そこがハルっちの味なのかもしれないけど、あんなふうにズバッと決めたらテンション上がったりするもんじゃない？　ワーイって喜んだりとか」

「ワーイ」

「そんなに感情こもってないワーイ、俺ちゃん初めて見たよ!?　激レア系のワーイだと思うよ!?」

「こういうやつなんだよ！　つっまんねー人間なの！　こいつは！」ランタは剣持ちの手から例の剣を奪いとった。「――ぐひょひょひょひょ……！　剣ゲーットッッ！　当たるとビビビッと痺しびれることから、雷剣ドルフィンと名づけよう……！　イェーイ！　イエスッ、イエスッ、イエスッ！」
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「雷剣ドルフィンか」タダは左手の人差し指で眼鏡を押しあげた。「わりといいな」

「……よくないと、思う」とシホルが呟つぶやいた。

「どこがよくねーんだよ!?」ランタはシホルに食ってかかった。

「ドルフィンって、イルカでしょ」メリイはランタを軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見ている。「どう考えても、変」

「ああ!?　ドルフィンがイルカとか、誰が決めた!?　オレの中ではドルフィンはただかっこいい言葉に分類されてて、だから雷剣ドルフィンはかっこいいんだよ！　ドーンッ！　どうだ……！」

「何でもいいから行くぞ」

「おまえはもう少しつきあえ、パルピロォォォォオ……！」

「や、おれ、つまんない人間だし、無理」

「わかった、前言撤回、おまえはおもしろい！　だからつきあえ！　つきあってくれ、頼むから！」

「うるせーな。つきあえつきあえって、おまえ、おれのこと好きなの？」

「すっ、好きなわけねーだろ!?　アホかあぁぁぁぁっ！」

「あぁー」ユメはにやにやした。「顔ぉー真っ赤っかやんかあ。なぁーんかあれやなあ。あやしいなあ」

「赤くなんかなってねーよ！　つーか、兜かぶとのバイザー下ろしたままなんだから、オレの顔が赤いかどうかなんてわかるわけねーだろ！」

「ゆってみただけやんかあ。そやって全力で否定するのがなあ、またあやしいやん？」

「……あのー」クザクはバイザーを上げて、視線で先を示した。「マジでそろそろ、行きません？」

「クッ……」イヌイがシホルに向かって手をさしだした。「なんなら、俺がエスコートしてやろう……」

「……いえ」シホルはあとずさって首を振った。「……間に合ってます。あなた、死にかけてますし……」

　イヌイは崩れ落ちて、しばらく起きあがってくれなかった。
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　タダは弱音を吐いたり表情を変えたりはしないが、息が乱れている。つらそうだ。

　イヌイに至っては、シホルの杖つえをつかんで、引っぱってもらって歩いている。最初は肩を貸せとか手をつなげとか要求していたのだが、シホルがにべもなく断ると、それではせめて――とイヌイが懇願するもので、とうとうシホルも折れた。半分くらいは演技だとしても、イヌイもきついことはきついはずだ。

　キッカワはどうやら肋ろつ骨こつが何本かイッているらしい。動くとたまに痛むようだ。

　ハルヒロたちは依然として瓦が礫れき迷宮の中をさまよっている。入ったところまで戻ろうとしてみたが、かえってわけがわからなくなった。

「……アンナさんがいればなー」とキッカワがぼやいた。「アンナさんは趣味と実益かねてズーチー作ってくれっからさあ。こういうときは助かるんだよねえ……」

「あの地図で……？」ハルヒロはつい尋ねてしまった。

「読み方があるんだって」キッカワは強弁した。「読み方さえ覚えれば、なんとかわかるんだって。たまに間違ってたりもするけど、そこがまたいいんだって」

「よせ、キッカワ」タダが、ふっ、と笑った。「アンナさんのすばらしさは、僕らだけが理解してればいい」

「同感、同感。おまえらだけでやってろ……」とランタが投げやりに言った。

　疲れているのだ。心身ともに。

　ハルヒロは立ち止まって、天井を見上げた。

「――……そっか」

「え？　何すか……？」クザクも天井を仰いだ。

「待ってて」ハルヒロは仲間たちの返事も聞かずに、瓦礫が積み重なってできた壁をよじ登りはじめた。

　天井といっても、一枚の板ですっかり覆われているようなものではない。空くう隙げきはいくらでもある。大きな隙すき間まなら、通り抜けられなくもない。

　出っぱりや窪くぼみだらけなので、登るのは難しくなかった。ただ、簡単に崩れてしまいそうなので、その点には気をつけないといけない。

　空隙に身体からだを滑りこませて、登る。登る。下を見ないで、上を目指す。

　出た。

　天井の上だ。

　足場が斜めなので、立ちあがるのはちょっと怖い。しゃがんだ姿勢のまま、ハルヒロはあたりを見まわした。

「……入ってきたのは――どっちだ？　うわ。よくわかんねー……」

　上に出られれば、現在位置を把握したり、戻るのならその方向が判明したりするかと思ったのだが――実際にやってみると、瓦礫の山の中にぽつんとたたずむ自分を見つけただけだった。

「……だめか」

　いや、でも、落ちこむな。だめなのは今に始まったことじゃない。だめな状態が普通で、常にどん底にいるのだ。最初から落ちるところまで落ちている。あとは上がるしかない。

「後ろ向きまくってたら一周してて前、向いてました、みたいな思考だけど……」

「――ハルヒロォォォォ……！」と、ランタの声がした。

「はいはい……」ハルヒロはため息をつき、下に向かって叫んだ。「今、戻る……！」

「何かわかったのかよ……!?」

「完全に迷ってるってことはわかったかな……」ハルヒロは呟いて、下りようとした。

　なぜ自分が思いとどまったのか。判然としない。

　ただ、何か気になった。その何かとは何なのか……？

　ハルヒロは立ちあがった。

「おっ……と――」

　ふらついて、ひやっとした。何か支えになる、寄りかかれるものが欲しい。見ると、少し離れたところに、ちょっと傾いた浅いコップのようになっている場所があった。

　そこまで行くには、ゆうに一メートル以上ある空隙を跳び越えないといけない。迷ったが、ハルヒロは思いきって跳んだ。まあ、距離的にはまったく問題ない。無事、そのコップに到達することができた。

　何だ？　何が気になった？　何か聞こえた？

　それとも、何か見た……？

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉい……！　ハルヒロォッ！　てめこの……！」

　ランタがまた叫んだ。ハルヒロは、黙ってろ、と怒鳴りつけようとして、やめた。

「あっ……」

　近くはない。

　遠い。

　ほぼ豆粒大だ。

　百メートル以上離れている。

　方角はわからない。そもそも東西南北が不明だ。ともかくハルヒロから見て、左前方。まるで塔のように瓦礫が積みあがっている。

　その中腹あたりだ。

　動いている。形まではわからない。でも、瓦礫はだいたい白くて、あの豆粒は黒っぽく見える。

　一、二、三。

　数は、三。

　――三。

　トキムネ、アンナさん、ミモリンで、三人。

　ハルヒロは手を喇らつ叭ぱにして呼びかけようとした。すんでのところで自制した。――やばいか？　やばいかもしれない。瓦礫迷宮にはまだ教団員やら何やらがいるものと考えるべきだろう。ハルヒロの声を、下にいる教団員やらが聞きつけるかもしれない。

　ハルヒロは空隙に顔を突っこんだ。

「見つけたかもしれない。トキムネさんたち。はっきりとは見えないけど……」

「――何ぃぃぃぃ……!?」

　さて、どうするか。

　瓦礫迷宮の中を進んで塔を目指すのは、何しろ迷宮なだけにそうとう骨だ。ただ、ここまで上がってくるのも、身軽なハルヒロにとってはそう難しくないが、重装備のクザクやキッカワはかなりの苦労を強いられるだろう。全員、上がったとしても、果たして塔まで行けるのか、という問題もある。道があるわけではないし、平らですらないのだ。

　いずれにしても、やってみない手はない。女性陣をどうにかこうにか先に上げて、それからイヌイ、タダ、クザク、最後はランタだった。

　手間どったが、上がることはできた。

　塔にはやはり誰だれかいるようだ。目のいいユメは人間が三人いると断言した。距離は、百メートルどころか二百メートル以上あるとのことだ。

　ハルヒロが先行して、足場にできそうな瓦礫を探しつつ、少しずつ進む。多少遠回りになっても、通りやすさ優先で経路を選ぶことにした。仲間がついてこられないと、どうしようもない。

　十メートル前進するのに、下手をすると五分も十分もかかる。ハルヒロはわりと平気だが、仲間たちは焦じれているようだ。それはそうか。ハルヒロは経路選びに集中しなければならないし、集中できるが、皆はついてくるだけなのだ。誰だって余裕があると、余計なことを考えてしまう。

　ハルヒロは右足をのばし、瓦礫を踏んで感触を確かめた。いけるか。いや、ぐらぐらしている。右足を左にずらして、別の瓦礫を踏んでみる。ここは大丈夫そうだ。

「ランタ」

「ああ？　何だよ」

「裏切りの剣ベトレイヤーはどうした」

「捨ててきた。いらねーだろ。あんなもん。オレには雷剣ドルフィンがあるんだからな。持ってたって荷物になるだけじゃねーか」

「……もったいないなあ」とユメが言った。ハルヒロにはユメのほうを見るゆとりはないが、きっとほっぺたを膨らましていることだろう。

「俺ちゃんはステキだと思うね。ランタのそういうとこ。ランタ、かっこうぃーっ」

「おまえはよくわかってんな、キッカワ。さすがオレの見こんだ男だけのことはあるぜ」

「……いつ、見こんだんだか……」とシホルが呟つぶやいた。

「今だろ？」ランタは平然と答えた。

「ある意味、うらやましい」メリイの声は冷たすぎて、これっぽっちもうらやましそうじゃない。

「それはちょっと思うな……」クザクがぼそっと言った。

「本気？」メリイは不愉快そうだ。

「アンナさんだな」タダが不意に言いきった。「あれはアンナさんとトキムネとミモリだ。間違いない。僕にはわかる」

「ああ……」イヌイも同意した。「そのとおりだ……クッ……」

　そうだといい。

　でも、ぬか喜びはしたくないし、感情的になって集中を乱したくもないので、まだそうだとは思いたくない。

「ハルヒロ」

　いきなりタダに呼ばれたので、足を踏み外しそうになった。――そういうのはやめてよ。言いかけて、まあいいかと思いなおした。

「何すか」

「おまえ、意外といいリーダーだな」

「……そんなことないっすよ」

「テントウムシみたいに地味だし、トキムネほどじゃないけどな」

「でしょ」

　よくわからない返事をしてしまった。というか、テントウムシみたいに地味って何だよ。意味不明だ。タダだからしょうがないか。

　評価されて、悪い気はしない。ただ、それよりも、こそばゆいような、やめてくれよ、と言いたくなるような気持ちのほうが強いかもしれない。

　できるだけいい働きをしたい、仲間や縁のある人のために最善を尽くしたい。そうした思いはあるが、ハルヒロはとにかく目立ちたくないのだ。自分はどうもそういう人間らしいということが、ようやくわかってきた。地味で何が悪い。地味でいい。地味は最高だ。ずっと地味でいたい。

　べつに眠いわけじゃないが眠そうな目をして、ハルヒロは塔への適切な経路を探しつづける。

　まだ遠いな、なかなか近づかないな、と人並みのことを思う。何しろ人並みだからしかたない。

　ただ、やめはしない。放り投げない。あきらめなければ一歩か、まあ半歩くらいずつは進むことはできる。ときに後戻りしても、また進みなおせばいい。

　地味に、地道に。

「手、振ってるなあ」とユメが言って、両手を振り返した。「三人とも、だいじょぶみたいやなあ」

　ハルヒロも目を凝らして、塔のところで手を振っている三人の姿を確認した。いや、手を振っているのは二人だけだ。トキムネと、アンナさん。ミモリンは腰を下ろしたまま動かない。ミモリンは脚をやられたとか、タダが言っていた。怪け我が、そんなに重くなきゃいいけど。あそこにいるくらいだから、動けないというほどではないはずだ。

　今、行く。

　もうすぐ行くから。

　いや、まだまだかな？　でも、そのうち行くから。

　あと五十メートルくらいだろうか。

「タダ……！　イヌイ……！　キッカワ……！」アンナさんが、こらえきれなくなったのだろう、小さな身体をのびあがらせて仲間の名を口にした。

　タダが左手の人差し指で眼鏡を押さえながら、黙って戦せん鎚ついを振りかざした。

「クッ……」イヌイは――涙ぐんでないか……？

　キッカワも泣きそうになって、ランタに肩を叩たたかれた。

「おまえら……！」トキムネは両腕を左右に広げた。「ビバ・トッキーズ……！」

「……何だろ、あれ」とクザクが呟いた。

「Ｔ……？」メリイは首をひねった。

「……ああ……」シホルはいやそうだ。「トッキーズの、Ｔ……」

「ほぅおー」ユメが感心したようにうなずいて、タダたちを見た。「あるんやなあ。ああいう、何やろ、えっとお、パーティのポーズみたいなのなあ？」

「いや」タダは頭を横に振った。「僕は初めて見た」

「俺もだ……クッ……」

「知んないねえ。俺ちゃんも。ああっ。トッキーズのＴか！　そっちかあ！」

　果たして、キッカワはどっちだと思っていたのだろう。どっちだっていいか。そうだ。何だっていい。

　ミモリンはやっぱり座っている。今、片手をちょっとだけあげた。ハルヒロを見つめている。顔を判別することはできない距離だが、視線を感じる。

　ハルヒロも右手をあげて応こたえた。

　いつも無表情なミモリンは笑っただろうか。どうだろう。どうだっていいか。そうだ。どうでもいい。

　どうせ、もうすぐなのだから。

　ハルヒロは大きめの空くう隙げきをまたごうとした。

「――……っと」

　目が合った。

　ライオンみたいな頭。白い。目は一つ。身体からだは彫像みたいだが、眼球だけはやけに眼球眼球していて、生々しい。

　その空隙の下はかなり広くて、そいつはそこからハルヒロを見上げている。

　ははあ。これが、噂うわさの。

「白い、きょじ――」

　ハルヒロは跳びさがった。白い巨人が手をのばしてきたからだ。あれは――届く。

「おおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉ……!?」ランタが大声を出した。

　キッカワも騒いでいたし、女性陣も悲鳴をあげたのではないかと思う。

　白い巨人の手が空隙から突きだして、天井を形作っていた瓦が礫れきが崩れた。

「さ、下がれ、下がれ……！」ハルヒロは指示を出しながら、自分も後退した。

　これはまずい。控えめに言っても、大いにまずい。

　慎重に進んできた経路を正確に戻るには、同程度の慎重さが必要だ。今は急いでいる。もっと言えば、慌てふためいている。

「へああぁぁっ……――」

　誰だ。キッカワ？　そうらしい。キッカワがいない。どこかそのへんの空隙に落ちてしまったのだ。

「うにゃぁぁっ!?」ユメも穴に嵌はまりかけて、縁にしがみついた。

「クッ……！」イヌイがユメを引っぱり上げようとしている。ランタとメリイ、シホルも手伝うつもりのようだ。

「くっそ！　キッカワ……！」タダは近くの空隙から下に滑り降りていった。

「ハルヒロ……!?」クザクがこっちに顔を向けた。

　トキムネたちも異変を察知して、こっちにこようとしている。

　なんてことだ。一瞬。ほんの一瞬でめちゃくちゃになってしまった。ひどい話だ。ここまで地味なりに地道にがんばってきたのに、本当にひどい。ぜんぶパーだ。ひどすぎる。

　こんなものだ。わかっている。努力の小さな石を積みあげてようやくちょっとした山になったと思ったら、何かの加減であっさり崩れてしまう。

　それでも、泣かない。

　ここは即応だ。即断するしかない。

　もし間違ったら――いや、間違えたときのことなんか、考えている暇はない。

「ランタは下りろ……！　イヌイさんも！　下でキッカワとタダさんを援護！　あとは上からやつを攻撃する……！」

「攻撃っておまえ――」

「怖いのかよ、ランタ……！」

「アホなことぬかすな！　怖ぇーわけねーだろ！　やってやろうじゃねーか……！」

　ランタがアホで助かる。イヌイとランタはすぐさま移動を開始した。

　白い巨人は片腕で瓦礫を突き崩しまくっている。上から攻撃？　できるのか？

　ユメはもう引っぱりあげられている。トキムネたちは時間がかかりそうだ。

「無理しないでください……！」ハルヒロはトキムネにそう言いながら瓦礫から瓦礫へと飛び移って、白い巨人の後背へと向かった。「シホル……！　影魔法ダーシユマジツクが効くかどうか、試して……！」

「……はい！　オーム・レル・エクト・エル・ヴェル・ダーシュ……！」

　ヴヲォンッヴヲォンッヴヲォンッ。黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルが三つ、白い巨人の腕めがけて飛んでゆく。影響きシヤドーエコー。当たった。三つとも。瞬間、腕の動きが止まったように見えたが、それだけか。

「……だめ、かも……！」

「ふぅっ……！」ユメが矢を放ったが、撥はね返された。「あかーん！　かたぁい……！」

　目。あの一つ目だ。あそこなら刃が通りそうだ。だけど、目か。

　どうやって？

「おお……！」

　こうか。これしかないか。

　ハルヒロは瓦礫を蹴けって、巨人の腕に飛びついた。たしかに、硬い。それに、冷たい。岩みたいだ。こんなの、よく動くな。腕を伝って肩へ。そして頭へ。

「危ねぇーぞ……!?」ランタの声がした。

　いや、まったく。

　ハルヒロは頭の前のほうに回りこんで、一つ目にダガーをねじこんだ。――ああ、やばそう。

　こいつ、絶対、暴れる。

　飛び降りるか？　巨人の身の丈は三メートル以上。四メートルはないかもしれない。落ちても死ぬような高さじゃないが、怪我はするかも。

　逡しゆん巡じゆんしている間に、巨人が口を開けて、ご・ご・ご・ご・ご……というような、地響きみたいな雄叫びを発しながら、近くの瓦礫の壁に頭から突っこんだ。ハルヒロは激突する寸前に巨人の背中に回っていたので、なんとか助かった。

　でも、巨人はまだ止まらない。

「ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご……！」

　瓦礫の壁をぶん殴る。叩き壊す。ハルヒロはしがみついているだけで精一杯だ。今、振り落とされたらどうなるかわからない。――ていうか、このままでも死にそう？　死ぬかも。死なずにすんだら、かなり運がいい、と言えてしまいそうな状況かもしれない。

「く、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　ランタが巨人に駆けよるのがちらっと見えた――ような気がする。直後、巨人が、ほんのちょっとだが、ぶるっと身を震わせて、静止した。たぶん、半瞬くらい。まさか、あれか。雷剣ドルフィン。あれなのか。雷剣ドルフィンで斬きりつけたのか。

「っ……！」

　ハルヒロは思いきって巨人の背から飛び離れた。そのときにはもう巨人は再始動していたが、ここを逃すと機会は巡ってこない。そう思えた。

　どうにかして変な着地の仕方をしないように気をつけたつもりだったが、左腕が何かに当たって、尻しりも打ったし、背中も硬い物にぶつかった。痛い――とか言っていられない。巨人はすぐそばだ。ハルヒロは転がって逃げた。とにかく距離を。なんでもいいから、距離をとらないと。

　離れて、大きな瓦礫の陰に身を隠してから、左腕がうまく動かせないことに気づいた。

　尻は、よくわからない。何かにふれると痛い。背中も痛い。血は？　出ているようだ。呼吸は問題ない。左腕以外は、まあ、痛いだけだ。左腕は――どうだろう。骨くらいは折れているかもしれない。

　巨人は見境もなく大暴れしているといった様子だ。

　ランタは？　タダは？　イヌイは？

　少なくとも、巨人と戦ってはいないようだが。

「ハルくぅぅぅーん……！」ユメの声が聞こえた。

　上からだ。

　二秒間だけ、考えた。

「――トキムネさんたちは……!?」

「ハルくん……!?　ええとなあ、まだきてない……！」

「他ほかは!?」

「だいじょぶ……！」

「ここから離れる……！　巨人から……！　それから、合流しよう……！　ランタ！　タダさん、キッカワ、イヌイさん……!?　聞こえてる……!?」

「おお……！」ランタはすぐに返事をした。姿は確認できない。

「はいよ……！」キッカワも声から判断するにどうにかこうにか元気のようだ。

「……なんとかな……！」少し遅れてタダも答えた。

　イヌイの反応がない。捜すのは無理だ。――ごめん、イヌイさん。

「ユメ……！　トキムネさんたちのほうに向かって、集合したらおれたちを待て！　ランタ！　タダさん、キッカワ――イヌイさんも！　おれを見つけて、ついてきて……！」

　トキムネたちがいた塔の方向は覚えている。そっちへ行くとなると、巨人のそばを駆け抜けないといけないので危険だが、やむをえない。

　左腕は、肩は動かせるが、肘ひじから先はだめだ。痛みは当然ある。が、まださほどでもない。尻と背中も、我慢できる。

「行くぞ……！」

　合図を送って、走りだす。

　念のため、巨人がこっちに背を向けているときを見計らう。その後ろを通りすぎようとしたら巨人が回れ右をしたので、けっこう焦った。でも、止まるわけにも引き返すわけにもいかない。そのまま突っきる。もうちょっとで巨人に蹴られるところだった。なんとか巨人の右足をかわして振り向く。ランタがいる。キッカワも。タダは？　イヌイは……？

「ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご……！」

　それどころじゃない。他人より自分の心配をしたほうがよさそうだ。一つ目を傷つけたのに、見えるのか。感じるのか。巨人がハルヒロを追いかけてくる……！

「なんで……！」

　巨人の動きはゆったりしているが、何しろサイズが人間の倍はある。まっすぐ走ったら速度は人間並みか、人間よりいくらか速いかもしれない。しかも、ハルヒロは負傷を抱えている。全速力で走ることはできない。

　ハルヒロが瓦礫の壁の向こうに飛びこむと、巨人はその壁に体当たりして粉砕した。

「――つぁっ……！」

　瓦礫の破片が飛び散って、ハルヒロはそれらを浴びながら逃げる。巨人は積み重なった瓦礫を突き壊し、撥ね飛ばして、ハルヒロに迫ろうとする。

「か、か、完全にっ……恨み、買ってるっぽい……!?」

「ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご……！」

「や、やばっ、やばいな、これ……！」

　死ぬんじゃないかな？

　やっぱり死ぬかな？

　普通、死ぬよね？

　あきらめたくなった。

　ハルヒロはまだ塔を目指して走っている。方向転換したほうがいいかな？　できるだけ巨人を遠くに引っぱっていって、それで――そうすれば、仲間は助かるかもしれないし。

　死ぬにしても、それくらいのことはしたい。

　そうだ。まだ死ぬときじゃない。ハルヒロにはできることがある。仲間たちから巨人を引き離す。死ぬのはそれからでも遅くない。

　よし。

　目標が定まると、力がわいてきた。

「こっちだ……！」

　ハルヒロは右に曲がろうとした。そのときだった。

「オッケェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェイ……！」

　何、それ。

　ハルヒロは思わず足を止めて振り返った。

　どうやら彼は、上から落ちてきたらしい。つまり、天井の空くう隙げきから。そのへんの天井はかなり高くて、身の丈四メートル近くある巨人の頭の上にだいぶ余裕があった。たぶん、巨人より二メートルほどは高いだろう。彼はその高さから落下したのだ。いや、そうではなくて、彼は巨人めがけて飛んだのだろう。

　そして、巨人の頭にガツーンと剣をぶちこんだ。

　巨人は揺れた。どれほどのダメージだったのかは定かではないが、まったく効かなかったわけではないようだ。

　それから彼は巨人の肩に着地して、その大きな横っ面を盾で殴った。

「ゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン……！」

　さらに、剣で斬るというよりも、やはり殴った。

「ダァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……！」

　そうして、谷間を駆け下りる鹿しかのように巨人の腕やら膝ひざやらをトントントーンと踏んで、ついに地面に降り立った。

「わははっ！　お待ちかねのトキムネさんだよーん……！」トキムネは剣で盾をガンガン叩たたいた。「こいや、デカブツ……！　俺がちゃちゃっと料理してやんよ……！」

「……いや、無理でしょ？」ハルヒロはつい本音をもらしてしまった。

「ハルヒロ！」

「は、はい」

「おまえはこれから奇跡を目の当たりにすることになる！　目ん玉かっぽじって、よく見とけ……！」

「目ん玉かっぽじったりしたら、何も見えなくなっちゃいますって……」

「細かいな、おまえは……！」

　そうだろうか。トキムネが大雑把すぎるのではないか。ついでにでたらめで、助けに入ってくれたのはありがたいが、無謀だ。

「ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご……！」

　巨人が屈かがんでトキムネに襲いかかる。右拳こぶし。パンチだ。ストレートではない。フック。

「ジャジャジャジャァァァーン……！」

　トキムネは――よけない。いや、そこはよけたほうがいいんじゃ……？

　盾だ。トキムネは盾で巨人の右フックを受け止めるつもりらしい。――ない。その選択肢はない。無茶だ。ムチャクチャだ。

「ぐっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ……！」

　とんでもない音がして、トキムネは吹っ飛ばされ――ない。踏みとどまっている。巨人の右フックの勢いで一メートルくらいは押されたが、そこで止まった。

「イエーイ……！　ちゃらーん……っ！」

　トキムネは巨人が右腕を引っこめる前に、なんと、その右腕の上を駆けてゆく。いったいどんなバランス感覚をしているのか。どれだけ思いきりがいいのか。トキムネはあっという間に巨人の右肩に達した。そしてまた、盾と剣で巨人の横っ面をはたく。

「ゴォォォォォォォォォン……！　ダァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……！」

　巨人はわずかにふらっとしただけで、すぐに両手でトキムネをつかまえようとした。でも、とろくさい。トキムネは飛び離れて華麗に着地を決めると、巨人の左ひだり膝ひざをガッツンガッツン剣でぶん殴った。
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「おら！　おら！　おら！　おら！　おら！　おらおらおらおらおらおらおら……！」

「ご・ご・ご・ご・ご・ご……！」

　巨人は右手を振り下ろしてトキムネを叩き潰つぶそうとする。一発でぺしゃんこにされてしまいそうな恐ろしい一撃だが、トキムネは「ははっ！」と笑いながらかわした。

　なぜか、バック宙をして。

「……いらないですよね、それ」

「いる……！」トキムネは巨人の懐に入りこんで、剣を、盾を舞わせる。「なぜなら、かっこいいから……！　強いとかっこいいは同義なんだ――ぜえぇぇぇぇぇぇ……！」

「チィッ……！　トキムネ、てめえ……！」

　タダだ。タダがきた。あちこちから血をだらだら流しながら、戦せん鎚ついを担いだタダが駆けてくる。

「かっこよさはどうでもいいが、強いのは僕だ……！　輪転破斬サマーソルトボムッッッ……！」

　あのスキルって――助走をつけ、前方宙返りをして、両手持ちした武器を相手に叩きつける。あれは、神官の護身法じゃない。戦士だ。戦士の重装式戦闘術。

　ドッゴオオオォォォォォォォン……と、タダの戦鎚が巨人の左膝をとらえた。

　巨人の左膝が陥没して、白い欠片かけらのようなものが飛散する。

　タダはごろごろ後ろにでんぐり返しをして、立ちあがることができずに尻しり餅もちをついた。

「……うっ……血が、足りねー……」

「うわははっ！　無理すっからだ、タダ……！　うぉっと――」トキムネは巨人の腕をかいくぐって下がりながら、その腕を剣や盾で打つ。打つ。打つ。「でも、今のはいいアタックだったぞ！　動きが鈍った……！」

　たしかに、巨人は左脚を引きずっている。タダの輪転破斬サマーソルトボムがそうとう効いているのだ。

「マジかあ……！　マジで、マジで、ここでしとめるのかよ……!?」うるさいやつがきた。ランタだ。「――つーことはオレの、オレの、オレの！　オレの出番だな……!?」

　いや、おまえは引っこんでろよ――と言ったところで、ランタは聞かないだろう。

「イヤッホォーイ……！　俺ちゃんも参上だよぉ……！」

「ハル……！」

「ハルくん……！」

「……ハルヒロくん……！」

「ハルヒロ……!?」

　ああ、なんか、みんな下りてきちゃってるし。

　やる――流れなのか。そうなんだろうなあ。いやだなあ。左腕も尻しりも背中も痛いし。やるからには勝たないといけないだろうし。多少動きが鈍ったからといって、あの化物を倒せるものなのか？　そう簡単にいくとはハルヒロには思えない。

　巨人はトキムネを狙ねらって右手を、左手を繰りだしている。トキムネはひらりひらりとこれをかわしながら反撃しているが、ダメージを与えることはできていないだろう。

　タダはまだうずくまっている。さすがに動けないようだ。

　ランタとキッカワは巨人の背後をとろうとしているらしい。

　ユメ、シホル、メリイ、クザクはハルヒロに近づいてこようとしている。

　左腕が本格的に痛んできた。どうしてもそっちに意識が持っていかれてしまう。引き戻さないと。何だ？　考えないといけないことは？　増援。そうだ。敵。教団員が寄ってくるかもしれない。今のところはいない――と思う。倒す。やっつける。あの巨人を。どうやって？　タダの戦鎚。巨人の外皮？　皮なのか？　よくわからないが、巨人の外側はえらく硬い。それでも、鈍器は有効のようだ。でも、タダにもう一回さっきのをやれと言うのは酷だろう。ハルヒロのサップも鈍器といえば鈍器だが、タダのように強烈な打撃をぶちこむのは難しいというか、できない。メリイのショートスタッフも似たようなものだろう。あとは魔法か。教団員は影魔法ダーシユマジツクに弱かった。巨人はどうなのか。

　影縛りシヤドーボンドは、もともと力が強い者だと足止めできないので、意味がなさそうだ。

　攪乱のシヤドーコ幻影ンプレクスで巨人を惑乱させたとしても、暴れられたら同じだ。これもだめ。

　睡魔の幻影スリーピーシヤドーで眠らせる？　攻撃したら起きてしまうので、これもだめ。

　影響きシヤドーエコーも、決定打にはなりそうにない。

「……どうする」ハルヒロは呟つぶやきながら前後左右と、それから上に目を向けた。

　アンナさんとミモリンはどこにいるのだろう。イヌイはやはり、ついてきていないのか。さあ、どうする。

「クザクは囲みに加われ。あんまり近づきすぎるな。ユメとメリイは、シホルをカバー。シホルは魔法を。暴威雷電サンダーストームを当ててみて」

「……はい！」シホルはさっそく巨人に向きなおった。「……みんな、少し離れて！」

　トキムネたちが巨人から距離をとる。シホルは杖つえの先でエレメンタル文字を描きながら呪じゆ文もんを詠唱した。

「ジェス・イーン・サルク・カルト・フラム・ダルト……！」

　標的が大きいので、雷の束はぜんぶ、巨人に命中した。なかなかすごい音がして、巨人は、どんっ……と巨体を震わせたし、身体からだのあちこちから煙も上がっているが、平然とこっちに――というか、シホルのほうに顔を向けた。やばい。

　くる。

「させるか――」ランタが巨人の右脚に雷剣ドルフィンをぶちこんだ。「よぉぉ……！」

　巨人が、ぶるっ、とした。それだけだったが、巨人は両手をのばしてランタにつかみかかろうとする。

「ご・ご・ご……！」

「ぬぉっ、ほぉぉ……！」ランタは変な声を出して雷剣ドルフィンを振った。剣先が巨人の右手、中指をかすったようだ。

　巨人がまた、ぶるっ、とした。

　ランタがその間に飛びのくと、トキムネとキッカワ、それからクザクが巨人に詰めよって、脚だの何だのを剣やら盾やらでぶっ叩いた。しかし、いくら叩いたところで、タダの輪転破斬サマーソルトボムほどのダメージは与えられない。

「ご・ご・ご・ご・ご・ご……！」

「――っとぉ……！」

「わわわっ！」

「なぁっ……！」

　巨人が豪快に両腕を振りまわすと、トキムネもキッカワもクザクも下がるしかなかった。こんなことを繰りかえすだけで倒せるのか……？

「ハルヒロ……！」トキムネが巨人の右フックをかわしながら叫んだ。「先輩として、こういう相手をぶちのめすときの極意を、おまえに伝授してやる……！」

「何です、極意って……!?」

「集中攻撃だ！」

「……はい？」

「攻撃を集中させる！　五人いれば、五倍！　十人いれば、攻撃力が十倍になる！　そいつを一気にぶつける……！　集中攻撃！　これが極意だ……！」

「……なるほど」

　少しでも期待したハルヒロが馬ば鹿かだった。

　何が集中攻撃だ。攻撃を集中させる。そんなの誰だれだって考えつく。あたりまえのことじゃないか。

　問題は、どこに攻撃を集中させるか。

　どうやって。

　攻撃を集中。

　――集中攻撃。

「ミモリン……！　がんばデスヨー……！」という声が聞こえた。

　あの声、あのしゃべり方は、アンナさんだ。

　見ると、天井の空くう隙げきにミモリンが挟まっている。いや、挟まっているわけではなくて、そこから下りてこようとしているのか。胸とかいろいろ大きかったりするので、つっかえているようだ。それでも、抜けた。

　というか、落っこちた。

「むきゃっ」

　ミモリンは尻から地面に落ちて、存外かわいらしい悲鳴をもらした。

「……んくう……」

　痛そうだ。

「ミ、ミ、ミモリーン!?」

　アンナさんが同じ空隙から下りてこようとしている。彼女も胸は大きいみたいだが、ミモリンと違って身体が小さいので、つっかえることはなさそうだ。

「アユオーライッ……!?　なんともないデショー……!?」

「……なんともない」

　ミモリンは杖を支えに立ちあがって、剣を抜いた。――そう。

　今でこそ魔法使いだが、かつて戦士だったというミモリンは、杖を持っている他ほかに剣を帯びているのだ。

　左手に杖、右手に剣を握りしめて、ミモリンは何をしようというのか。

　きょろきょろして、何か見つけたようだ。そっちに歩いてゆこうとしているが、脚を痛めているというし、尻も痛そうで、よたよたしている。

「……ていうか、危ないって」

　ミモリンは巨人に立ち向かおうとしているのだ。集中攻撃に参加するつもりらしい。どうしてトッキーズの面々は誰も彼もこうなのか。――攻撃を集中。

　計画なんて思い浮かばない。こんな戦い方は馬ば鹿かげている。

　そもそも、なぜ巨人を倒さないといけないのか。打撃を与えて、逃げおおせる時間を稼ぐ。それだけでいいのだ。それ以上のことは必要ない。

「ランタ……！　巨人の脚を自慢の雷剣でぶっ叩たたきつづけろ！　その間に、全員で巨人の目を攻撃！　そいつの目、まだ見えてる……！　見えなくして、逃げるぞ……！　文句はあとで聞くから、今はおれに従え！　さあ、やれ、ランタ……！」

「――パロピル野郎の分際で、偉っそうに……！」ランタが巨人に肉薄して左脚に雷剣ドルフィンを打ちつける。「あとで泣いて感謝しろよ……！」

　しねーよ。

　――感謝なんて絶対にしないが、うまくやったら褒めてやらないこともない。

「喝っ！　喝っ！　喝っ！　喝っ！　喝っ！　喝っ！　喝っ！　カァァーツッッ……！」

　ランタは雷剣ドルフィンを振るう。息もつかずに振るう。振りまくって、巨人の左脚にぶち当てる。そのたびに巨人は、ぶるっ、とする。ぶるっぶるっぶるっぶるっぶるっ。一回の、ぶるっ、はじつに短い時間だが、それが連続するとまるで痙けい攣れんしているように見える。巨人は身動きがとれない。

「ふなぁーっ」ユメが合成弓コンポジツトボウに矢をつがえて、放つ。

　まさしく矢継ぎ早に、射る。射る。射る。射る。

　弓術のスキル、連射つらなれだ。ユメの腕前だと、何本かに一本は見当違いの方向に飛んでいったり、飛距離がぜんぜん足らなかったりするが、五本中二本が巨人の目に刺さったので、これはもうまぐれとしか思えないほどすばらしい結果だ。

「ハルヒロォォ……！」トキムネが巨人の身体を駆け登ってゆく。「極意を会得したみたいだな……！　ここで俺の！　必殺！　〝豹ひようのように舞い、鯱しやちのように刺す〟……！」

　それ、なんか間違ってますよ。

　たぶん、蝶のように舞い、蜂のように刺す、ですよ。

　そう思わなくもなかったが、わざわざ訂正するのも無粋――なのか？

　だいたい、トキムネは豹のようにも蝶のようにも舞わなかったし、鯱のようにも蜂のようにも刺さなかった。

　ただ、巨人の肩まで上がると、その一つ目に剣をズサズサズサズサズサズサぶっ刺しまくっただけだった。

「俺も！　俺も！　俺ちゃんも……！」キッカワも巨人によじ登ろうとしている。

　クザクは、いや俺は無理、と言いたげに頭を振っていた。べつにそれでいいんじゃないかと思う。全員で巨人の目を攻撃、と言ったのはハルヒロだが、トキムネだけで充分だったかもしれない。もちろん、怪け我がをしているミモリンは何もしなくていい。

　ハルヒロはミモリンに駆けよって、背中を軽く叩いた。

「もう充分だ！　逃げよう、ミモリン！」

「……え」ミモリンはハルヒロを見下ろして、こくっとうなずいた。「うん」

　ハルヒロは右腕を大きく振って声を張りあげた。

「撤退……！　撤退する！　トキムネさん、下りてきて！　キッカワも……！」

「ずあああああああああぁぁぁぁぁ……！」と、さっきまでうずくまっていたタダが巨人めがけて突っ走ってゆく。

　いや、もういいんで――と止める前に、タダは前方宙返りをして戦せん鎚ついを巨人の右みぎ膝ひざにぶちこんだ。

「輪転破斬サマーソルトボムッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ……！」

　がっごーん、と巨人の右膝がへこんだ。

　タダはふらふらっとあとずさって、座りこんだ。

「……どうだ。強いのは、僕だ……ふふっ……」

　どっちだっていいよ、そんなの。

「ぬあぁぁぁぁっ……！」ランタが二歩、三歩と後退して、雷剣ドルフィンを地面に突き立てた。「……つ、つか、つかれっ……たっ……ぞ、くそぉぁっ……！」

　限界か。

　巨人が動きはじめる。

　結局、巨人によじ登りきれなかったキッカワが、半分転げ落ちるように下りてタダを助け起こした。肩を貸して、歩かせる。

「タダっち！　行けるっしょ……!?」

「――ったりめーだ……！　僕を誰だと思ってる……！」

　トキムネは軽やかに地面に舞い降りた。

「アンナさーん！　ここから脱出！　道はわかるよね……!?」

「わかるに決まってるデショー!?」アンナさんはまだ瓦が礫れきの壁にしがみついていたのだが、ひょいっと跳んだ。「アンナさんについてこいデスヨー！　レッツゴー……！」

　大丈夫なのか。かなり不安だが、ハルヒロが道案内できるわけでもないので、アンナさんに任せるしかなさそうだ。

「ランタクン！」クザクがランタを引っぱってゆく。

「ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご・ご……！」

　巨人は一暴れしようとしたのかもしれないが、両脚がガクッとなってしゃがみこみそうになった。二発の輪転破斬サマーソルトボムが、かなり膝ひざにきているのだ。

　ハルヒロはユメ、シホル、メリイに素早く目をやった。

「アンナさんに……！」

　三人は同時にうなずいた。

　アンナさんとトキムネが先頭に立って、ユメ、シホル、メリイ、それからクザクとランタ、キッカワとタダ、そしてハルヒロとミモリンの順でつづいた。全力疾走とはかけ離れている。ランタはともかく、タダとミモリンは走れるような状態じゃない。早歩きくらいがやっとだ。

　ミモリンは剣を鞘さやに収めて杖つえをつきつき歩いているが、なんともつらそうだ。どうやら左脚に力が入らないらしい。出血もある。

　左脚がきかないのなら、右から身体からだの左側を支えてやれば、少しは楽になるかもしれない。さいわい、ハルヒロが痛めているのは左腕だ。右腕だったら難しかったが、これならどうにかなる。

　ハルヒロはすっとミモリンの左腕と左脇わき腹ばらの間に身体を滑りこませて、右腕を彼女の背中に回した。

「がんばろう」

　そう声をかけてみたが、ミモリンは何も言わなかった。見ると、唇を噛かみしめている。今にも泣きだしそうな顔に見えなくもない。

　巨人は後方で、えっちらおっちら瓦礫の壁に体当たりしたり、瓦礫をつかんで投げたりしている。こっちに飛んでこないといいのだが。

　……なんだか、気まずい。

　トッキーズとは、ともに探索を進めてこの黄昏世界ダスクレルムを発見した仲だし――まあ、トッキーズは抜け駆けしてハルヒロたちを裏切ったわけだが、そうはいっても仲間意識みたいなものはあるので、キッカワの要請を受けてここまでやってきた。せっかくきたのだし、助けられるなら助けたいという気持ちで、それは特定の誰かではなく、トッキーズの全員に適用される思いだ。当然、その全員にはミモリンもふくまれる。あくまでただそれだけで、この行為もその一環でしかない。他意はないのだということを説明してもいいし、するべきなのかもしれないが、そんなことをしゃべっているときでもないよね……？

「え……と、ミモリン。あの……イ、イヌイさん、いなくてさ。誰も、ふれないけど」

「ああ」

「……大丈夫かな。や、大丈夫なわけ、ないんだけど……」

「大丈夫」

「え？」

「だと思う」

「そ、そう……？」

「しぶといから。イヌイは」ミモリンはいつもの無表情に戻っている。「ゴキブリ並み」

「……へえ」

「でも、ゴキブリみたいにかわいくはない」

　いやあ――ゴキブリはかわいくないと思うけどなあ……？

　などというまっとうなことを言っても、ミモリンはきっと理解できないだろう。この子とは永遠にわかりあえないような気がする。わかりあえなくてもいい。べつに、わかりあいたくないし。

　どうでもいいのだ。そんなことは。

　まず、この瓦礫迷宮から出る。それから、黄昏世界ダスクレルムを出る。光明神ルミアリスの加護が受けられるようになったら、光魔法で治療してもらう。そして、寂さびし野の前ぜん哨しよう基地に戻る。

　あとのことはどうでもいい。

「――マイガッ……！」と、アンナさんが四よつ辻つじのど真ん中で急停止した。

　全員、止まるしかない。

「おいおいおいおいアンナさん……！」ランタが唾つばを飛ばして叫んだ。

「シャッザファカァップ……！」アンナさんが振り向いて、たぶん、黙れ、というようなことを言った。「――ケェーイ！　いけますデスヨー！　リロビッ勘違い！　なんともないデース……！」

「……ほんとかよ……」とクザクが呟つぶやいた。

「おまえら」トキムネが親指を立てて白い歯をのぞかせた。「いいから、アンナさんを信じろ。きっと奇跡ってやつが見られっから。つまり、ミラクル。間違いない」

　トキムネは奇跡が好きらしい。でも、奇跡ってそうそう起こらないから奇跡なんじゃないかという平凡なツッコミを入れたくてたまらないが、やめておいた。主な理由は、それどころじゃないからだ。

　四つ辻の、正面の道の先にぬぬぬっと教団員が姿を現した。

　右の道にも。

　さらに、左の道にも。

「どっちだ、アンナさん！」

　トキムネが尋ねると、アンナさんは左の道を指さした。

「あっちデスヨー！　メイビー……アブソリュートリィ……！　絶対デショー!?」

「……いや、訊きかれても」ハルヒロは思わずツッコんでしまった。

　アンナさんにギンッと睨にらまれた。

「ひーふーみーよー……」トキムネが接近してくる教団員をざっと数えた。「まあ、逃げるのはちっと厳しいし、やるっきゃないな！」

　数えてないし。

　だがまあ、やるしかない。それは事実だ。ハルヒロはミモリンから離れて、左腕を動かしてみた。痛い。猛烈に痛い。そもそもろくに動かない。右手でダガーを抜く。教団員の数は、正面が五、右も五、左は四といったところか。多い。さらに増えるかもしれない。

「オーム・レル・エクト・エル・クロム・ダーシュ……！」

　シホルが杖の先でエレメンタル文字を描きながら睡魔幻影霧シヤドーミストの呪じゆ文もんを詠唱した。黒い霧みたいな影のエレメンタルが噴きだして、右の教団員たちのほうへと流れてゆく。これは効く――はずだ。いった。どうだ。教団員が五人ともばたばたと倒れた。立てつづけにもう一発、正面か左に睡魔幻影霧シヤドーミスト、といってもらいたいところだが、そうもいかない。すでに近すぎるので、味方が魔法の範囲に入ってしまう。

「いやあ、ハルヒロ！　おまえらきてくれて、マジでよかったわ……！」

　トキムネが飛びだした。正面だ。教団員が突きだした槍やりを盾で払いのけて、剣で目の穴を狙ねらう。これは教団員がのけぞってかわしたが、トキムネはそのまま突進した。教団員を突き倒して、その左の教団員に盾打バツシユを見舞う。同時に右の教団員を剣で打ちのける。

「一生、恩に着ちゃうからねー……！　愛してるよハルっち……！」

　キッカワがトキムネにつづく。どうやらトキムネは聖騎士にあるまじき突っこんで引っかきまわす役割で、キッカワはトキムネがメタクソにした敵集団に打撃を与えつつ攻撃を受け止める盾役タンクをこなしているようだ。

「僕は休憩だ」と言いながらも、タダは一人の教団員に戦鎚を浴びせて吹き飛ばした。

　ミモリンは杖と剣の二刀流スタイルになってアンナさんの前に出た。

「やれー！　キルデムオー！　全殺しデスヨー……！」アンナさんは応援係らしい。

「――あぁー、おっかねぇ……！」

　クザクがぼやきながら左の教団員たちの槍やり衾ぶすまに突入してゆく。頑丈な盾があるといっても、怖いに決まっている。でも、クザクは口ぶりとは裏腹に怯ひるまない。槍で盾を削られながらも、教団員たちに迫ってロングソードを振りまわす。突く。教団員たち四人の前進が止まった。

「心配すんな……！」クザクが勢いを止めた教団員たちに、ランタが襲いかかる。「オレがいる……！　いくぜ！　秘技、ドルフィンダーンスッ……！」

　一瞬、イルカの大群がびょんびょんくるくる跳ねまわっている光景がハルヒロの脳内にありありと浮かびあがった。イルカ。海の生き物だ。少なくともグリムガルにきてから、ハルヒロは一度も海に行ったことはない。それなのに、海がどういうものかはわかるし、想像できる。イルカも知っている。ハルヒロはかつて海でイルカを見たことがあるのだろうか。

　なんにせよ、あれはイルカとはまるで関係ない。

　ランタは雷剣ドルフィンで教団員たちの槍をパンパンパーンと打つ。すると教団員たちはぶるるっと身を震わせる。その隙すきにランタは踏みこんで、教団員たちの身体を雷剣ドルフィンでダンダンダーンと叩たたく。例の上着のせいで斬きれはしないが、教団員たちはぶるるるるっとなって体勢を崩す。クザクが攻める。ランタも嵩かさにかかって攻めたてる。

「止とまり目めからのぉ……速はや目めぇ……！」ユメは合成弓コンポジツトボウに矢をつがえて、目を動かしたり凝らしたりした。

　弓術のスキルだ。止目は特殊な眼球運動と呼吸法、それから身体制御法によって矢の命中率を高める。速目は動いている標的に当てるためのコツのようなものだという。

　射た。

　一人の教団員の目に矢が刺さった。

「ナイス、ユメ……！」ハルヒロは褒め称たたえながら、右の倒れている教団員たちのほうへと向かう。「メリイ、シホルを頼む……！」

「ええ、任せて！」

　左腕が使えないハルヒロでも、これくらいの仕事はできる。というか、やらないといけない。シホルが眠らせた教団員たちにとどめを刺すのだ。ダガーで教団員たちの一つ目をえぐる。無駄なことは一切しない。とにかく順々に一つ目の奥底まで逆手に持ったダガーを突っこみ、ひねりながら抜く。ハルヒロは今、眠そうな目をしているだろう。何の感慨もない。作業的にそれを行う。

　三人まで始末した。

　あと二人。

　――そんなにうまくはいかないか。

　道の向こうから教団員が駆けてくる。というか、彼らはすぐそこの角から出てきたので、すでに危険なほど近い。彼ら。残念ながら、一人じゃない。二人。三人か。

　増援。ありうると思ってはいた。対策は立てていなかった。立てようがない。ただでさえ一杯一杯なのだ。

「ハル……!?」とメリイが叫んだ。

　どうやらハルヒロが苦境に陥ったことに気づいてくれたようだ。追っつけシホルが魔法で援護してくれるかもしれない。間に合うかな？　どうだろう。微妙な線だ。何しろ、ハルヒロはもう、先頭の教団員の槍をダガーで蠅叩スワツトしようとしている。なんとか弾はじいた。

　槍がくる。次々と。

　これは無理っぽいぞ……？

　教団員たちの槍に神経を集中させて蠅叩スワツトしながら、ハルヒロは覚悟した。観念するというより、今後のことを考えないと。もちろん、そんな余裕はない。それでも考えて指示しておかないと。これでもリーダーなんだから。いやあ、やっぱり無理か……？

　蠅叩スワツトしそこねた。余計なことを考えるからだ。

　右腕の、手首と肘ひじの中間あたりの肉を、教団員の槍がごっそり削そいでいった。危うくダガーを落とすところだった。

　あまり力が入らない右手のダガーで、次の槍を蠅叩スワツト。これはどうにかしのいだ。

　もっとも、この次はそうとう難しい。まあ、不可能だろう。だからといって黙ってやられてやるのも癪しやくだ。ハルヒロは蠅叩スワツトしようとした。

　空振りした。

「クッ……！」

　だしぬけだった。ハルヒロを串くし刺ざしにしようとしていた教団員の背後に、眼帯をつけている男が現れた。トレードマーク――かどうかは知らないが――のポニーテールはほどけて、ざんばら髪になっている。でも、イヌイだ。

　イヌイは教団員の頭を両手で挟みこむように押さえて、ガッとねじった。――なんか、いつか、どこかで見たことがあるような。その殺し方。

　教団員は、おそらく頸けい骨こつを折られてしまったのだろう。即死したかどうかは不明だが、がくっと崩れ落ちた。

　あとの二人が、さすがに驚いたのか、イヌイのほうを見た。そのときにはすでにイヌイは二本の剣を抜いていた。

　イヌイの剣が一人の教団員の目を刺し貫く。もう一人の教団員は首をひねってイヌイの剣をかわした。――背中。

　そいつはハルヒロに半分くらい背中を向けている。そうすると、見えちゃったりするんだよな。

　あの線が。

　ハルヒロはそいつにほとんど密着し、膝ひざに踵かかとを突き入れて体勢を崩させた。左腕はちゃんと動かない。ただ、まったく動かないわけじゃない。左ひだり肘ひじをそいつの首筋にかけて体重をのせる。同時になけなしの力を振りしぼって右手のダガーをそいつの一つ目にぶちこんだ。そいつは、びくんっ、びくんっ、と身体からだを振動させた。――死んだかな。

　死んだな。

　ハルヒロはダガーを握っていられなくなって、手放した。教団員は倒れ伏した。

「――ってえ……」

　泣きそうだ。これはもう、右手もほとんど役に立たない。

「クッ……」イヌイがダガーを拾ってハルヒロの鼻先に差しだした。「所しよ詮せん、その程度で終わりか……？」

　――や、わかんねーよ。何なのその台詞せりふ。馬ば鹿かなの？　ていうか、だいたいなんで生きてんの？　マジでしぶといし。ほんと、ゴキブリ並みだな。どうなってんの？

「死んじゃったかと」ハルヒロはせつないほど痛いし指先の感覚がない右手で無理やりダガーを受けとった。「……よかったっす」

「俺は俺を、不死身のイヌイと呼ぶ……」

「……自称かよ」

「ついに、真の力を解放するときがきたようだな……」

「聞いてないし、人の話……」

「クッ……」イヌイは眼帯を外して、捨てた。「これからが、本番だ……」

　その左目は――普通だ。

　怪け我がか何かで隻眼だというわけじゃなかったのか。じゃあ、眼帯は何のために……？

「俺についてこい、ハルニレ……！」

　イヌイは歩きだしたかと思うと、シホルの魔法で眠らされていたものの目を覚ましそうになっていた教団員二人の息の根をグサッグサッと止めた。よくわからないが、そこそこ頼りにはなりそうだ。

「……おれはハルニレじゃなくてハルヒロなんだけどさ」

　トキムネたちは押せ押せで押しまくって、五人いた教団員を全滅させようとしている。

　ランタたちも四人のうち二人は倒したようだ。

　イヌイはトキムネたちではなくて、ランタたちのほうに音もなく進んで、間を置かず二人の教団員の一つ目にズサズサッと剣を埋めこんだ。

「はぁ……？」

「ちょっ……何しやが――って、イヌイ……!?」

　クザクとランタは呆あつ気けにとられている。

「雑魚どもめ……」イヌイは教団員たちから剣を引き抜いてゆらりと振り返ると、オッサンにしか見えない顔に魔物的な笑みを浮かべた。「我が真の力にひれ伏せ……我こそが、イヌイ……！　魔王イヌイだ……！」

「……始まったデスヨ」アンナさんがぴしゃんと自分の額を叩いた。「まーいいデス。モノドモ、魔王イヌイにつづけデスヨー！　魔王イヌイ！　ゴー……ッ！」

「はははっ！」トキムネが最後の教団員を蹴け倒たおして、一つ目に剣をぶっ刺した。「よーイヌイー！　生きてたかぁ！　んで、モードに入っちゃったかあ！　こりゃそのまま行くしかないね！　ハルヒロ、イヌイは好きにやらせろ！　そうなったら止まんねーし！」

　イヌイだけじゃない。あんたたちみんな、基本的には好き勝手し放題だし、止まらないじゃないか。

　イヌイが右の道をずんずん突き進んでゆく。

「……ついていこう」

　もういいや。

　どうにでもなれ。というか、どうにかなるだろう。いざというときは、トッキーズを捨て駒にして逃げればいい。そうしたとしても、良心が咎とがめることはないはずだ。はずだ、じゃなくて、確実に咎めない。トッキーズに恨まれる筋合いもない。ハルヒロたちは充分やった。充分以上だ。やりすぎたくらいだ。

　それから瓦が礫れき迷宮を出るまでの間に、何人の教団員を蹴け散ちらしたか、ハルヒロは覚えていない。ただ、眼帯を外したイヌイがやたらと強かった。トキムネも調子がよさそうだった。キッカワも威勢はよかった。タダはきつそうだった。ランタはうるさかった。クザクはがんばっていた。アンナさんは何回も道を間違えた。ユメとメリイ、シホルは、ハルヒロとミモリンを代わる代わる支えてくれた。

　ようやく瓦礫迷宮を脱出すると、イヌイがいきなり倒れた。よく見れば、ざんばら髪になっているだけじゃなくて、身体のあちこちに手傷を負っているようだ。平気で動いていたのが不思議なくらいの重傷だった。イヌイはメリイやアンナさん、ユメに介抱されてもぴくりともしなかったが、シホルがしぶしぶ声をかけると、途端に起きあがった。とはいえ歩くのは大変そうで、それはタダ、ミモリン、そしてハルヒロも同じだった。

　大変だろうと何だろうと、始まりの丘を目指して歩くしかない。

　ハルヒロは二度か三度、遙はるか遠くにマナトやモグゾーの姿を見た。

　こっちを向いているあの女の子はチョコだろうか。

　気がついたら、トキムネたちが一つ目犬を追い払おうとしていた。

　放っておけ、と言ったような記憶がある。言わなかったかもしれない。ハルヒロじゃない、他ほかの誰だれかが言ったのかもしれない。

「おおお……！　見ろよ……！」とランタが馬鹿みたいな大声を出した。

　馬鹿なんだけど。

　ハルヒロはぼんやりとランタを捜した。ランタはすぐそばにいた。どこかを指さしている。そっちに視線を向けてみた。

「あれはやばいわ……」とクザクか誰かが呟つぶやいた。

「だなあ」ははは、と笑いながら同意したのはトキムネだろうか。

　それは、山のように大きな人影だった。

　瓦礫迷宮で戦った白い巨人はせいぜい四メートルくらいだった。以前、風かざ早はや荒こう野やでも巨人を遠目に見たことがある。あのときも驚いたが、その比じゃない。数百メートルは離れていると思われるのに、本当に山のように大きいのだ。

　その巨人はゆっくりと移動している。

　歩いている。

「いつか、あいつをぶっ倒す……」と言ったのは誰だろう。タダかもしれない。

　無理だろ。

　――ていうか、倒してどうするの？

　わからない。

　ハルヒロにはさっぱり、わからない。

　いつふたたび歩きだしたのかも、よくわからない。

　柱岩の陰に隠れていた教団員の集団に襲撃されて、メリイまでショートスタッフを振りまわす羽目になっても、ハルヒロは這はうように逃げまわることしかできなかった。

　たびたび意識が途切れた。我に返ると、誰かに肩を貸してもらいながらも自分の足で歩いていて、びっくりする。

　痛いことは痛いが、ミモリンのように足を怪我しているわけではないので、まだマシだと思った。

　いつの間にか右腕の傷に布が巻いてあって、その布は赤黒く濡ぬれていた。誰がやってくれたのだろう？

　背中の傷が意外と曲くせ者ものなのかもしれない。背中から腰にかけて、感覚がないのに、やたらと重い。

「死ぬなよ、おまえ」ランタが真顔でそんなことを言った。

　あれは夢だろうか。現実なのか。

「……おまえを残して死ねるかよ……」

　そう言い返してから、なんか変なこと言ってるな、と思ったような。違う。間違いだ。なんでランタより先に死ななきゃならないのか。冗談じゃない。日ごろの行いからして、死ぬならランタのほうが先のはずだ。ランタより早く死んでたまるか。そういうことを言いたかったのだ。

　始まりの丘が見えてくると、キッカワが背負ってくれた。いいよ、そこまでしてくれなくても――と思ったが、声に出して拒むだけの力は残っていなかった。

　穴に入って、しばらく進むと、ルミアリスの加護が戻ったようだ。メリイはハルヒロに光の奇跡サクラメントをかけてくれた。効果は覿てき面めんだった。身体は大いにだるいが、痛みは完全に消え失うせた。頭もはっきりして、ようやっと安あん堵どという名の女神と巡り会うことができた。

「……全員、無事……か」

　トッキーズにはアンナさんとタダ、神官が二人もいる。二人とも、なんとまだ光の奇跡サクラメントを習っていないらしいが、メリイも手伝って、程なく皆の治療が完了した。

「……すっげー経験したわ」岩壁に背をもたれさせて座っているクザクが大きなため息をついた。「……いや、すごいっつか、ひどい、かな……」

「まったく……」メリイはクザクの隣にしゃがんでいる。「もう懲り懲り……」

「そやなあ」ユメはランタンを意味もなくぶらぶらさせて、眠そうだ。「こおゆうのはなあ。一年に一回くらいでいいなあ」

「……一年に一回も、いらないと思う……」シホルも疲労困こん憊ぱいしている様子だ。

「弱ぇーな」タダは左手の人差し指で眼鏡を押しあげた。「おまえら、弱すぎ。だからいつまでたってもうだつがあがらねーんだよ。少しは僕らを見習え」

「いやです」ハルヒロはきっぱりと言った。

「あーん？」タダは舌打ちをして、斜め下に目を落とした。「……まあ、今回、僕らを助けるっていう栄誉に浴して、おまえらも感じることがいろいろあっただろ。この経験を咀そ嚼しやくして、成長しろよ。さもなきゃ、僕らが助けられてやった甲か斐いがない」

「あのタダさん、どうして上から目線なんですか……？」

「僕のほうが上だからだろ」

「……そうですか」

「何だ、ハルヒロ？　もしかして、僕より上のつもりでいるのか？」

「いえ……ていうか、上とか下とか、正直、どうでもいいっす」

「にゃははは」キッカワが笑った。「ハルっちらしいねえ。そういうとこ、俺ちゃん、けっこう好きだよ？」

「……そう。おれはおまえのそういう軽いとこ、ちょっとうらやましいよ」

「やったぁーっ！　うらやましがられちゃったぁ！　イエーイ、イェーイ！　ね、ね、アンナさん、アンナさん、聞いた？　聞いた？　俺ちゃん、うらやましがられちゃったよぉ。俺ちゃんの卓越した？　類たぐい稀まれなる？　比類なきライトさ！　スーパーライト！」

「キッカワはライトってよりシャロー！　デショー!?」

「え？　何？　何？　シャローって何でっしゃろー!?　なんつて！」

「つまらんデスヨー！　死ぬデスカー!?　シャローは、ケイハク！　デスヨネー！」

「わぁーお。軽薄かあ。そっちかあ！　軽くて薄い！　なんか高級品な感じ!?　俺ちゃんの価値が急上昇的な!?　むしろぉー!?　プライスレスみたいな!?」

「キッカワの価値はフォーレヴァゼロ、デショー!?」

「ええっ!?　かけても割ってもゼロみたいな!?　永遠に変わらないってこと!?　うっわ、アンナさんがそこまで俺ちゃんを買ってくれてるとはねえ。思わなかったよぉ！　俺ちゃん、うれしくて!?　ダーナミ、ギチョルチョレ!?　系のぉぉ……!?」

　今さらというか、毎度のことだが、キッカワのポジティブさは度を超しすぎていて、もはや超常現象の域に入っている。驚いたり呆あきれたりするよりも、ハルヒロは恐怖すら感じた。怖いよ、ほんとにもう。どうかしてるって。

　あんな目に遭ったあとなのに、どうしてそんなに明るくて元気なのか。

「クッ……」

　イヌイがゆらっと歩いてきて、シホルの前で足を止めた。眼帯は捨ててきたのでつけていないが、左目をつぶっている。真の力とやらを封印しているのかもしれない。この男も馬ば鹿かだ。

「おまえに一つ、重大な権利を与えよう……俺の嫁になる権利を、な……クッ……」

「い、いらないです」シホルはどもりながらも即答した。

「……遠慮深い女は、嫌いじゃない」

「あたしは、あの……あなたみたいな人、好きではないので……」

「好きでは……ない？」

「……はい」

「嫌いでも、ない……？」

「……き、嫌いというほどじゃ……」

「好きでも嫌いでもない……ということか」

「ま、まあ……そう……ですけど」

「よかろう」イヌイは踵きびすを返した。「……いずれ、おまえにもわかる……隠された真実というものが……クッ……」

「……わかりたくないんですけど」

「クッハハッ……クックックッ……ハーハッハッハッハッ……！」

　イヌイは笑いながら――黄昏世界ダスクレルムに旅立った。

「……え」ハルヒロはトッキーズの面々を見まわした。「……い、いいの？　あれ？　イヌイさん、一人で……」

「いーんデスヨー」アンナさんは手を振りながら、ハハハーン、と笑った。「アレで、ブロゥクンハート？　ショック、受けてるデスカラー、ほっとけばいいデスヨネー」

「でも、危ないんじゃ……」

「ま、死にはしないだろ！」トキムネが笑いながら近づいてきて、白い歯をのぞかせつつハルヒロに右手を差しだした。「それはそうと、ありがとな、ハルヒロ！」

「……いえ」ハルヒロはおそるおそるトキムネの手を握った。「……まあ、抜け駆けされたのは、ちょっとあれですけど」

「あはは！　そのへんは気にするな！」

「気にしても無駄なんだろうなっていうのは、なんとなくわかってます……」

「そういうこと！　悪気はなかったんだ！　許せ！」

「せめて、最初に謝りませんか……？」

「おまえー」トキムネは握手をやめて、ハルヒロのほっぺたをぺちぺち叩たたいた。「気が弱そうに見えて、けっこう言いたいこと言うよなあ」

「……や、やめてくださいよ。さわるの……」

「やめろって言われると、やめたくなくなるだろ？」

「じゃ、じゃあ、やめないでください！」

「わかった。やめない」

「えぇぇ……」

「なぁーにがえーだ。チューするぞ、このっ」

「それはマジでやめてくださいっ」

「だめ！」

　なぜか？　でも、ないか――ミモリンが割りこんできて――というか、トキムネからハルヒロを奪いとって、抱えこんだ。ハルヒロは物ではないのだが。

「ちゅうはだめ。これはあたしの」

「……おれ、いつからミモリンのになったの？　ていうか、放して……」

「わははっ」トキムネは親指を立ててみせた。「ともかく、借りができたな、ハルヒロ。でかい借りだ。俺は忘れっぽいけど、こういうことはそんなに忘れない」

「……そんなに、なんですね。絶対、じゃなくて」

「あんまり忘れない」

「いいです。べつに。何でも……」

「何かあったら、いつでも言え。おまえらのためだったら、俺らトッキーズは一肌でも二肌でも脱ぐ。金は貸さねーけど、命なら貸してやる」

「……金より命のほうが安いんですか？」

「いや。金が絡からむとさあ、ややこしくなるじゃん？　いやなんだよねえ。金は貸すくらいならやる主義。だから、金が必要だったら、くれって言ってくれれば、あるだけやるよ。俺は貯金ないけど」

「ないんですか……？」

「うん。ない」

「僕もねーぞ」とタダが、何あたりまえのことぬかしてんだバーカ、とでも言いたげな口調で言った。

「俺ちゃんもほとんどないかなあ？」

「あたしはない」とミモリンも断言した。

「アンナさんはあるデスヨー！　ごひゃくゴールドくらい!?　きゃっはっはっはっ、イッツジョーク！　さんじゅうシルバーとかはあるデショー!?」

　黄昏世界ダスクレルムに旅立ったイヌイはどうなのだろう。知ったことじゃない。

　ハルヒロはミモリンから離れようともがきながら、クザク、メリイ、ユメ、シホルと目を見交わした。みんな、呆ぼう然ぜんとしているようだ。トッキーズ。思っていたよりこの人たちはひどい。こんなにめちゃくちゃで、よくも今まで生きのびてきたものだ。しかも、人一倍楽しそうだ。

　こういう生き方もあるのか。ハルヒロにはとても肯定できないが、たとえ誰だれかに否定されても、トッキーズの人たちは気にしないだろう。

　ただまあ、ランタあたりはトッキーズに比較的近いかもしれない。

　そのランタが、めずらしくやけに静かだ――と思ったそばから、躍りかかってきた。

「ハルヒロォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……！」

「――わっ……」

　しかも、何を血迷ったのか、ランタは雷剣ドルフィンの切っ先をハルヒロの頬ほおに押しつけやがった。ぷちっと刺さった。

「な、何すんだよ、さ、刺さっ……あれ？」

「……やっぱり気のせいじゃねえ……」

　ランタは雷剣ドルフィンを放り投げて、這はいつくばる姿勢になった。ハルヒロに謝罪しているわけではなさそうだ。落ちこんでいるのか。

「……くっそぉぉ……なんてこった……マジで……マジで……マジで……」

「ど、どうしたんだよ」

「よしよし」ミモリンは依然としてハルヒロを放してくれない。

「……どうしたもこうしたも……」ランタは地面を殴った。「オレのぉぉぉぉ！　雷剣ドルフィンのぉぉぉぉ！　ビリビリ効果がぁぁぁぁぁ！　消えちまったんだよぉぉぉ！　帰ってくる途中、教団員ぶっ叩いたときにおかしいとは思ったんだけどよぉぉぉ……」

「へぇー」キッカワが雷剣ドルフィンを拾って、刃をさわった。「なんかアレかね？　回数制限とかでもあんのかねえ？」

「話が違ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁう……！　オレは雷剣ドルフィンをゲットしたから裏切りの剣ベトレイヤーを捨ててきたってのに！　こんなの雷剣ドルフィンじゃねえええええ！」

「だからなあ」ユメが、それ見たことか、という顔をした。「もったいないなあってゆうたやんかあ。もったいないことするから、そういうことになるのんとちゃうん？」

「うっせ！　うっせッ！　うっせんだよ！　ハルヒロォォォ！　てめえ！　どうしてくれる！　この落とし前、どうやってつけてくれんだよおおおおおおおおおおおお……！」

「……知らねーよ。どう考えたって、おれのせいじゃないだろ……」

「ま、な？」トキムネがランタの背中を叩いた。「あきらめて、忘れろ？　な？」

「忘れられるかぁぁぁぁぁ！　もとはと言えば、あんたら助けに行って裏切りの剣ベトレイヤーなくなっちまったんだから、ようするにあんたのせいじゃねーかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「はははっ。そうも言えるか。んじゃ、またなんか探そうぜ。いい武器。な？」

「うううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ――それは悪くないっすね？」

「……もういや」とシホルがこっそり呟つぶやいた。

　メリイがうなずいている。クザクは黙っているが、きっと同じ気持ちだろう。

「ところで」と、ミモリンがようやく解放してくれた。

　抱えられている状態からは脱したが、ミモリンはハルヒロを軽々と持ちあげて、自分の前に座らせた。

　向かいあって正座し、ハルヒロは無表情のミモリンに見下ろされている。

「ハルヒロ」

「……はい」

「ハルヒロは、しょぼくない。しょぼくなくて、がんばっているところが、かわいい」

「……そう」

　あれ？　何だろう。顔がゆるみそうだ。ハルヒロは、喜んでいる――のか？　どうもそのようだ。しょぼくない。たいした評価じゃないが、ほどほどだから、かえって素直にうれしいのかもしれない。

「かな。まあ……どうも」

「あたし」

「はい」

「あなたを、かっ――」

　今、飼いたい、と言おうとしませんでしたか？

　ミモリンは小さく咳せき払ばらいをして、言いなおした。

「あなたと、つきあいたい。つきあって」

　ハルヒロは神妙に頭を下げた。――うれしいよ、ミモリン。いや、うれしかった。ほどほどに評価してくれたことは、本当に。でも、それとこれとは別だ。ハルヒロは強気ではないが、言うべきことは言う。はっきりと。

「ごめんなさい」
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『ロマンシングサ・ガ２』というゲームがあります。もとはスーパーファミコンなので、プレイしたことがある人は多くないかもしれません（ｉアプリ版もあります）。ご存知のとおり（？）『ロマンシングサ・ガ』といえばフリーシナリオが売りのＲＰＧですが、２では主人公が世代交代します。この世代交代というのが僕は好きで、その意味では『ファイアーエムブレム〜聖戦の系譜〜』もなかなかくるものがあったのですが、ロマサガ２のほうが何年も先にプレイしましたし、やはりこちらのほうが僕には思い出深いです。

　とくに日本ではＲＰＧというと（とりわけテレビゲームでは）、あるシナリオがあって、主人公の視点でその物語を楽しむという面が強いように思えます。しかしロマサガは前述のとおりフリーシナリオ制が採用されていて、ゲームの進め方次第でちょっと違った物語を味わうことができました。ロマサガ２の世代交代はこれを一歩進めて、プレーヤーがゲーム世界で歴史を作ることができます。ｋｏｅｉの歴史シミュレーションなどをふくめたシミュレーションゲームにも通じるＲＰＧに僕は魅了されました（ちなみに僕は歴史シミュレーションも好きです。だいたいクリアする前にプレイをやめてしまうのですが）。

　グリムガルではさすがにやらないと思いますが、いつか世代交代して歴史を作ってゆくようなファンタジー小説を書きたいです。というか、今の技術でつくられたそういうタイプのゲームをプレイしたいので、誰かつくってくれませんか？　というか、サガシリーズの新作はいつ出ますか？　このあとがきを書いている二〇一四年十二月初旬現在、まだ音おと沙さ汰たがないのですが、いろいろな動きからすると近いうちに発表されるのではないかと期待しています（その後『ＳＡＧＡ２０１５（仮称）』が発表されました。やった！）。

　中学生くらいのころ、独り雑誌などを見ながらプログラミングを勉強していた時期もちょっとだけあったりするので、まかり間違ったらゲーム製作の方向に進んでいたかもしれません。もしそうなっていたら、僕はどんなゲームをつくろうとして挫ざ折せつしてろくでもない屑くず人間になっていたでしょうか。そんなことを考えたりします。

　紙数が尽きました。編集Ｋさんと白しら井い鋭えい利りさん、ＫＯＭＥＷＯＲＫＳのデザイナーさん、その他、本書の制作、販売に関かかわった方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様に心からの感謝と胸一杯の愛をこめて、同じグリムガルを舞台にした『大英雄が無職で何が悪い』のほうも本書と同時に３巻が発売となりますので、こちらのほうもよければ読んでやってくださいとお願いしつつ、今日のところは筆をおきます。またお会いできたら嬉うれしいです。


十じゆう文もん字じ　青あお
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